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３
月
議
会
も
議
員
各
位
や
市

民
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ

り
無
事
閉
会
致
し
ま
し
た
。
施

政
方
針
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

年
度
変
わ
り
の
節
目
、
私
も

小
中
学
校
の
卒
業
式
入
学
式
や

職
場
の
辞
令
交
付
式
な
ど
に
出

席
し
、
私
な
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
「
く
す
の
記
」
欄
も
含

め
、
市
政
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、

政
治
家
と
し
て
、
言
葉
の
一
つ

一
つ
を
大
切
に
今
後
も
私
の
思

い
を
伝
え
て
参
り
ま
す
。　
　

　

い
よ
い
よ
甲
子
園
が
開
幕
し

ま
し
た
。
地
元
筑
陽
学
園
の
応

援
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
を
絶
賛

募
集
中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

春の交通安全

右みて左みて…

気を付けてわたろうね！
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表紙関連

　飛梅は今年もお正月に開花してく

れました。境内の何千本もの梅花と

香を満喫し、歴史の散歩道沿いに横

岳地区に向かい瑞雲寺の境内の昼な

お暗い横道を、真っ赤な藪椿を眺め

ながら東観世の丘に登ると、目前に梅林が飛び込んできます。

息を弾ませながら大木の緑に調和した梅林の静けさを見ている

と、この場所に来た喜びがこみ上げてきます。更に市民の森を

落ち葉に足を取られながら横断し休憩広場に出ると、広々とし

た斜面一面に白・ピンクの梅林が香りと共に静かに迎えてくれ

ます。市民の森をあとにし歴史の散歩道に戻り政庁跡北部に進

めば、坂本八幡宮前の梅林は多くの方々がその優雅さを堪能し、

写真撮影を楽しんでいます。

　太宰府は梅花の後、街のあちらこちらに、こぶし・モクレン・

桜・なんじゃもんじゃ・菖蒲・紫陽花・コスモス、そして紅葉

と私たちの目を楽しませてくれますが、私が一番太宰府の美し

さを語るのは自然の美しさに加え、街がきれいに清掃されてい

ることです。多くのボランティアの方々が寒い日も猛暑の日で

も街の清掃活動に汗を流して頂き心から感謝致しています。美

しい太宰府の街が私の誇りです。

太宰府市自治協議会　副会長
太宰府小校区自治協議会　会長　　

　　　大
おおすえ

末　精
せいいち

一　氏

学業院中学校の生徒たちによる平和劇 テント村（ウガンダ奨学金委員会による
支援物資の販売）

人権まつりだざいふ２０１９

　２月24日㈰、プラム・カルコア太宰府および露切公園で「人権まつりだざい

ふ2019」を開催しました。

　プラム・カルコア太宰府館内では、人権作品表彰式、市内小・中学校および各

団体の歌や演奏などのステージ発表、展示・体験コーナーを設けました。あわせて、

各団体による飲食・物販のコーナー（テント村）も出店し、多くの来場者で賑わい、

人権尊重のまちづくりを発信する場となりました。

　当日は、九州北部豪雨災害復興支援として「朝倉災害母子支援センターきずな」

に向けた募金も集めました。

保存版

保存版
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精神保健福祉講演会

　2月9日㈯に精神保健福祉講演会「こころの

元気づくり～イライラと落ち込みのコントロー

ル～」を開催しました。この講演会は、心の健

康づくりに関する正しい知識を普及することで、

皆さんの心の健康の保持増進を図るとともに、

精神障がい者の自立に対する地域の皆さんの関

心と理解を深めることを目的とし、本市と福岡

県筑紫保健福祉環境事務所が共催して毎年開催

しています。

　 本 年 度 は、

福岡県立大学

人間社会学部

教授上
う え

野
の

行
ゆ き

良
な が

先生を講師に

迎え、イライ

ラ・ストレスの正体とその対処法についての、

ユーモアを交えたとても楽しい講演となりました。
　本紙28ページ「こんにちは保健師です」には講

演の内容を掲載しています。ぜひご覧ください。

太宰府市学校給食会　講演会

　２月９日㈯に太宰府市学

校給食会講演会をプラム・

カルコア太宰府で開催しま

した。

　助産師・思春期保健相談

士である内
う ち

田
だ

美
み

智
ち

子
こ

先生を

講師に迎え、「食卓から始

まる生教育～一人で生きて

いく子どもたちのために～」

と題し、たくさんの子ども

たちや保護者を見てきた先

生が、「食」の重要性について講演されました。

　食べることは生きることであり、次代を担う子ど

もたちに正しい「食」の知識や望ましい食習慣を身に

付けさせることは、健やかな体や豊かな心の育成、

ひいては確かな学力の向上といった、生きる力の基

礎づくりにつながります。

　多くの皆さんにご来場いただき、「食」と「生きる」

ことについて考えるきっかけになりました。

日本経済大学　地域貢献プログラム報告会

だざいふ景観・市民遺産フェスタ

みこしを担ぐ子どもたち

　2月5日㈫にプラム・カルコア太宰府で、「日本経済大学　地域貢献プログラム報

告会」が開催されました。

　本市は平成27年に、当時太宰府キャンパスネットワーク会議に加盟していた市内

の大学と、相互に協力しながら地域社会の発展と人材の育成に寄与することを目的

として、連携・協力に関する協定書を締結しました。現在もさまざまな分野での連携・

協力をいただいています。

　今回は日本経済大学が本年度中に実施した、本市での消費者教育、幼児の運動能

力測定会、地域団体・公共施設との連携、創業環境調査、観光調査について、学生の皆さんが報告しました。

　３月10日㈰、だざいふ景観・市民遺産フェスタが太宰府館で開催されました。午

前は、景観や市民遺産に関する体験コーナー、午後は第５回だざいふ景観賞の表彰

式などが開催されました。

　昨年9月に認定された市民遺産第14号「梅香苑夏まつり子どもみこし」の認定書

授与式では、梅香苑区の子どもたちが法被姿でおみこしを担ぎ、元気よくまほろばホー

ル内を練り歩きました。また、昨年度に認定された市民遺産第13号「太宰府をうた

う♪全11曲」の育成活動報告をはじめ、市民遺産を育成する各団体のステージ発表

が行われました。

まちのトピ クスッ
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昨
年
一
月
末
に
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
一
年

が
経
過
致
し
ま
し
た
。
こ
の
間
ま
ず
は
本
市
の

未み

ぞ

う

曾
有
の
混
乱
か
ら
の
脱
却
を
第
一
義
と
考
え
、

議
員
各
位
、
職
員
諸
氏
、
市
民
の
皆
様
と
の
信
頼

関
係
を
再
構
築
す
る
た
め
私
な
り
に
腐
心
し
て
参

り
ま
し
た
。
そ
の
思
い
一
心
で
、
日
々
議
会
へ
の

対
応
や
職
員
と
の
協
働
、
市
民
と
の
交
流
に
最
大

限
努
め
て
来
た
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
陰
様

で
よ
う
や
く
所
期
の
目
的
を
達
成
し
つ
つ
あ
り
、

ま
た
そ
の
過
程
に
お
い
て
も
肝
い
り
の
政
策
実
現

に
向
け
一
つ
一
つ
着
実
に
布
石
を
打
ち
、
本
市
の

こ
れ
ま
で
の
在
り
方
や
課
題
、
こ
れ
か
ら
の
可
能

性
な
ど
を
見
極
め
る
努
力
も
続
け
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
特
に
平
成
納
め
の
年
で
あ
り
、
新
た
な

元
号
が
始
ま
る
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
先
人
の
功
績
に
思
い
を
致
し
、
か
つ
て
の

混
乱
も
一
つ
の
教
訓
と
し
て
、
迎
え
た
本
年
を
「
新

生
太
宰
府
元
年
！
」
と
銘
打
ち
、
そ
の
名
に
ふ
さ

わ
し
い
意
欲
的
な
市
政
運
営
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
３
つ
の
工
程
と
７
つ
の
プ
ラ
ン
や
第
五
次

太
宰
府
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
な
ど
を
基
に

し
た
こ
れ
ま
で
の
所
信
表
明
や
施
政
方
針
、
経
営

方
針
や
予
算
編
成
方
針
を
さ
ら
に
深
化
・
拡
充

し
、
斬
新
な
歳
入
増
加
策
や
歳
出
削
減
策
を
創
造

し
、
市
内
外
で
の
積
極
的
財
政
投
資
と
地
域
の
所

得
ア
ッ
プ
の
好
循
環
を
も
た
ら
す
よ
う
な
新
た
な

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
な
げ
て
い
く
、
「
実
践
と
構
想
の
年
」

に
位
置
付
け
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
常
に
市
民

目
線
を
心
が
け
、
積
極
的
に
市
民
の
声
に
耳
を
傾

け
る
現
場
主
義
を
徹
底
し
、
広
域
的
視
野
と
中
長

期
的
視
点
を
常
に
持
ち
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い

自
由
な
発
想
と
創
意
工
夫
を
促
し
、
旺
盛
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
発
揮
で
き
る
、
風
通
し
の
良
い
活

力
あ
る
職
場
を
心
が
け
ま
す
。

　

そ
し
て
早
速
「
新
生
太
宰
府
元
年
！
」
に
ふ
さ
わ

し
い
幸
先
良
い
ニ
ュ
ー
ス
が
次
々
と
飛
び
込
ん
で

お
り
ま
す
。
元
日
に
は
西
鉄
太
宰
府
駅
の
27
年
ぶ

り
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
市
の
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
お
客
様
を

さ
ら
に
も
て
な
し
、
地
域
の
活
性
化
に
も
大
い
な

る
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
１

月
２
日
に
は
N
H
K
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
×
鶴
瓶
の
家

族
に
乾
杯
新
春
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
で
本
市
が
特
集
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
で
視
聴
さ
れ
、
多
く
の
反

響
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る

誘
客
や
新
た
な
観
光
手
段
の
掘
り
起
こ
し
に
も
つ

な
が
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
１
月
24
日
に
は
、

古
民
家
を
活
用
し
た
高
級
宿
泊
施
設
と
レ
ス
ト
ラ

ン
が
太
宰
府
天
満
宮
周
辺
に
本
年
夏
頃
に
オ
ー
プ

ン
す
る
と
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
２
月
１
日
よ

り
大
宰
府
政
庁
前
に
供
用
を
開
始
し
た
バ
ス
専
用

駐
車
場
と
も
合
わ
せ
、
本
市
の
観
光
の
回
遊
性
を

向
上
さ
せ
経
済
効
果
を
高
め
る
起
爆
剤
と
致
し
ま

す
。
ま
た
、
運
営
者
は
西
鉄
な
ど
が
出
資
す
る
本

市
に
本
社
機
能
を
持
つ
新
会
社
で
、
そ
の
税
収
効

果
に
も
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
動
き
に
お
い

て
、
本
市
と
観
光
協
定
を
結
ぶ
三
井
住
友
銀
行
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
頂
い
て
お
り
、
連
携
が

機
能
し
て
き
た
証
左
と
も
と
ら
え
て
お
り
ま
す
。

１
月
25
日
に
は
、
第
91
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
の

選
考
会
に
お
い
て
地
元
筑
陽
学
園
高
校
の
夢
の
甲

子
園
出
場
が
決
定
致
し
ま
し
た
。
昨
秋
の
九
州
大

会
を
制
し
、
明
治
神
宮
野
球
大
会
で
も
ベ
ス
ト
４

に
勝
ち
進
む
な
ど
、
本
大
会
で
の
ま
す
ま
す
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
市
と
し
ま
し
て

も
、
選
手
の
皆
さ
ん
が
伸
び
伸
び
と
プ
レ
ー
で
き

る
よ
う
最
大
限
の
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
こ

う
し
た
追
い
風
を
生
か
し
、
本
市
の
さ
ら
な
る
発

展
に
つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
提
案
致
し
ま
す
平
成
31
年
度
当

初
予
算
案
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
編
成
当
初
か
ら

手
掛
け
た
初
め
て
の
予
算
案
で
あ
り
ま
す
。
ま
ず

予
算
編
成
に
先
駆
け
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し

て
「
方
針
共
有
」「
業
務
改
善
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
」「
選

択
と
集
中
」
の
三
本
の
矢
を
掲
げ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
ず
「
方

針
共
有
」
と
し
て
、
市
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
し
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
対
応
す
べ
く
、

新
た
に
掲
げ
ま
し
た
経
営
方
針
・
予
算
編
成
方
針

に
つ
き
ま
し
て
三
役
・
部
長
・
課
長
合
同
会
議
な

ら
び
に
係
長
・
一
般
職
員
も
対
象
に
し
た
自
主
研

究
の
場
で
自
ら
語
り
か
け
、
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
い
て
よ
り
少
な
い

予
算
や
定
数
で
も
運
営
で
き
る
体
質
に
変
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
「
業
務
改
善
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
」

の
推
進
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
さ

平成31年度

　楠田大蔵市長が２月21日㈭、太宰府市議会第１回定例会
において、平成31年度の施政方針演説を行いました。
　「施政方針」とは、これからの市政運営に向けての基本的な
考え方と主な施策を示すものです。今回の特集では、施政方
針の概要を紹介します。全文は市ホームページに掲載してい
ます。

本市の未来を切り開く新たな改革プランを意欲的に

構想していく「実践と構想」の一年！

新生太宰府元年！

施 政 方 針

は
じ
め
に
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さ
ら
な
る
広
報
機
能
強
化
を
図
る
べ
く
、
総
合

的
な
広
報
戦
略
を
策
定
し
、
秘
書
・
広
報
体
制
の

充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

◆
「
太
宰
府
街
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
の
開
催
」

　

内
外
の
幅
広
い
人
材
を
募
り
、
中
長
期
的
視
点

や
広
域
的
視
野
を
論
点
に
自
由
闊か
っ

達た
つ

な
意
見
交
換

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

■
第
２
の
プ
ラ
ン
「
学
問
の
神
様
に
ふ
さ
わ
し
い

教
育
、
子
育
て
」

　

学
問
の
神
様
に
ゆ
か
り
の
あ
る
本
市
が
、
そ
の

イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
く
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
と
そ
の
保
護
者
世
代
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
先

進
的
な
教
育
、
子
育
て
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
若

年
層
の
自
然
増
、
社
会
増
を
実
現
し
ま
す
。

◆
「
学
力
の
更
な
る
向
上
」

　

各
学
校
に
I
C
T
推
進
の
中
核
教
員
を
位
置
付

け
、
I
C
T
支
援
員
の
専
門
的
な
指
導
助
言
を
受

け
な
が
ら
研
修
会
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
児
童
生

徒
の
情
報
活
用
力
を
育
成
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
近
隣
他
市
に
先
駆
け
、

学
校
へ
の
I
C
T
支
援
員
の
派
遣
と
I
C
T
環
境

の
整
備
を
、
計
画
的
・
段
階
的
に
行
う
予
定
で
す
。

◆
「
特
別
支
援
教
育
の
充
実
」

　

太
宰
府
東
小
学
校
に
通
級
指
導
教
室
を
開
設
す

る
予
定
で
あ
り
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

◆
「
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
」

　

市
内
の
大
学
と
連
携
し
、
大
学
生
と
の
マ
ン
・

ツ
ー
・
マ
ン
の
か
か
わ
り
に
よ
っ
て
大
学
を
学
校
、

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
続
く
第
３
の
居
場
所
、
学

び
の
場
所
と
す
る
計
画
を
大
学
と
共
に
進
め
て
参

り
ま
す
。

◆
「
学
校
働
き
方
改
革
」

　

中
学
校
部
活
動
に
つ
い
て
、
各
中
学
校
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
外
部
指
導
者
派
遣
事
業
を
実
施
し
、

教
職
員
の
心
理
的
、
身
体
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
内
２
小
学
校
の
水
泳

授
業
を
民
間
に
委
託
す
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
へ

の
効
果
的
な
水
泳
の
技
能
獲
得
支
援
お
よ
び
教
職

員
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
、
小
学
校

の
夏
季
プ
ー
ル
開
放
を
中
止
し
、
市
民
プ
ー
ル
利

用
券
を
配
布
す
る
な
ど
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い

自
由
な
発
想
で
効
果
的
・
効
率
的
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
実
施
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業

は
、
今
後
見
込
ま
れ
る
学
校
プ
ー
ル
の
維
持
管
理

費
用
、
施
設
改
修
費
用
等
と
比
較
し
て
、
か
か
る

経
費
が
少
な
く
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
で
あ
り
ま
す
。

◆
「
学
校
施
設
の
整
備
」

　

計
画
的
な
学
校
施
設
の
大
規
模
改
造
等
を
行
う

た
め
、
学
校
施
設
の
整
備
構
想
案
の
検
討
を
進

め
、
国
の
補
助
な
ど
財
源
確
保
の
基
礎
と
な
る
個

別
施
設
整
備
計
画
の
早
期
策
定
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。
さ
ら
に
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
、
施
設
改
修

時
期
と
合
わ
せ
て
実
施
す
る
と
経
済
的
か
つ
効
果

的
で
あ
る
た
め
、
太
宰
府
東
中
学
校
の
ト
イ
レ
全

面
改
修
に
合
わ
せ
洋
式
化
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

◆
「
大
学
・
短
大
と
の
連
携
」

　

大
学
の
空
き
教
室
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
、
大

学
・
短
大
と
協
議
し
、
地
域
社
会
の
発
展
や
人
材

育
成
に
つ
な
が
る
利
用
形
態
を
模
索
し
て
参
り
ま

す
。

◆
「
小
・
中
学
校
給
食
」

　

中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
就
学
援
助
制
度
の

導
入
や
注
文
方
法
の
改
善
な
ど
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
る
こ
と
で
喫
食
率
の
向
上
を
図
り
つ

つ
、
中
学
校
給
食
調
査
・
研
究
委
員
会
に
お
い
て
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
実
施
方
式
の
検
討
や
財
源
の

検
討
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
、
出
来
る
だ

け
早
く
一
定
の
方
向
性
を
打
ち
出
せ
る
よ
う
、
さ

ら
な
る
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
小
学

校
給
食
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
食
材
費
の
高
騰

や
消
費
税
上
げ
な
ど
の
厳
し
い
外
部
要
因
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
小
学
校
給
食
の
質
や
量
の
維
持
を

図
る
た
め
、
小
学
校
給
食
会
に
対
す
る
食
材
費
補

助
金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
本
市
の
子
ど

も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
最
大
限
サ
ポ
ー
ト
し
、

そ
の
無
限
の
可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
全
力
を
尽

く
し
て
参
り
ま
す
。

◆
「
出
産
・
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
」

　

現
状
は
待
機
児
童
の
大
半
が
０
・
１
・
２
歳
児
で

あ
る
た
め
、
引
き
続
き
小
規
模
保
育
施
設
を
１
園

公
募
し
、
特
に
待
機
の
多
い
３
歳
未
満
児
の
待
機

児
童
の
解
消
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
同
時
に
既
存

施
設
に
つ
い
て
は
増
改
築
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
事

ら
に
、
７
つ
の
プ
ラ
ン
や
第
五
次
太
宰
府
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
な
ど
を
基
に
し
て
特
出
し
た

重
点
事
業
と
担
当
課
が
提
案
す
る
新
規
事
業
、
な

ら
び
に
既
存
事
業
を
比
較
検
討
し
、
最
少
の
経
費

で
最
大
の
効
果
が
出
せ
る
よ
う
「
選
択
と
集
中
」
を

図
っ
て
参
り
ま
し
た
。
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け

て
こ
の
よ
う
な
手
順
を
丁
寧
に
踏
み
、
市
民
の
声
、

現
場
の
思
い
、
私
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
可
能
な
限
り
組

み
込
み
、
予
算
を
編
成
し
て
参
り
ま
し
た
。

■
第
1
の
プ
ラ
ン
「
市
民
参
画
の
行
政
、
街
づ
く

り
で
地
域
創
生
」

　

市
民
の
声
が
届
く
、
市
民
に
声
が
伝
わ
る
市
政

を
実
現
す
る
こ
と
で
、
太
宰
府
の
市
民
力
を
引
き

出
し
、
活
力
あ
る
地
域
を
創
生
し
ま
す
。

◆
「
あ
い
さ
つ
運
動
」

　

市
職
員
に
と
っ
て
市
民
お
一
人
お
一
人
が
お
客

様
で
あ
る
と
い
う
基
本
に
立
ち
返
る
と
と
も
に
、

職
場
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、庁
舎
前
で
の
朝
の
あ

い
さ
つ
運
動
を
始
め
ま
し
た
。

◆
「
三
役
会
議
の
開
催
」

　

正
式
に
訓
令
で
規
定
し
、
よ
り
市
民
本
位
か
つ

迅
速
な
意
思
決
定
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

◆
「
年
度
末
土
曜
開
庁
拡
大
」

　

年
度
末
の
繁
忙
期
に
、
市
民
目
線
に
基
づ
き
土

曜
開
庁
の
拡
大
を
行
い
ま
し
た
。

◆
「
秘
書
・
広
報
体
制
の
充
実
」

第
１
の
プ
ラ
ン

市
民
参
画
の
行
政
、
街
づ
く
り
で

地
域
創
生

第
２
の
プ
ラ
ン

学
問
の
神
様
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、

子
育
て
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◆
「
職
員
の
人
材
育
成
」

　

人
材
育
成
基
本
方
針
の
改
訂
に
つ
い
て
、
職
員

で
構
成
す
る
策
定
委
員
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、

併
せ
て
、
職
員
の
意
見
を
幅
広
く
吸
い
上
げ
な
が

ら
、
策
定
に
向
け
て
進
め
て
参
り
ま
す
。
こ
の
他
、

国
や
他
自
治
体
と
の
人
事
交
流
を
積
極
的
に
行
う

と
と
も
に
、
民
間
企
業
と
の
人
事
交
流
の
可
能
性

も
探
っ
て
参
り
ま
す
。

◆
「
市
政
運
営
経
費
の
見
直
し
」

　

歳
入
増
加
策
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
発
掘
、
開
発
業
務
を
大
胆
に
実
施
し
、
太
宰
府

の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
を
生
か
し
て
大
幅
な
収
入
増

を
目
指
す
べ
く
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｄ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｕ　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。
昨
今

ふ
る
さ
と
納
税
は
本
来
の
趣
旨
を
逸
脱
し
過
度
な

返
礼
品
競
争
に
走
り
す
ぎ
て
い
る
き
ら
い
が
あ
り
、

総
務
省
も
そ
の
是
正
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
本
市

と
し
て
は
ル
ー
ル
の
適
正
化
が
図
ら
れ
る
今
こ
そ

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
と
ら
え
、
太
宰
府
ら
し
い
返

礼
品
を
改
め
て
市
内
外
に
広
く
募
り
、
積
極
的
に

ノ
ミ
ネ
ー
ト
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

歳
出
削
減
に
つ
い
て
は
、
入
札
制
度
の
競
争
性

を
さ
ら
に
高
め
る
試
行
を
お
こ
な
っ
て
参
り
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
試
行
を
重
ね
、
ど
の
よ
う
な
制

度
が
望
ま
し
い
の
か
、
不
断
の
検
討
、
見
直
し
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。
公
共
施
設
再
編
計
画
に
つ
い

て
は
、
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
と
し
て
主
要
公
共
施
設
の

半
分
を
占
め
て
い
る
学
校
施
設
の
整
備
構
想
案
の

策
定
を
進
め
て
お
り
、
他
の
公
共
施
設
に
つ
い
て

も
検
討
し
策
定
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
国

が
示
す
「
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
基
本
計
画
」
及
び
「
文

部
科
学
省
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、

施
設
の
老
朽
化
と
財
政
状
況
の
悪
化
の
中
で
、
安

全
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
持
続
的
に
提
供
し
、
市
民

の
皆
様
が
身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
の
で

き
る
環
境
を
整
備
で
き
る
よ
う
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設

個
別
計
画
」
を
策
定
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
も
、

あ
ら
ゆ
る
歳
出
に
つ
い
て
聖
域
な
く
不
断
の
見
直

し
を
行
い
、
積
極
的
に
そ
の
効
率
化
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

◆
「
地
場
み
や
げ
産
業
の
振
興
」

　

農
業
経
営
者
、
Ｊ
Ａ
筑
紫
、
商
工
会
、
福
岡
農

業
高
校
な
ど
多
様
な
主
体
に
よ
る
協
議
の
場
で
あ

る
（
仮
称
）
太
宰
府
市
産
業
推
進
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
も
出
品
で
き
る
太
宰
府
グ

ル
メ
、
新
た
な
地
場
み
や
げ
な
ど
の
発
掘
、
開
発

を
進
め
、
さ
ら
に
既
存
商
品
の
磨
き
上
げ
な
ど
を

行
い
、
本
市
の
新
た
な
収
入
源
実
現
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

◆
「
大
宰
府
政
庁
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

古
代
の
外
交
の
窓
口
と
し
て
重
要
な
施
設
で

あ
っ
た
客
館
を
現
代
の
太
宰
府
観
光
の
入
口
と
し

て
活
用
す
る
た
め
、
外
国
使
節
が
滞
在
し
た
大
型

建
物
跡
等
に
つ
い
て
費
用
対
効
果
を
見
極
め
な
が

ら
平
面
復
元
を
行
う
と
と
も
に
、
文
化
庁
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
、
国
土
交
通
省
事
業
で
あ
る
歴
史
的

風
致
維
持
向
上
計
画
と
連
携
し
、
展
望
空
間
や
防

災
機
能
を
持
た
せ
た
施
設
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
観
光
の
み
な
ら
ず
市
民
の
皆
さ
ま
の
便
益
を

図
る
史
跡
公
園
化
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

今
後
は
市
全
体
の
一
体
的
な
史
跡
整
備
・
再
整
備

を
図
っ
て
い
く
う
え
で
改
正
文
化
財
保
護
法
の
新

制
度
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、
維
持
費
出
費
型
か

ら
歳
入
創
出
型
へ
の
さ
ら
な
る
転
換
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

◆
「
産
業
の
創
生
」

　

創
業
塾
修
了
者
や
商
工
会
の
創
業
者
向
け
個
別

経
営
指
導
を
受
け
実
際
市
内
に
て
創
業
す
る
方
に

対
し
、
事
業
開
始
時
に
必
要
と
な
る
費
用
の
一
部

を
新
た
に
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
意
欲
あ
る
起

業
家
の
事
業
支
援
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル

の
実
現
な
ど
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
力
強
く

支
援
し
、
新
た
な
産
業
創
出
や
さ
ら
な
る
雇
用
の

確
保
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

◆
「
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

　

立
地
適
正
化
計
画
及
び
空
家
対
策
計
画
を
策
定

し
、
持
続
可
能
な
都
市
を
目
指
す
と
共
に
、
重
要

拠
点
や
住
宅
地
等
市
街
化
が
望
ま
し
い
地
域
は
土

地
利
用
の
誘
導
を
行
う
た
め
、
太
宰
府
固
有
の
歴

史
と
自
然
豊
か
な
景
観
に
配
慮
し
つ
つ
も
、
国
・

県
と
積
極
的
に
協
議
を
行
い
、
前
例
に
と
ら
わ

れ
な
い
区
域
区
分
の
見
直
し
や
用
途
地
域
の
見
直

し
の
可
能
性
を
追
求
し
て
参
り
ま
す
。
特
に
、
マ

ミ
ー
ズ
が
撤
退
し
ま
し
た
西
鉄
五
条
駅
周
辺
に
つ

い
て
は
出
来
る
だ
け
速
や
か
に
用
途
地
域
等
の
見

直
し
の
検
討
を
行
い
、
新
た
な
る
発
展
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
佐
野
東
地
区
等
に
つ
い
て

も
同
様
の
検
討
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

業
者
と
協
議
し
つ
つ
定
員
の
さ
ら
な
る
増
加
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
に
わ
た
る
ま
で
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

総
合
的
相
談
支
援
を
提
供
す
る
「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
組
織
体
制
と
施
設

の
見
直
し
等
の
調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

◆
「
学
童
保
育
の
充
実
と
児
童
活
動
の
応
援
」

　

国
分
小
学
校
の
学
童
保
育
所
の
利
用
に
つ
い
て
、

市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
が
組
織
横
断
的
に
対
応

し
国
分
小
学
校
と
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
学
校
で

の
授
業
お
よ
び
学
童
保
育
の
い
ず
れ
に
も
支
障
を

き
た
さ
ぬ
よ
う
調
整
し
、
将
来
の
需
要
を
見
据
え

た
学
童
保
育
所
整
備
に
係
る
基
本
設
計
費
を
最
小

限
の
経
費
で
計
上
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
中
長
期

的
視
点
を
常
に
持
ち
な
が
ら
、
利
用
児
童
の
動
向

を
注
視
し
教
室
の
不
足
等
が
予
期
さ
れ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
当
該
学
校
と
も
協
議
を
進
め
、
児
童

の
受
入
を
行
う
と
同
時
に
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
な

い
自
由
な
発
想
を
駆
使
し
て
、
歳
出
削
減
策
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

■
第
３
の
プ
ラ
ン
「
徹
底
し
た
行
革
と
超
成
長
戦

略
で
財
政
再
建
」

　

組
織
横
断
的
に
徹
底
し
た
行
政
改
革
に
よ
る
歳

出
削
減
、
太
宰
府
の
底
力
を
生
か
し
た
成
長
戦
略

に
よ
る
自
主
財
源
の
増
加
を
同
時
に
成
し
遂
げ
、

本
市
の
活
力
を
増
大
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

第
３
の
プ
ラ
ン

徹
底
し
た
行
革
と
超
成
長
戦
略
で

財
政
再
建
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グ
を
進
め
、
３
年
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
を
目
指
し
て

協
議
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。
そ
の
他
、
太
宰
府

天
満
宮
周
辺
に
お
い
て
古
民
家
を
活
用
し
た
宿
泊

飲
食
施
設
の
話
も
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
を
機
に
さ

ら
な
る
本
市
で
の
回
遊
性
向
上
に
よ
る
観
光
客
の

滞
在
時
間
延
長
を
目
指
し
、
宿
泊
者
向
け
の
体
験

メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

◆
「
交
通
大
動
脈
計
画
の
立
案
」

　

将
来
的
に
さ
ら
な
る
人
の
往
来
と
交
通
渋
滞
解

消
が
両
立
さ
れ
る
よ
う
可
能
性
を
追
求
す
る
た
め

に
、
あ
ら
た
な
交
通
モ
ー
ド
等
の
可
能
性
等
の
調

査
研
究
を
行
い
、
中
長
期
的
な
交
通
大
動
脈
計
画

策
定
に
向
け
引
き
続
き
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

そ
の
前
段
と
し
て
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
等
で
議
論
し
、
周
辺
自
治
体
と
も
連
携
し
た
広

域
的
交
通
体
系
や
ま
ち
づ
く
り
の
議
論
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

■
第
５
の
プ
ラ
ン
「
環
境
重
視
の
逆
転
の
発
想
で

渋
滞
解
消
」

　

本
市
に
お
い
て
渋
滞
問
題
は
喫
緊
の
課
題
の
一

つ
で
あ
り
ま
す
が
、
道
路
整
備
な
ど
ハ
ー
ド
面
で

の
対
応
に
は
多
大
な
お
金
や
時
間
を
要
し
ま
す
。

そ
こ
で
発
想
を
転
換
し
、
環
境
に
負
荷
を
か
け
ず
、

比
較
的
短
期
間
で
渋
滞
解
消
を
実
現
し
ま
す
。

◆
「
渋
滞
解
消
」

　

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
も
視
野
に
入
れ
た
交
通

誘
導
施
策
や
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
や
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
の
活
用
な
ど
本
市
に
と
っ
て
最
善
の
方
策

を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。
道
路
網
の
計
画
で
あ
る

「
総
合
交
通
計
画
」
及
び
公
共
交
通
網
の
計
画
で
あ

る
「
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
の
策
定
に
向

け
、
人
の
移
動
動
向
を
分
析
す
る
等
追
加
調
査
を

実
施
し
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
の
構
築
の
た

め
施
策
の
検
討
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

◆
「
市
道
の
整
備
・
管
理
」

　

舗
装
の
個
別
施
設
計
画
を
策
定
し
、
補
助
事
業

や
起
債
事
業
の
対
象
と
な
る
路
線
を
増
や
す
こ
と

で
、
少
し
で
も
多
く
の
自
治
会
要
望
に
対
応
し
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
と
の
協
議
に
よ
り
必

要
に
応
じ
て
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
安
全
か
つ

快
適
に
道
路
を
通
行
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
参
り

ま
す
。
併
せ
て
、
市
内
を
縦
横
断
す
る
国
道
・
県

道
の
維
持
管
理
や
整
備
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き

強
く
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

■
第
６
の
プ
ラ
ン
「
民
間
の
知
恵
を
生
か
し
た
高

齢
者
福
祉
」

　

本
市
の
高
齢
者
も
人
口
の
４
分
の
１
を
超
え
、

高
齢
者
福
祉
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
財
政
的
限
界

も
あ
り
、
公
的
支
援
に
過
度
に
依
存
し
な
い
民
間

主
導
の
方
式
も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

◆
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
体
制
の
充

実
」

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を
図
る

べ
く
、
支
所
を
１
か
所
増
設
し
、
市
域
の
西
側
を

担
当
圏
域
と
致
し
ま
す
。
同
時
に
東
側
が
担
当
圏

域
と
な
る
既
存
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

本
所
と
し
て
の
統
括
機
能
を
持
た
せ
、
支
所
と
の

役
割
分
担
及
び
連
携
の
強
化
を
通
じ
て
効
果
的
か

つ
効
率
的
な
運
営
体
制
を
構
築
し
て
参
り
ま
す
。

そ
の
際
、
支
所
の
開
設
を
契
機
と
し
て
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
利
活
用
を
図
る
た

め
徹
底
し
た
周
知
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

◆
「
障
が
い
者
福
祉
の
推
進
」

　

心
身
に
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
の
日
常
生
活

の
利
便
と
社
会
活
動
の
範
囲
の
拡
大
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
助
成
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り

運
賃
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
現
在
年
間
48
枚
交
付

し
て
い
ま
す
が
、
平
成
31
年
度
か
ら
さ
ら
な
る
充

実
を
図
る
た
め
、
交
付
枚
数
を
年
間
60
枚
に
拡
大

致
し
ま
す
。

◆
「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」

　

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ

た
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日

の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
を
対
象
と
し
た
「
風
し
ん

の
抗
体
検
査
」
と
「
風
し
ん
の
定
期
予
防
接
種
」
を

国
の
動
向
に
合
わ
せ
て
開
始
す
る
予
定
と
し
て
い

ま
す
。

■
第
４
の
プ
ラ
ン
「
積
極
的
広
域
連
携
に
よ
る
大

太
宰
府
構
想
」

　

圧
倒
的
知
名
度
を
生
か
し
な
が
ら
広
い
視
野
で

近
隣
自
治
体
と
の
連
携
を
密
に
し
、
そ
の
中
核
と

し
て
自
ら
発
展
す
る
と
と
も
に
周
囲
に
も
好
影
響

を
与
え
る
役
目
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

◆
「
バ
ス
路
線
の
利
便
性
・
収
益
性
向
上
」

　

マ
ミ
ー
ズ
の
閉
店
に
よ
り
廃
止
と
な
っ
た
「
マ

ミ
ー
ズ
・
ま
ほ
ろ
ば
号
」
の
代
替
交
通
手
段
と
し
て
、

東
観
世
区
へ
の
地
域
線
運
行
の
計
画
を
急
い
で
お

り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ま
ほ
ろ
ば
号
」
の

運
行
に
つ
い
て
は
、
市
長
と
語
る
会
な
ど
で
要
望

を
受
け
た
路
線
延
長
に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
柔

軟
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
検
討
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
運
行
デ
ー
タ
の
分
析
を
行
い
、
効
率
性
向

上
を
念
頭
に
置
い
た
ダ
イ
ヤ
改
正
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

◆
「
観
光
連
携
に
よ
る
回
遊
性
向
上
」

　

九
州
国
立
博
物
館
を
中
心
に
九
州
歴
史
資
料

館
、
福
岡
県
、
商
工
会
、
観
光
協
会
、
太
宰
府
天

満
宮
と
共
に
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
文
化
財
等

の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
太
宰
府
の
魅
力
を
国
内

外
に
発
信
し
、
地
域
経
済
、
地
域
社
会
の
活
性
化

を
図
る
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
日

本
遺
産
を
活
用
し
た
観
光
ガ
イ
ド
等
を
含
め
た
地

場
観
光
産
業
を
創
出
す
べ
く
、
市
内
関
係
者
及
び

市
外
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

第
４
の
プ
ラ
ン

積
極
的
広
域
連
携
に
よ
る

大
太
宰
府
構
想

第
５
の
プ
ラ
ン

環
境
重
視
の
逆
転
の
発
想
で

渋
滞
解
消

第
６
の
プ
ラ
ン

民
間
の
知
恵
を
生
か
し
た

高
齢
者
福
祉
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■
「
第
五
次
太
宰
府
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

に
基
づ
く
施
策
」

◆
「
ご
み
の
減
量
」

　

ご
み
減
量
の
た
め
の
啓
発
冊
子
を
世
帯
に
配
布

し
、
こ
の
中
で
啓
発
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
、
ご
み

種
ご
と
の
処
理
方
法
の
案
内
、
暮
ら
し
の
中
で
使

え
る
「
水
切
り
、
食
べ
切
り
、
使
い
切
り
」
の
生
ご

み
減
量
ア
イ
デ
ア
等
を
提
供
し
、
発
生
の
抑
制
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
紙
ご
み
に
つ
い
て
は
、

近
年
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
古
紙
回
収
量
を
増
加

さ
せ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
資
源
回
収
を
し
て
い

る
団
体
に
対
し
、
回
収
量
に
応
じ
て
交
付
し
て
お

り
ま
す
「
古
紙
等
資
源
再
利
用
事
業
奨
励
金
」
に
つ

い
て
、
現
在
１
kg
に
つ
き
７
円
で
あ
る
と
こ
ろ
を

８
円
に
増
額
し
、
紙
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を

さ
ら
に
強
化
し
て
参
り
ま
す
。
そ
の
他
、
中
国
に

お
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
輸
入
禁
止
措
置
等
の

影
響
に
よ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
と
し
て
の
価
値
が

低
く
な
っ
て
い
る
廃
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
品
質
を
向

上
し
、
売
却
益
の
増
収
に
資
す
る
た
め
の
分
別
業

務
委
託
料
を
計
上
す
る
な
ど
、
常
に
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
対
応
し
、
費
用
対
効
果
を
図
り
な
が

ら
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
発
想
で
効
果

的
・
効
率
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。

◆
「
姉
妹
・
友
好
都
市
交
流
の
推
進
」

　

平
成
27
年
の
友
好
都
市
承
継
締
結
か
ら
５
年
を

迎
え
る
大
分
県
中
津
市
の
自
然
・
文
化
遺
産
を

巡
る
市
民
訪
問
団
を
結
成
し
交
流
す
る
取
り
組
み

や
、
中
津
市
で
実
施
す
る
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
に
よ
る
市
内
小
学
生
の
野
外
活
動
を
支
援

し
て
参
り
ま
す
。

◆
「
人
権
政
策
」

　

「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
や
「
障
害
者
差
別
解

消
法
」
並
び
に
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」
、
い

わ
ゆ
る
人
権
三
法
の
成
立
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化

に
即
し
て
現
行
の
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
基
本
指
針
」
を
見
直
し
た
上
、
新
た
な
指
針
に

基
づ
く
実
施
計
画
を
策
定
し
、
さ
ら
に
積
極
的
に

課
題
の
解
決
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
、

職
場
、
学
校
、
地
域
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
通
じ

て
人
権
尊
重
の
理
念
を
普
及
し
、
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
よ
う
、
教
育
及
び
啓
発
を
学
校
教
育
と

も
連
携
を
図
り
な
が
ら
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

■
最
後
に

　

平
成
31
年
度
の
重
点
事
業
と
予
算
案
を
７
つ
の

プ
ラ
ン
と
第
五
次
太
宰
府
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
に
沿
っ
て
詳
細
に
ご
説
明
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
全
体
を
見
渡
し
ま
す
と
概
ね
、
か
ね
て
よ
り

私
が
訴
え
て
参
り
ま
し
た
「
超
成
長
戦
略
」
や
「
生

活
支
援
戦
略
」
、
「
徹
底
し
た
歳
出
削
減
策
」
な
ど

を
通
じ
市
内
外
で
の
「
積
極
的
財
政
投
資
」
と
「
地

域
の
所
得
ア
ッ
プ
」
の
好
循
環
を
も
た
ら
す
べ
く
「
選

択
と
集
中
」
を
図
っ
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
・
学
生

や
子
育
て
世
代
、
意
欲
あ
る
起
業
家
、
公
的
支
援

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
「
人
」
へ

の
投
資
が
必
然
的
に
拡
大
し
、
「
土
木
費
」
な
ど

ハ
ー
ド
面
の
予
算
は
一
時
的
に
縮
減
し
た
上
で
、

今
後
透
明
性
を
持
っ
て
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く

よ
う
な
か
た
ち
に
致
し
ま
し
た
。
総
じ
て
、
平
成

31
年
度
予
算
案
を
「
だ
ざ
い
ふ
未
来
投
資
予
算
」
と

銘
打
ち
、
本
市
の
輝
か
し
い
未
来
へ
と
力
強
く
つ

な
げ
て
行
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
職
員
諸
氏
と
長
き
に
わ
た
り
議

論
を
重
ね
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
発
想

と
旺
盛
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
掛
け
声
に
編
成
し

て
参
り
ま
し
た
平
成
31
年
度
施
政
方
針
と
当
初
予

算
案
で
は
あ
り
ま
す
が
、
課
題
は
ま
だ
ま
だ
山
積

し
て
い
る
こ
と
も
改
め
て
認
識
致
し
ま
し
た
。
一

言
で
い
え
ば
、
市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
十
分
か

つ
機
動
的
に
応
え
、
本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向

け
積
極
的
に
投
資
を
続
け
て
い
く
た
め
に
必
要
な

歳
出
要
求
と
本
市
の
歳
入
能
力
に
慢
性
的
な
開
き

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
析
致
し
ま
す
と
、
「
歴
史
と
み
ど
り
豊
か
な

文
化
の
ま
ち
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
本
市
に
は

実
に
約
16
％
を
占
め
る
史
跡
地
が
存
在
し
、
学
校

法
人
や
宗
教
法
人
、
公
共
施
設
な
ど
も
数
多
く
存

在
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
住
環
境
は
良
好
で
観
光

資
源
も
豊
富
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
近
隣
市
と
比

べ
て
も
法
人
事
業
者
や
人
口
が
増
加
す
る
余
地
は

小
さ
く
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
税
収
も
伸
び
悩
ん
で

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
人
口
は
増
え
続
け
、
高
齢
化

■
第
７
の
プ
ラ
ン
「
自
衛
隊
と
連
携
し
た
市
民
の

安
心
安
全
」

　

市
民
の
安
心
安
全
の
確
保
こ
そ
行
政
の
最
大
の

使
命
と
の
思
い
の
も
と
、
災
害
対
策
や
防
災
に
万

全
を
期
し
ま
す
。

◆
「
災
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

　

自
衛
隊
な
ど
の
助
言
を
参
考
に
、
昨
年
７
月
豪

雨
災
害
を
は
じ
め
市
内
外
の
過
去
の
災
害
を
参
考

に
、
起
こ
り
う
る
あ
ら
ゆ
る
災
害
状
況
を
網
羅
し

た
豪
雨
災
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

さ
ら
に
東
西
に
２
つ
の
活
断
層
が
あ
り
、
発
生
可

能
性
が
高
い
地
震
災
害
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
き
ま
し
て
も
、
被
災
想
定
の
十
分
な
検
討
を
し

つ
つ
完
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
そ
う

し
た
過
程
を
通
じ
、
想
定
す
る
被
害
に
対
し
て
の

被
災
者
ニ
ー
ズ
や
市
の
対
応
、
関
係
機
関
の
協
力

内
容
を
仮
定
し
、
体
制
づ
く
り
や
訓
練
に
役
立
て

て
参
り
ま
す
。

◆
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
災

害
の
協
力
体
制
」

　

関
係
し
た
団
体
と
の
協
力
体
制
を
さ
ら
に
深
め

て
い
く
と
と
も
に
、
避
難
が
長
期
化
し
た
場
合
の

避
難
所
の
衛
生
管
理
や
被
災
者
へ
の
ケ
ア
な
ど
、

専
門
性
を
要
す
る
分
野
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
す
る
情
報

収
集
や
協
力
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

む
す
び
に

第
五
次
太
宰
府
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
に
基
づ
く
施
策

第
７
の
プ
ラ
ン

自
衛
隊
と
連
携
し
た
市
民
の

安
心
安
全
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性
的
に
調
定
額
は
低
く
留
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
法

人
市
民
税
は
、
納
税
義
務
者
数
は
一
定
数
増
加
し

て
い
る
も
の
の
、
こ
ち
ら
も
調
定
額
は
相
対
的
に

低
い
状
況
で
す
。

　

一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
合
体
育
館
整
備

事
業
の
償
還
開
始
に
よ
る
公
債
費
の
増
加
、
消
防

組
合
の
機
器
更
新
事
業
や
環
境
施
設
組
合
の
建
屋

更
新
事
業
な
ど
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
の
増

加
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
に
伴
う
社
会
福
祉

事
業
で
の
扶
助
費
の
大
幅
増
な
ど
か
ら
、
財
政
構

造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
、
近
年
悪

化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
社
会
保
障
費
や
扶
助
費
の
増
加
は
避

け
て
通
れ
ず
、
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た
子
育

て
支
援
の
充
実
、
高
齢
者
支
援
の
充
実
な
ど
、
社

会
的
な
課
題
も
多
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
小
・
中

学
校
を
は
じ
め
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
維
持
・

更
新
に
多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
、
今
以
上
に
歳

出
要
求
が
高
ま
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
市
の
財
政
運
営
は
今
後
更

に
厳
し
さ
を
増
す
可
能
性
が
高
く
、
渋
滞
問
題
な

ど
根
深
い
課
題
も
山
積
し
て
お
り
、
解
決
に
向
け

て
は
ま
だ
ま
だ
や
る
べ
き
こ
と
が
数
多
く
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
度
の
平
成
31
年
度
施
政
方
針
と
予
算

案
は
、
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
確
か
な
一

歩
を
踏
み
出
す
も
の
で
あ
り
、
ま
ず
は
来
年
度
こ

う
し
た
方
針
を
着
実
に
実
践
し
て
参
り
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
慢
性
的
な
歳
入
不
足
を
補
う
た
め
、

人
口
増
加
策
、
特
に
働
き
盛
り
の
子
育
て
世
代
の

社
会
増
や
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
自
然
増
を

促
す
施
策
、
企
業
を
誘
致
し
新
た
な
産
業
を
育
成

す
る
施
策
、
回
遊
性
を
高
め
経
済
効
果
を
上
昇
さ

せ
る
観
光
政
策
・
文
化
財
活
用
策
、
都
市
と
し
て

の
飛
躍
的
発
展
を
可
能
に
す
る
交
通
政
策
・
ま
ち

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
フ
ル

に
活
用
し
た
施
策
な
ど
の
斬
新
な
歳
入
増
加
策
を

創
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
各
事
業
に
対
し
て
、
国
・
県
等
の
あ
ら

ゆ
る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
積
極
的
に
活
用
し
、
「
最
少

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
」
こ
と
に
努
め

る
こ
と
や
、
事
業
の
継
続
性
や
必
要
性
を
不
断
に

見
直
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
補
助
金
や
公

的
利
用
料
の
見
直
し
、
入
札
改
革
、
公
共
施
設
の

再
編
な
ど
聖
域
な
き
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
も
必
要

で
す
。

　

こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
「
だ
ざ
い
ふ
版
歳
出
入
一

体
改
革
」
に
つ
い
て
も
、
常
に
市
民
目
線
を
心
が

け
、
積
極
的
に
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る
現
場
主

義
を
徹
底
し
、
広
域
的
視
野
と
中
長
期
的
視
点
を

持
ち
な
が
ら
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
発

想
と
創
意
工
夫
、
旺
盛
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
駆

使
し
て
構
想
し
、
市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
十
分

か
つ
機
動
的
に
応
え
、
本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
に

向
け
積
極
的
に
投
資
を
続
け
ら
れ
る
、
持
続
可
能

な
未
来
志
向
の
市
政
に
転
換
し
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
改
め
て
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
の
集
大

成
と
な
り
新
た
な
御
代
を
迎
え
る
節
目
の
来
年
度

を
「
新
生
太
宰
府
元
年
！
」
と
位
置
付
け
、
課
題
解

決
に
向
け
た
確
か
な
一
歩
と
な
る
平
成
31
年
度
施

政
方
針
と
予
算
案
を
着
実
に
実
践
し
な
が
ら
も
、

本
市
の
未
来
を
切
り
開
く
新
た
な
改
革
プ
ラ
ン
を

意
欲
的
に
構
想
し
て
い
く
「
実
践
と
構
想
」
の
一
年

に
し
て
参
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
、
私
の
意
と

す
る
と
こ
ろ
を
お
汲
み
取
り
い
た
だ
き
、
予
算
案

を
は
じ
め
と
す
る
全
議
案
に
対
し
、
慎
重
な
る
ご

審
議
の
う
え
、
ご
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政
方
針
と
致
し
ま
す
。

率
も
近
隣
市
と
比
べ
て
も
高
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
出
生
者
数
が
減
少
し
て
い
る
と
同
時
に
、

出
生
者
数
よ
り
死
亡
者
数
が
多
い
自
然
減
の
状
況

が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
就
学
前
の
児

童
に
つ
き
ま
し
て
は
転
入
者
数
よ
り
転
出
者
数
が

多
い
社
会
減
の
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

保
護
者
で
あ
る
働
き
盛
り
の
子
育
て
世
代
も
転
出

超
過
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
宰
府
政
庁
跡
や
水
城
跡
、
観
世
音

寺
、
戒
壇
院
な
ど
の
名
所
旧
跡
が
随
所
に
あ
り
、

全
国
的
な
知
名
度
が
あ
り
な
が
ら
も
、
観
光
客
は

太
宰
府
天
満
宮
や
九
州
国
立
博
物
館
一
帯
に
集
中

し
が
ち
で
、
滞
在
時
間
が
２
、
３
時
間
に
留
ま
り
、

観
光
消
費
単
価
は
高
い
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

一
方
で
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
が
長
年
市
民
を
悩

ま
せ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
が
本
市
の
経
済
に
与
え
る
影
響

で
あ
り
ま
す
が
、
住
民
一
人
当
た
り
の
地
方
税
額

や
地
域
経
済
循
環
率
は
全
国
の
自
治
体
と
比
較
し

て
も
決
し
て
高
い
と
は
言
え
ず
、
国
内
の
経
済
状

況
や
本
市
の
本
来
持
つ
底
力
か
ら
す
れ
ば
、
経
済

が
十
分
に
循
環
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。

　

税
目
別
に
現
年
課
税
分
を
見
る
と
、
個
人
市
民

税
は
平
成
29
年
度
末
調
定
額
が
前
年
度
か
ら
減
少

し
て
お
り
、
今
後
働
き
手
の
世
代
が
減
少
し
て
い

く
こ
と
に
よ
り
こ
の
傾
向
が
大
き
く
な
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
。
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
住

宅
地
、
商
業
地
と
も
地
価
は
一
定
程
度
上
昇
し
て

い
る
も
の
の
、
前
述
の
本
市
の
特
性
な
ど
か
ら
慢
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４
月
は
、
新
入
学
生
や
新
社
会

人
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
人
の
生

活
環
境
に
変
化
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
交
通
事
故
が
多
発
す
る
時
期

で
す
。
ど
う
す
れ
ば
事
故
を
防
止

で
き
る
の
で
し
ょ
う
。

　
交
通
事
故
を
分
析
し
て
み
た

誰
が
、
い
つ
事
故
に
あ
っ
て
い
る
の
？

　

図
１
の
「
【
年
齢
別
】
歩
行
中
の

交
通
事
故
死
傷
者
数
」
を
見
て
み

る
と
、
新
１
年
生
に
あ
た
る
７
歳

識
が
乏
し
い

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な

結
果
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、

・
飛
び
出
し
、
道
路
横
断
中
の
事

故
が
多
い

・
死
傷
者
は
女
子
よ
り
男
子
が
多

い
な
ど
の
特
徴
も
現
れ
て
い
ま
し
た
。

　
事
故
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
？

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
保
護

者
は
子
ど
も
に
対
し
事
故
に
あ
わ

な
い
方
法
を
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
際
に
は
、
分
か
り
や
す
い
言

葉
で
、
具
体
的
に
指
示
し
た
り
、

通
学
路
を
一
緒
に
歩
い
た
り
し

て
、
安
全
な
方
法
を
教
え
ま
し
ょ

う
。

　

 
止
ま
る

　

横
断
す
る
前
に
必
ず
立
ち
止
ま
る

　

 

見     

る

　

左
右
の
安
全
確
認
を
す
る

　

 

待    

つ

　

車
が
止
ま
っ
て
か
ら
横
断
す
る

　
自
転
車
の
事
故
に
も
要
注
意

　

４
月
か
ら
自
転
車
通
学
を
は
じ

め
る
学
生
の
皆
さ
ん
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
自
転
車
で
の
事
故
も

に
、
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
自
転

車
関
連
事
故
で
は
、
自
転
車
利
用

者
が
被
害
者
に
な
る
だ
け
で
な
く

加
害
者
に
な
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て

き
て
お
り
、
中
に
は
数
千
万
円
の

賠
償
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
学
校
や
市
役
所
に
も

自
転
車
の
危
険
走
行
に
つ
い
て
ご

意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
は
、
運
転
免
許
も
必
要

な
く
安
易
に
利
用
で
き
る
も
の
で

す
が
、
車
両
と
し
て
の
危
険
性
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
安
全
に
利
用
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

が
最
も
多
く
、
「
魔
の
７
歳
」
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
図
２
の
「
【
発
生
時
間

別
】
小
学
１
年
生
の
歩
行
中
交
通

事
故
死
傷
者
数
」
で
は
大
人
の
目

が
届
か
な
い
下
校
後
の
午
後
３
～

５
時
台
や
、
登
校
時
の
午
前
７
時

台
に
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

事
故
の
特
徴
は
？

　

な
ぜ
新
１
年
生
が
事
故
に
多
く

あ
う
の
で
し
ょ
う
。
新
１
年
生
は

・
子
ど
も
一
人
で
行
動
す
る
こ
と

が
多
く
な
る

・
道
路
上
の
危
険
に
つ
い
て
の
知

４
月
～
５
月
に
多
発
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
死
傷
者
は
、
高
校
１
年
生

に
あ
た
る
16
歳
が
突
出
し
て
多
く
、

事
故
の
65
％
が
登
下
校
中
に
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
通
勤
・
通
学
で
混
雑

す
る
時
間
帯
に
く
わ
え
、
新
入
学

生
は
自
転
車
で
通
学
す
る
こ
と
に

慣
れ
て
い
な
い
た
め
に
事
故
が
発

生
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
自
転
車
安
全
利
用
五
則
を

　
守
り
ま
し
ょ
う

　

左
の
「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」

を
守
っ
て
、
事
故
に
あ
わ
な
い
よ

う
に
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

春
の
交
通
安
全

防
だ 犯
よ

り
vol.68

防
犯
専
門
官  　

山や

ま

田だ　

英ひ

で

あ

き明

①自転車は、車道が原則、歩道
　は例外

②車道は左側を通行

③歩道は歩行者優先で、車道寄
　りを徐行

④安全ルールを守る
・二人乗りの禁止
・飲酒運転の禁止
・並進の禁止
・夜間はライトを点灯
・信号を守る
・交差点での一時停止と安全
　確認
など

⑤子どもはヘルメットを着用

自転車安全利用五則
（出典：警察庁）

図１　【年齢別】歩行中の交通事故死傷者数
（福岡県：過去５年）

図２　【発生時間別】小学１年生の歩行中交通事故死傷者数
　　　（福岡県：過去６年）
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風しんの予防接種はお済みですか

問い合わせ　元気づくり課（保健センター）　☎（928）2000

風しんの追加的対策が始まります

予防接種の助成も行っています

　2022年３月31日までの間に限り、昭和37年４月２日～昭和54年４月１日に生まれた男性が、国が定め

る風しんの定期予防接種の対象者として追加されました。

　この世代は、風しんの公的な予防接種を受ける機会がなかった世代であり、抗体保有率が女性や他世代よ

り低くなっています。

　まずは、風しんへの抵抗力を確認するため、抗体検査を受けましょう。

※１　平成31年１月１日以降に接種したものが助成の対象
※２　風しんの予防接種を２回以上受けている人、過去に風しんに罹

り

患
かん

したことが明らかな人は対象外
※３　県のホームページでご確認ください。
　　　  HP   http://www.pref.fukuoka.lg.jp/
　　　　　   contents/kansen2013040801.html

　下記対象者に対し、風しん予防接種の助成※１も行っています。

　申請方法など、詳しくは市ホームページをご覧ください。

　   HP　 http://www.city.dazaifu.lg.jp/admin/kenko/1/1366/9174.html

今回の追加接種の対象

対象者 抗体検査

①
昭和37年4月2日～
昭和47年4月1日に
生まれた男性

保健センターでクーポン
券の発行を受け、医療
機関や健康診断の際に
持参し、実施。

②
昭和47年4月2日～
昭和54年4月1日に
生まれた男性

郵送で届くクーポン券を
医療機関や健康診断の
際に持参し、実施。

対象者　※２ 抗体検査

③ 妊娠希望者（妊婦は除く）

無料で検査を受
けることができ
る医療機関
※３で実施。

④

妊娠希望者および妊婦
の配偶者（パートナー
を含む）
※①および②の該当者
を除く （注意）

妊娠希望者およ
び妊婦等の風し
ん抗体価が低い
ことが条件

⑤

妊娠希望者および妊婦
の同居者（生活空間を
同一にする頻度が高い
家族など）
※①および②の該当者
を除く

予防接種 料　金

医療機関で予防
接種を実施。料
金は一時立て替
えをお願いしま
す。

後 日 保 健 セ ン
ターに申請。助
成額は10,000
円または実費の
安い方の金額。
助成は１人１回
のみ。

予防接種 料　金

クーポン券を医療機
関に持参し、予防接
種を１回実施。

抗体検査、予防接種
ともに無料

免疫不十分と
判明した人は…

免疫不十分と
判明した人は…

※クーポン券は、４月下旬から５月上旬に発送予定です。
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５
月
初
旬
か
ら
６
月
下
旬
ま
で

の
間
、
計
量
法
に
基
づ
き
、
一
定

の
期
間
（
８
年
）
を
経
過
す
る
水

道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
作
業
を

行
い
ま
す
。

　

取
り
替
え
に
該
当
す
る
世
帯

へ
、
「
太
宰
府
市
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
」
が
事
前
に
案
内
文

書
を
投
函
し
ま
す
。

　

作
業
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
作
業
に
あ
た
る
業
者
は
、
市
が

発
行
し
た
証
明
書
を
常
に
携
帯

し
て
い
ま
す
。
取
り
替
え
に
関

す
る
費
用
を
皆
さ
ま
に
請
求
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水道メーターの取り替え

問い合わせ　上下水道課　料金係
☎（408）4024

福祉

　４月２日～８日は「発達障害啓発週間」です

 問い合わせ　福祉課　障がい福祉係（☎内線364）　

ごみ収集休みのお知らせ

問い合わせ
 環境課　ごみ減量推進係（☎内線361） 環境

５
月
３
日
㈮
か
ら
５
月
６
日
㈪
ま
で

　

こ
の
期
間
は
ご
み
収
集
を
休
み
ま
す
の
で
、
ご
み
の
持
ち
出
し
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
こ
の
期
間
中
に
、
も
え
な
い
ご
み
「
ビ
ン
・
缶
」
、
も
え
な
い

ご
み
「
そ
の
他
」
・
粗
大
ご
み
の
持
出
日
と
な
っ
て
い
る
区
域
は
、
翌
週

に
振
り
替
え
ま
す
。

　

４
月
２
日
の
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
か
ら
始
ま
る
一
週
間
（
～
４

月
８
日
）
は
「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」
で
す
。
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る

発
達
障
が
い
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
５
月
３
日
㈮
→
５
月
10
日
㈮

○
５
月
５
日
㈰
→
５
月
12
日
㈰

○
５
月
６
日
㈪
→
５
月
13
日
㈪

※
ご
み
収
集
休
み
の
期
間
中
、
粗

大
ご
み
・
せ
ん
定
枝
収
集
の
電

話
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

発
達
障
が
い
と
は

　

生
ま
れ
つ
き
の
脳
の
特
性
で
す
。

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
、
注

意
欠
如
・
多
動
性
障
害
、
学
習
障

害
な
ど
が
含
ま
れ
、
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
症
状
が
現
れ
る
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害（
自

閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、

そ
の
他
の
広
汎
性
発
達
障
害
）

対
人
関
係
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
苦
手
、
興
味
や
行
動
の
偏

り
が
あ
る

○
注
意
欠
如
・
多
動
性
障
害
（
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
）

多
動
性
（
落
ち
着
き
の
な
さ
）
、

衝
動
性
、
不
注
意
が
あ
る

○
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）

読
む
、
書
く
、
計
算
す
る
な
ど

特
定
の
事
柄
の
み
が
難
し
い

　

特
性
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
年

齢
や
環
境
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま

す
。
自
身
の
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
、
そ
の
人
の
特
性
を
本
人
や
周

り
の
人
が
よ
く
理
解
し
て
、
そ
の

人
に
合
っ
た
方
法
や
環
境
を
工
夫

し
た
り
配
慮
し
た
り
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
を
想

定
し
て
方
法
や
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

発
達
障
が
い
に
関
す
る

相
談
窓
口

「
福
岡
県
発
達
障
が
い
者(

児)

支
援
セ
ン
タ
ー L

ife

」
（
福
岡

地
区
）

　

専
門
的
な
視
点
で
の
発
達

障
が
い
に
関
す
る
相
談
支
援

や
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

所
在
地
：
春
日
市
原
町
三
丁

目
１
―
７

☎
（
５
５
８
）
１
７
４
１

（
５
５
８
）
１
７
４
２

in
fo@

life-fu
ku

oka.com

水道メーター

量水器取替委託業者証明書
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行政

4月から5月にかけての10連休に伴う

　　　　　　　　　　　　　　主な公共施設等休みのお知らせ

■は休みの日

                           　　　　期日（曜日） 

  施設等の名称

４
月
27
日
㈯

28
日
㈰

29
日

（月・祝）

30
日

（火・祝）

５
月
１
日

（水・祝）

２
日

（木・祝）

３
日

（金・祝）

４
日

（土・祝）

５
日

（日・祝）

６
日

（月・振）

７
日
㈫

８
日
㈬

９
日
㈭

プラム・カルコア太宰府（中央公民館）

市民図書館

総合福祉センター

老人福祉センター

大宰府展示館

文化ふれあい館

水城館

男女共同参画推進センタールミナス

とびうめアリーナ（総合体育館）

体育センター

南体育館

北谷運動公園

松川運動公園

歴史スポーツ公園（有料施設）

少年スポーツ公園（有料施設）

梅林アスレチックスポーツ公園

大佐野スポーツ公園

史跡水辺公園（市民プール）

小学校体育館・運動場
中学校体育館・武道場

中学校運動場
学業院中学校テニスコート

太宰府南コミュニティセンター

ＮＰＯ・ボランティア支援センター

いきいき情報センター

太宰府館
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景観計画の内容を一部変更しました

 問い合わせ　都市計画課　景観・歴史のまち推進係（☎内線424）

《
縦
覧
》

　

市
内
に
土
地
や
家
屋
を
所
有
す

る
納
税
者
は
、
自
分
が
所
有
す
る

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
比
較
す

る
た
め
、
縦
覧
期
間
中
に
限
り
、

自
分
以
外
が
所
有
す
る
土
地
や
家

屋
の
評
価
額
を
物
件
に
応
じ
て
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
償
却

資
産
に
つ
い
て
は
縦
覧
の
対
象
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時　

４
月
１
日
㈪
～
５
月
７
日

㈫
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除

く
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

対
象
者　

市
内
に
土
地
や
家
屋
を

所
有
す
る
納
税
者
本
人
ま
た
は

委
任
を
受
け
た
代
理
人

手
数
料　

無
料

持
っ
て
く
る
も
の　

来
庁
者
の
身

分
証
明
書
。
代
理
人
の
場
合

は
、
納
税
者
か
ら
の
委
任
状
。

※
そ
の
ほ
か
戸
籍
謄
本
な
ど
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
閲
覧
》

　

市
内
に
土
地
や
家
屋
、
償
却
資

産
を
所
有
す
る
納
税
義
務
者
や
借

地
人
・
借
家
人
は
固
定
資
産
の
課

税
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
該
当

す
る
資
産
の
内
容
を
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
時　

通
年
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

対
象
者　

市
内
に
土
地
や
家
屋
、

償
却
資
産
を
所
有
す
る
納
税
義

務
者
本
人
ま
た
は
委
任
を
受
け

た
代
理
人
、
借
地
人
・
借
家
人

手
数
料　

縦
覧
期
間
中
は
無
料

持
っ
て
く
る
も
の　

来
庁
者
の
身

分
証
明
書
。
代
理
人
の
場
合

は
、
納
税
義
務
者
か
ら
の
委
任

状
。
借
地
人
・
借
家
人
の
場
合

は
、
賃
貸
契
約
書
。

※
そ
の
ほ
か
戸
籍
謄
本
な
ど
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

が
で
き
ま
す
が
、
歴
史
的
な
意
匠

を
持
ち
、
良
好
な
景
観
形
成
や
歴

史
的
風
致
の
維
持
に
寄
与
し
て
い

る
広
告
物
に
も
関
わ
ら
ず
、
総
量

な
ど
の
許
可
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
た
め
に
、
既
存
不
適
格
や
掲

出
で
き
な
い
と
い
う
も
の
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
そ
れ
ら
を
歴
史
的
意

匠
屋
外
広
告
物
と
し
て
指
定
し
、

基
準
等
の
緩
和
に
よ
り
掲
出
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
通
り
景

観
と
周
辺
ま
ち
な
み
の
歴
史
的
風

致
を
維
持
向
上
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
景
観
重
要
建
造
物

の
指
定
基
準
や
広
告
物
景
観
育
成

の
た
め
の
方
針
な
ど
を
追
加
し
て

い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

手続き

固定資産税・都市計画税納税通知書の発送、縦覧・閲覧

 問い合わせ　税務課　固定資産税係（☎内線332）

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
税
通
知
書
を
４
月
上
旬
に
発
送
し

ま
す
。
納
税
通
知
書
は
再
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
紛
失
さ
れ
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書
を
紛
失
し
、
課
税
明
細
の
内
容
を
確
認
し
た
い

場
合
は
、
名
寄
帳
を
取
得
す
る
こ
と
で
課
税
明
細
の
内
容
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
縦
覧
・
閲
覧
が
市
役
所
２
階
税
務
課
固

定
資
産
税
係
窓
口
に
て
で
き
ま
す
。

　

本
市
で
は
〝
百
年
後
も
「
古
都

太
宰
府
の
風
景
」
が
映
え
る
ま
ち
〟

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
太
宰
府
市
景
観

計
画
を
策
定
し
、
建
築
の
際
の
届

出
制
度
や
「
だ
ざ
い
ふ
景
観
賞
」

な
ど
の
開
催
を
と
お
し
て
、
太
宰

府
ら
し
い
景
観
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
景
観
育
成
地
区
の
方

針
や
基
準
を
わ
か
り
や
す
く
し
た

内
容
に
変
更
し
ま
し
た
。

●
太
宰
府
天
満
宮
周
辺
地
域

　

太
宰
府
天
満
宮
周
辺
地
域
は

「
景
観
育
成
地
区
」
（
重
点
地
区
）

に
設
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
区

の
中
で
も
、
特
に
社
会
変
化
が
著

し
い
参
道
周
辺
に
つ
い
て
、
方
針

や
基
準
、
建
築
物
を
修
理
修
景
す

る
際
の
技
術
的
基
準
を
追
加
し
、

わ
か
り
や
す
い
内
容
と
し
ま
し
た
。

●
歴
史
的
意
匠
屋
外
広
告
物

　

本
市
は
、
歴
史
と
み
ど
り
豊
か

な
ま
ち
な
み
に
調
和
し
た
広
告
物

景
観
を
育
て
る
た
め
、
独
自
の
屋

外
広
告
物
制
度
を
運
用
し
て
い
ま

す
。

　

特
に
、
歴
史
的
通
り
沿
い
な
ど

の
広
告
物
景
観
育
成
地
区
や
景
観

重
要
建
造
物
な
ど
の
禁
止
物
件
に

は
、
色
彩
や
総
量
に
つ
い
て
の
規

制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
は
、
奇
抜
な
新

規
広
告
物
の
掲
出
を
抑
え
る
こ
と
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本
年
４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険

料
の
産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

対
象
の
人
は
、
申
請
書
を
提
出

す
る
こ
と
で
、
出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
前
後
の
一
定
期
間
、
国

民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

　

申
請
書
は
出
産
予
定
日
の
６
カ

月
前
か
ら
、
住
民
登
録
を
し
て
い

る
市
役
所
の
年
金
担
当
窓
口
に
提

出
で
き
ま
す
。

　

前
納
し
て
い
る
場
合
で
も
、
一

般
の
免
除
申
請
な
ど
を
し
て
い
る

場
合
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

　

産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら

れ
た
期
間
は
、
将
来
、
年
金
の
受

給
額
を
計
算
す
る
際
に
、
保
険
料

を
納
め
た
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
産
前
産
後
期
間
は
付
加

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

対
象
者　

国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
で
本
年
２
月
１
日
以
降
に

出
産
し
た
人
、
出
産
予
定
の

人
。
（
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日

〈
４
カ
月
〉
以
上
の
出
産
を
い

い
ま
す
。
死
産
、
流
産
、
早
産

の
場
合
も
含
み
ま
す
。
）

申
請
窓
口　

市
役
所
１
階
５
番
年

金
窓
口

※
届
出
に
必
要
な
も
の
な
ど
、
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国民年金保険料の産前産後期間の
免除制度

問い合わせ
 国保年金課　国保年金係（☎内線306）

手続き

　

毎
日
を
健
康
に
過
ご
す
に
は
、

適
度
な
運
動
で
丈
夫
な
身
体
を
つ

く
り
、
い
き
い
き
と
楽
し
む
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な
人
は
も
ち

ろ
ん
、
一
人
で
は
な
か
な
か
運
動

す
る
機
会
が
な
い
と
い
う
人
も
、

み
ん
な
で
楽
し
く
運
動
し
ま
せ
ん

か
。

時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象　

60
歳
以
上
の
人

参
加
費　

火
曜
日
コ
ー
ス
（
全
４

回
）
・
金
曜
日
コ
ー
ス
（
全
４

回
）
：
各
１
千
円

　

両
日
コ
ー
ス
（
全
８
回
）：
１
千
５

　

０
０
円

定
員　

各
コ
ー
ス
25
人
（
先
着
順
）

※
両
日
コ
ー
ス
除
く

申
込
方
法　

電
話
に
て

※
元
気
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
の
対
象

事
業
で
す
。（
1
回
50
ポ
イ
ン

ト
）

スポーツ

みんなで楽しく！前期シニアスポーツ教室開催

 申し込み・問い合わせ　スポーツ課　スポーツ係　☎（918）5381

Ｑ
大
学
生
も
国
民
年
金
に
加
入
す

る
の
で
す
か
。

Ａ
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
人
は
全
て
、
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
学
生
で
あ
っ
て
も
20

歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
国
民
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
役
所
の
国
民
年
金
窓
口
ま
た

は
郵
送
で
「
資
格
取
得
」
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

学
生
で
あ
っ
て
本
人
の
所
得
が
一

定
の
所
得
以
下
の
人
に
つ
い
て

は
、
申
請
に
基
づ
き
、
在
学
中
の

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
学
生
納
付
特
例
制
度
に

よ
り
支
払
い
が
猶
予
さ
れ
た
期
間

は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
老

齢
基
礎
年
金
額
の
計
算
に
は
算
入

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

納
付
が
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保

険
料
は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国民年金Ｑ＆Ａ

問い合わせ　
国保年金課　国保年金係（☎内線306） 手続き

【火曜日コース】

期　日 内　容（予定） 会　場

5/7㈫ ニュースポーツ体験 とびうめアリーナ

5/14㈫
ふれあい
ウォーキング

とびうめ
アリーナ入口前

5/21㈫ 軽体操教室 とびうめアリーナ

5/28㈫ グラウンドゴルフ
梅林アスレチック
スポーツ公園

※内容は変更になる場合があります。

【金曜日コース】

期　日 内　容（予定） 会　場

6/7㈮ ニュースポーツ体験 とびうめアリーナ

6/14㈮ ニュースポーツ体験 とびうめアリーナ

6/21㈮ グラウンドゴルフ
梅林アスレチック
スポーツ公園

6/28㈮ ニュースポーツ体験 とびうめアリーナ
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日
程
（
予
定
）　

５
月
～
翌
年
３
月
の

第
２
土
曜
日
（
た
だ
し
、
12
月
の
講

座
は
11
月
30
日
、
２
月
の
講
座
は

２
月
15
日
）

講
座
時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

（
開
塾
式
：
５
月
11
日
㈯
午
前
10
時

30
分
～
）

場
所　

太
宰
府
館
３
階 

ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー

ル
（
地
図
参
照
）

講
座
内
容
（
予
定
）

　

本
年
度
は
「
太
宰
府
市
民
遺
産
を
め

ぐ
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
、
現
在
登
録

さ
れ
て
い
る
市
民
遺
産
に
ま
つ
わ
る

講
座
を
多
彩
な
講
師
陣
に
て
、
11
回

に
分
け
て
行
い
ま
す
。

対
象
者  

満
18
歳
以
上
の
人
（
市
内
・

市
外
は
問
い
ま
せ
ん
）

定
員　

１
５
０
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

※
受
付
期
間
終
了
後
に
塾
生
決
定
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

参
加
費　

年
間
３
千
円
（
第
一
回
講
座

に
て
徴
収
し
ま
す
）

塾
長　

森も
り

弘ひ
ろ

子こ

さ
ん
（
福
岡
県
文
化
財

保
護
審
議
会
専
門
委
員
ほ
か
）

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮

（
必
着
）

応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

「
第
13
期
太
宰
府
発
見
塾
受
講
希

望
」
と
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
、
Ｅ

メ
ー
ル
ま
た
は
市
役
所
文
化
財
課
窓

口
に
て

※
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

申
込
先　

〒
818-

0198
太
宰
府
市
観
世
音

寺
一
丁
目
1
番
1
号

太
宰
府
市
教
育
委
員
会　

文
化
財

課
「
太
宰
府
発
見
塾
事
務
局
」
あ
て

　

bu
n

kazai@
city.dazaifu

.lg.jp

文化

第13期太宰府発見塾塾生募集
 問い合わせ　文化財課 保護活用係（☎内線473）

　

本
市
に
は
、
特
別
史
跡
大
宰
府
跡
・
水
城
跡
、
太
宰
府
天
満
宮
を
は
じ
め
有

形
、
無
形
の
文
化
遺
産
が
数
多
く
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
文
化
遺
産
を
知
り
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
、
も
っ
と
太
宰
府
に

つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
17
年
度
か
ら
「
太
宰
府
発
見
塾
」
を
開
催
し
、

歴
史
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
『
第
13
期
太
宰
府
発
見
塾
』
塾
生
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま

す
。
多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。
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講
座
内
容

　

全
受
講
生
共
通
の
教
養
講
座
と
、

申
込
時
に
各
自
で
選
択
し
た
専
門
コ
ー

ス
の
合
計
22
コ
マ
を
受
講
し
ま
す
。

《
教
養
講
座
》

里さ
と

舘だ
て

友と
も

子こ

さ
ん

（
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グSan

）

　

「
物
の
捨
て
方
・
生
か
し
方
」

岩い
わ

田た

知と
も

彦ひ
こ

さ
ん

（
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
海
の
中
道
）

　

「
水
産
物
と
食
」

一い
ち
の
せ瀬

智と
も

さ
ん

（
九
州
国
立
博
物
館
）

　

「
九
州
国
立
博
物
館
の
特
別
展
」

中な
か

橋は
し

優ゆ
う

さ
ん

（
ふ
る
さ
と
安
心
サ
ポ
ー
ト
九
州
）

　

「
人
生
１
０
０
年
時
代
を

　
　
　
　
　

生
き
る
た
め
の
終
活
術
」

橋は
し

本も
と

嘉か

代よ

さ
ん

（
筑
紫
女
学
園
大
学
）

　

「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
に
み
る

　
　
　
　

現
代
人
の
理
想
の
生
き
方
」

ほ
か

煎
茶
コ
ー
ス　

定
員
15
人

三み

ヶか

島し
ま

隆た
か

子こ

さ
ん

（
日
本
礼
道
小
笠
原
流
煎
茶
師
範
）

　

煎
茶
の
基
本
的
な
お
点
前
を
体
験

し
て
和
の
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
い
し
い
お
茶
と
お
菓
子
で
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
椅
子
席
も
あ
り
ま
す

の
で
お
気

軽
に
。

写
真
コ
ー
ス　

定
員
15
人

志し

岐き

裕ゆ
う

介す
け

さ
ん
（
６P

h
oto

代
表
）

　

意
外
と
「
何
を
」「
ど
う
」
撮
っ
た
ら

良
い
か
分
か
ら
な
い
カ
メ
ラ
。
で
も
、

写
真
が
楽
し
め
れ
ば
、
旅
行
が
も
っ
と

楽
し
く
、
家
族
と
の
時
間
が
も
っ
と
楽

し
み
に
！ 

注
意
：
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
（
ス
マ
ホ
不
可
）

　
　
　

を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
毎

日
を
楽
し
く
過
ご
し
た
い
人
の
た
め

の
初
心
者
向
け
講
座
で
す
。

※
元
気
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
事

業
で
す
。

期
間　

５
月
23
日
㈭
～
翌
年
１
月
23

日
㈭
の
第
２
・
４
木
曜
（
全
15
回
）

参
加
費　

５
千
円
（
コ
ー
ス
に
よ
り
別

途
要
教
材
費
）

申
込
締
切　

４
月
25
日
㈭
必
着

申
込
方
法

①
往
復
ハ
ガ
キ

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
住
所
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
専
門
コ
ー
ス
第
１
・
第

２
希
望
を
記
入
の
上
、
〒
818-

0101
太

宰
府
市
観
世
音
寺
一
丁
目
３
番
１

号　

太
宰
府
市
中
央
公
民
館
宛
て

②
窓
口

官
製
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
て
プ
ラ
ム
・

カ
ル
コ
ア
太
宰
府
窓
口
へ

③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

   h
ttp

://w
w

w
.city.da

zaifu.lg.jp/cgi-bin/in

quiry.ph
p/4

1

《
専
門
講
座
》

落
語
コ
ー
ス　

定
員
20
人

粗そ

忽こ
つ

家や

勘か
ん

心し
ん

さ
ん
（
内
浜
落
語
会
会
長
）

　

落
語
は
「
人
前
で
大
き
な
声
を
出

す
」「
セ
リ
フ
を
覚
え
る
」「
喜
怒
哀
楽

を
表
情
で
表
現
す
る
」
な
ど
、
脳
を
活

性
化
す
る
健
康
的
な
古
典
芸
能
で
す
。

落
語
で
笑
っ
て
健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ

う
！　

演
じ

た
い
人
も
聴

い
て
楽
し
み

た
い
人
も
Ｏ

Ｋ
。
プ
ロ
の

落
語
会
見
物

も
計
画
中
。

太
極
拳
コ
ー
ス　

定
員
20
人

安や
す

河か
わ

隆た
か

子こ

さ
ん
（
太
極
拳
Ａ
級
指
導
員
）

　

太
極
拳
は
実
は
武
術
で
す
。
自
然

と
呼
吸
法
も
身
に
付
き
、
足
腰
も
鍛

え
ら
れ
ま
す
。
考
え
な
が
ら
体
を
動

か
す
の
で
、
認
知
症
予
防
に
も
効
果

的
で
す
よ
。
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
も
入

れ
て
、
の
～
ん
び
り
楽
し
く
練
拳
し
ま

し
ょ
う
。

文化

まほろば市民大学　受講生募集
 問い合わせ　文化学習課　文化学習係　☎（921）2101

落語で健康、笑顔で元気に！

ゆっくり動作で
若返りましょう

カメラはあなたの
世界を変える 玉露と出会う至福の時間

教
養
講
座
（
全
７
回
）

午
前
10
時
30
分
～
正
午

午
後
１
時
～
３
時
（
全
15
回
）

落  

語

落  

語

太
極
拳

煎  

茶

写  

真
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４
月
23
日
の
「
子
ど
も
読
書
の

日
」
を
記
念
し
て
、
普
段
は
そ
れ

ぞ
れ
別
の
日
程
で
開
催
し
て
い
る

お
は
な
し
会
が
大
集
合
し
ま
す
。

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
歌
遊
び

な
ど
で
、
家
族
ふ
れ
あ
い
の
ひ
と

と
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
20
日
㈯　

午
前
10
時

30
分
～
午
後
４
時
40
分

場
所　

市
民
図
書
館
お
は
な
し

コ
ー
ナ
ー

対
象　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
生
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※
申
し
込
み
不
要
（
ぬ
い
ぐ
る
み

の
お
は
な
し
か
い
の
み
先
着
10

組
程
度
）
・
無
料

教育

「子ども読書の日」 記念 おはなしの広場

問い合わせ
 文化学習課　文化学習係（市民図書館）
　　 　　　　　　　　　　☎（921）4646

　

「
朗
読
紫し

苑お
ん

の
会
」
春
の
朗
読

会
を
開
催
し
ま
す
。
瀬せ

戸と

内う
ち

寂
じ
ゃ
く

聴
ち
ょ
う

著
「
わ
か
れ
」
よ
り
「
圏
外
」
、

芥
あ
く
た

川が
わ

竜
り
ゅ
う

之の

介す
け

著
「
杜
子
春
」
、
パ

ト
リ
シ
ア
・
マ
サ
キ
ッ
ク
文
「
わ

た
し
の
と
く
べ
つ
な
場
所
」
ほ
か
、

季
節
に
ち
な
む
短
編
小
説
や
エ
ッ

セ
イ
な
ど
を
取
り
上
げ
る
予
定
で

す
。

　

文
芸
作
品
を
耳
で
味
わ
う
こ
と

で
、
読
書
の
幅
を
広
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時　

４
月
21
日
㈰　

午
後
２
時

30
分
～
（
１
時
間
程
度
）

場
所　

市
民
図
書
館
一
般
コ
ー

ナ
ー

実
演　

朗
読
紫
苑
の
会
（
演
目
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
申
し
込
み
不
要
・
無
料

　

公
文
書
館
パ
ネ
ル
展
「
太
宰
府

の
史
跡
と
風
景
―
栗く
り

﨑さ
き

正ま
さ

勝か
つ

写
真

展
―
」
の
職
員
に
よ
る
パ
ネ
ル
解

説
と
関
連
資
料
の
紹
介
を
行
い
ま

す
。

日
時　

４
月
22
日
㈪　

午
後
１
時

30
分
～
（
１
時
間
程
度
）

場
所　

上
下
水
道
事
業
セ
ン
タ
ー

１
階
ビ
ジ
タ
ー
フ
ロ
ア
・
公
文

書
館

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
締
切　

 

４
月
15
日
㈪

申
込
方
法　

 

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
年
齢
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
（

kob
u

n

sh
o

kan
@

city.d
azaifu

.lg
.jp

）

も
し
く
は
電
話
に
て

文化

公文書館パネル展見学会

申し込み・問い合わせ　

 　公文書館　☎・ （921）2322

「春の朗読会」を開催

問い合わせ　
　　文化学習課　文化学習係（市民図書館）
　　　　　　　　　　　　☎（921）4646

教育

　

こ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
読
み

聞
か
せ
活
動
を
始
め
た
い
人
や
、

基
本
を
学
び
た
い
人
の
た
め
の
講

座
で
す
。

　

希
望
者
に
は
講
座
終
了
後
、
活

動
場
所
の
紹
介
を
し
ま
す
。

日
時　

５
月
16
日
・
30
日
・
６
月

６
日
の
木
曜
日 

午
前
10
時
～

正
午

場
所　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰

府
２
階
研
修
室

対
象
者　

読
み
聞
か
せ
未
経
験
者

お
よ
び
経
験
３
年
以
内
の
人

定
員　

16
人

申
込
方
法　

市
民
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
も
し
く
は
電
話
に
て

申
込
締
切　

５
月
12
日
㈰

読書ボランティア初級講座

問い合わせ
　文化学習課　文化学習係（市民図書館）

☎（921）4646
教育

おはなしの広場　日程

どの回にも自由に参加できます。（注：ぬいぐるみのおはなし会には、

自宅のぬいぐるみと一緒に参加してください。）

時　間 内　容【担当】 対象年齢

午
　
前

10:30～10:50 赤ちゃんゆびのおはなし会
【図書館司書】（同一内容で、2回
行う予定です）

2歳くらいまで
11:00～11:20

11:40～12:30
いないいないばあのおはなし会
【絵本クラブいないいないばあ】

4歳くらいまで

午
　
後

2:00～2:45
春のおはなし会
【太宰府おはなし会】

小学生まで

3:00～3:30 ひよこのおはなし会【青葉台文庫】6歳くらいまで

3:40～4:00 ぬいぐるみのおはなし会
【図書館司書】

小学生まで
（先着10組程度）4:00～4:40

前回の見学会風景
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ママ・パパ・子ども・地域みんなの

子育て支援カレンダー

太宰府市子育て支援センター

● ぽかぽかサロン（0〜6歳〈就学前〉）

　【場所】子育て支援センター内ぽかぽかサロン室
　【日時】月～金曜日　午前９時30分～午後４時30分（土・日・祝日・年末年始は休み）

※12月27日は、午前９時30分～正午まで（ランチルームは閉室）。
※午前11時～正午、午後１時～２時の間は保育士が常駐しています。相談なども受けています。気軽にお声掛けください。
※飲食は、午前11時30分～午後３時30分の時間内にランチルームでお願いします。ぽかぽかサロン室内での飲食はできません。
※毎週金曜日の午前11時～11時30分は絵本の読み聞かせを行っています。

子どもたちを遊ばせながら、保護者の皆さんはホッと一息する場です。

時間内ならいつ来ても、いつ帰っても構いません。おもちゃは自由に使えます。
子育てサロン

のびのび広場（0歳）　　【場所】 子育て支援センター内ぽかぽかサロン室  

時 間 曜 日 4月 5月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

午前10時
 ～11時30分

第1㈪ *1日 *3日 *1日 *5日 *2日 *7日 *2日 *3日 *2日

第3㈭ 18日 *16日 20日 18日 19日 17日 *21日 19日 *16日 20日 19日

わくわく広場（2〜6歳〈就学前〉）　　【場所】 子育て支援センター内ぽかぽかサロン室  

時 間 曜 日 4月 5月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

午前10時
 ～11時30分

第２㈫ 9日 14日 11日 9日 10日 8日 12日 10日 14日 10日

第４㈫ 23日 28日 25日 23日 27日 24日 26日 24日 28日 25日 24日

のびのび広場（1歳）　　【場所】 子育て支援センター内ぽかぽかサロン室 

時 間 曜 日 4月 5月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

午前10時
 ～11時30分

第1㈭ *4日 *6日 *4日 *1日 *5日 *3日 *7日 *5日 *6日 *5日

第3㈪ 15日 *20日 17日 19日 21日 18日 16日 *20日 17日 16日

らんらん広場（0〜6歳〈就学前〉）　　【場所】子育て支援センター内多目的室　　【対象】多胎児とその保護者 

時 間 曜 日 4月 5月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

午前10時
 ～11時30分

第１㈫ 2日 7日 4日 2日 6日 3日 1日 5日 3日 7日 4日 3日

体操、歌、手遊び、絵本の読み聞かせなどをして、親子で楽しく遊び、交流する場です。

相談なども受けます。予約不要・参加無料です。気軽に遊びに来てください。

のびのび広場では月に１回（＊がついている日に）計測ができます。
子育て広場

元気づくり課（子育て支援センター）問い合わせ

保存版
平成31年度
（4月1日～

2020年3月31日）

こんなことを行っています

子育て相談（電話相談・面接相談）

「こんなときどうしたらいいの？」「子どもとの関わり方」など、子育てに関

する悩みや相談を受けます。一緒にどうしたらいいのか考えていきましょう。

養育支援家庭訪問

「電話ではゆっくり話せない」「センターまで行けない」といった場合には、

ご家庭に伺います。

子育てサークルや団体の支援・連携

子育てに関する情報発信

・「子育て支援センターだより」「だざいふ子育てカレンダー」の発行

・市報『広報だざいふ』に「にこにこ通信」を掲載

・市ホームページに情報掲載 など　

開所時間

　午前8時30分～午後5時

　（土・日・祝日・年末年始は休み）

住　　所

　〒818-0125 五条三丁目7番1号

　☎(919)6001　 (919)6016

  http://www.city.dazaifu.lg.jp/

ホーム（総合トップ）

　→くらし行政サイト

　→目的・場面別で探す

　→子育て
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親子で一緒に楽しく触れ合って遊んだり、交流したりする場を開催します。

お父さんの参加もお待ちしています。
親子であそぼう会

【対象】在宅の 0～6歳〈就学前〉と保護者　【時間】午前10時～11時30分
【参加費】無料　【予約】要。各開催日の1カ月前から受付。　※定員50組

日にち 6月 8日 ㈯ 9月 8日 ㈰ 12月 8日 ㈰ 2月14日 ㈮

場　所 とびうめアリーナ とびうめアリーナ プラム・カルコア太宰府 とびうめアリーナ

戸外で体を動かして、親子で楽しく遊ぶ場を開催します。お父さんの参加もお待ちして

います。雨天の場合は中止します。
戸外であそぼう会

【対象】在宅の 0 ～ 6 歳〈就学前〉と保護者　　【時間】午前 10 時～ 11 時 30 分　【参加費】無料　【予約】不要

日にち 5月29日 ㈬ 10月11日 ㈮ 10月31日 ㈭

場　所 大宰府政庁跡 通古賀近隣公園 通古賀近隣公園

在宅で子育てをしている保護者が子育てを学び、楽しめるよう、子育てのアドバイスや遊びを提

供します。悩みや相談なども受けます。（※申し込みは講座日の1カ月前から受付）
子育て講座

【対象】在宅の 0～6歳〈就学前〉の保護者　【時間】午前10時～11時30分　【場所】子育て支援センター
【参加費】無料　【予約】要（各回ごとに必要）　※託児有（要申込）　※定員15人

日にち 内　　　　　容 日にち 内　　　　　容

7月29日  ㈪ 基本的生活習慣について 11月29日 ㈮ 絵本について

9月30日  ㈪ 子どもとメディアについて 12月13日 ㈮ 子どもとの関わり方について

10月29日  ㈫ わらべうた講座（親子一緒です） 　１月29日 ㈬ 食育について

● にこにこ講座

【対象】在宅の4～8カ月児と保護者　【時間】午前10時～正午　【場所】子育て支援センター
【参加費】無料　【予約】要（１人１回のみ）　※定員12組

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

5月10日 ㈮ 7月12日 ㈮ 9月13日 ㈮ 11月 8日 ㈮ 1月10日 ㈮ 3月13日 ㈮

● ベビースキンシップ講座

【対象】在宅の0～6歳〈就学前〉の保護者　
【時間】午前10時～11時30分　【場所】いきいき情報センター
【参加費】 300円（材料費）　【予約】要（1人1回のみ）　
※託児有（要申込）　※定員15人

第１回 第２回
5月31日 ㈮ 1月31日 ㈮

● おやつ作り講座

【対象】在宅の0～6歳〈就学前〉の子どもと父親のみ

【時間】午前10時～11時30分　【場所】子育て支援センター
【参加費】無料　【予約】要（各回ごとに必要）　※定員20組

第１回 第２回 第３回 第４回

5月12日 ㈰ 7月 6日 ㈯ 11月17日 ㈰ 3月8日 ㈰

● パパとあそぼう！

【対象】２人目以降のお子さんを出産予定の妊婦さん　【時間】午前10時～11時30分
【場所】子育て支援センター　【参加費】無料　【予約】要（１人１回のみ）　※定員5組（人）

第１回 第２回 第３回 第４回

5月24日 ㈮ 7月26日 ㈮ 9月27日 ㈮ 3月27日 ㈮

● ママ・ぷれママひろば

子どもを遊ばせながら、皆さんでおしゃべりを楽しみ、交流する場です。

子育て支援センターの保育士が出向いて、体操や手遊び、絵本の読み聞かせなど、遊びの提供

を行っています。子どもと保護者、地域の皆さんの参加をお待ちしています。
出前保育

【対象】 0 ～ 6 歳〈就学前〉　　【参加費】100 円　　【予約】不要　　※地域の皆さんとの交流ができるサロンです。

名称・場所 時 間 曜 日 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

うさぎひろば

国分ケ丘集会場
午前10時
　～正午

第2・
第4㈬

10・24日 8・22日 12・26日 10・24日 28日 11・25日 9・23日 13・27日 11・25日 8・22日 12・26日 11・25日

ひよこ・よちよちクラブ

五条公民館
午前10時
　～正午 第2㈭ 11日 9日 13日 11日 12日 10日 14日 12日 9日 13日 12日

ひまわりクラブ

長浦台共同利用施設
午前10時30分
　～正午 第3㈫ 16日 21日 18日 16日 20日 17日 15日 19日 17日 21日 18日 17日

● 地域子育てサロン

【対象】 0～6歳〈就学前〉　【時間】午前10時～11時30分　【参加費】無料　【予約】不要

場　　所 曜 日 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

太宰府南コミュニティセンター 第1㈮ 5日 7日 5日 2日 6日 4日 1日 6日 7日 6日

三条公民館 第2㈬ 8日 12日 11日 9日 13日 11日 8日 12日 11日

大佐野公民館 第2㈭ 11日 9日 13日 11日 8日 12日 10日 14日 12日 9日 13日 12日

通古賀共同利用施設 第3㈬ 17日 15日 19日 17日 21日 18日 16日 20日 18日 15日 19日 18日

五条西公民館 第4㈪ 22日 27日 24日 22日 26日 28日 25日 23日 27日 23日

向佐野共同利用施設 第4㈮ 26日 24日 28日 23日 27日 25日 22日 24日 28日 27日
にこにこ
子育てサロン 第2㈪ 8日 13日 10日 8日 9日 11日 9日 10日 9日水城共同利用施設
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65～
  69歳

とびうめ
アリーナ

いきいき
情報センター

初級 中級 初級 中級

日時
（受付開始）

第１木曜
午後1時30分
（午後1時）

第３木曜
午後3時

（午後2時20分）

第３金曜
午後3時

（午後2時20分）

第１金曜
午後1時30分
（午後1時）

受付場所 会議室 210号室

4月 4日 18日 19日 5日

5月 16日 17日

6月 6日 20日 21日 7日

7月 4日 18日 19日 5日

8月 1日 16日 2日

9月 5日 19日 20日 6日

70～
  74歳

とびうめ
アリーナ

いきいき
情報センター

初級 中級 初級 中級

日時
（受付開始）

第３木曜
午後1時30分
（午後1時）

第１木曜
午後3時

（午後2時20分）

第１金曜
午後3時

（午後2時20分）

第３金曜
午後1時30分
（午後1時）

受付場所 会議室 210号室

4月 18日 4日 5日 19日

5月 16日 17日

6月 20日 6日 7日 21日

7月 18日 4日 5日 19日

8月 1日 2日 16日

9月 19日 5日 6日 20日

75～
  79歳

とびうめ
アリーナ

いきいき
情報センター

初級 中級 初級 中級

日時
（受付開始）

第２木曜
午後1時30分
（午後1時）

第４木曜
午後3時

（午後2時20分）

第４金曜
午後3時

（午後2時20分）

第２金曜
午後1時30分
（午後1時）

受付場所 会議室 210号室

4月 11日 25日 26日 12日

5月 9日 24日 10日

6月 13日 27日 28日 14日

7月 11日 25日 26日 12日

8月 8日 22日 23日 9日

9月 12日 26日 27日 13日

80歳

以上

とびうめ
アリーナ

いきいき
情報センター

初級 中級 初級 中級

日時
（受付開始）

第４木曜
午後1時30分
（午後1時）

第２木曜
午後3時

（午後2時20分）

第２金曜
午後3時

（午後2時20分）

第４金曜
午後1時30分
（午後1時）

受付場所 会議室 210号室

4月 25日 11日 12日 26日

5月 9日 10日 24日

6月 27日 13日 14日 28日

7月 25日 11日 12日 26日

8月 22日 8日 9日 23日

9月 26日 12日 13日 27日

保存版
取り外して

保管できます 介護予防のための
健康づくりカレンダー

高齢者支援課　包括支援係（地域包括支援センター）

　五条三丁目1番1号いきいき情報センター1階

　☎（９２９）３２１０　　 （９２９）３２０６

　開館日時：月～金曜日（祝日を除く）　午前8時30分～午後5時

問い合わせ

申し込み

平成31年度（4月1日～9月30日）前 期 65歳以上
が対象

元気づくり

ポイント

対象事業

すこやか運動教室 〈予約不要〉
※対象外の教室には参加できません。

　対象年齢や実施時間などを確認のうえ、お越しください。

初級（ケアビクス）

　椅子に座ったまま音楽や歌に合わせて体操します。

体力に自信がない人にもおすすめです。

中級（パラディソ体操）

　立ったまま音楽に合わせ、有酸素運動や転倒予防

のための筋力のトレーニングを行います。

　　　　　　　　　１教室60分

運動用タオル（中級のみ）・運動靴・飲み物・健康手帳・元気づくりポイントカード

持ってくるもの

内　容

所 要 時 間
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　運動が苦手でも気軽に参加できます♪　音楽に合わせて上半身を動かしたり、歌ったり

することで、口腔・心肺機能の向上や心の元気づくりにつなげます。

１教室90分

内　容

所 要 時 間

いきいき情報センター

時間 午前10時～11時30分 (受付 午前9時45分～）

火曜日 6月 8月 10月

1日目 11日 6日 8日

２日目 18日 20日 15日

3日目 25日 27日 29日

申込期間 5月7日～23日 7月1日～18日 9月2日～19日

とびうめアリーナ

時間 午前10時～11時30分 (受付 午前9時45分～）

火曜日 5月 7月 9月

1日目 14日 9日 10日

２日目 21日 16日 17日

3日目 28日 23日 24日

申込期間 4月8日～22日 6月3日～20日 8月5日～22日

健幸リズム教室 〈要予約・定員30人〉 ※希望者多数の場合、新規および参加回数の少ない人を優先

1日目 2日目 申込期間

いきいき情報センター 6月3日 ㈪ 6月17日 ㈪ 5月7日～23日

とびうめアリーナ 8月7日 ㈬ 8月21日 ㈬ 7月1日～18日

時　間

１日目：①午後１時30分　②午後２時　③午後２時30分　④午後３時

２日目：午後１時30分～３時（受付：午後１時～１時30分）

※1日目は混雑回避のため、各時間10人ずつ実施

転ばんための体力測定 〈要予約・定員40人〉 ※希望者多数の場合、新規の人を優先

　体力測定や紙面でのチェックなどで、自分自身の身体

や、介護状態になる危険性を知り、対策を学ぶ教室です。

内　容 体力測定：開眼片脚立ち、長座位体前屈、
　　　　　30秒椅子立ち座り、握力、
　　　　　椅子立ち歩き
紙面チェック：基本チェックリストなど
身体計測：体重・身長、
　　　　　ふくらはぎ周囲径など

すこやか相談（健康・口腔・栄養） 〈要予約〉

時　間

午前9時～正午

（１人30分）

　保健師や管理栄養士、歯科衛生士による、健康

や栄養、口腔についての個別相談会です。

内　容

持ってくるもの（健康・栄養相談のみ）

血液検査の結果など・健康手帳・元気づくりポイ

ントカード

毎月
第2金曜

いきいき情報センター 1階 保健センター

4月 5月 6月 7月 8月 9月

12日 10日 14日 12日 9日 13日

男性のためのすこやか運動教室 〈予約不要〉

　男性のみを対象とした教室

です。筋力トレーニングや柔

軟性を高める運動について、

説明や実践を行います。

１教室50分

運動靴・飲み物・健康手帳・

元気づくりポイントカード

内　容

持ってくるもの

所 要 時 間

【会場】 いきいき情報センター204号室 （受付：208号室）

4月 5月 6月 7月 8月 9月

開始時間
（受付開始）

午後1時30分
（午後1時） 月

曜

8日 13日 10日 8日 5日 9日

午後2時30分
（午後2時）

22日 27日 24日 22日 19日 30日

65～74歳

【会場】 いきいき情報センター204号室 （受付：208号室）

4月 5月 6月 7月 8月 9月

開始時間
（受付開始）

午後2時30分
（午後2時） 月

曜

8日 13日 10日 8日 5日 9日

午後1時30分
（午後1時）

22日 27日 24日 22日 19日 30日

75歳以上
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65～
  69歳

とびうめ
アリーナ

いきいき
情報センター

初級 中級 初級 中級

日時
（受付開始）

第１木曜
午後1時30分
（午後1時）

第３木曜
午後3時

（午後2時20分）

第３金曜
午後3時

（午後2時20分）

第１金曜
午後1時30分
（午後1時）

受付場所 会議室 210号室

4月 4日 18日 19日 5日

5月 16日 17日

6月 6日 20日 21日 7日

7月 4日 18日 19日 5日

8月 1日 16日 2日

9月 5日 19日 20日 6日

70～
  74歳

とびうめ
アリーナ

いきいき
情報センター

初級 中級 初級 中級

日時
（受付開始）

第３木曜
午後1時30分
（午後1時）

第１木曜
午後3時

（午後2時20分）

第１金曜
午後3時

（午後2時20分）

第３金曜
午後1時30分
（午後1時）

受付場所 会議室 210号室

4月 18日 4日 5日 19日

5月 16日 17日

6月 20日 6日 7日 21日

7月 18日 4日 5日 19日

8月 1日 2日 16日

9月 19日 5日 6日 20日

75～
  79歳

とびうめ
アリーナ

いきいき
情報センター

初級 中級 初級 中級

日時
（受付開始）

第２木曜
午後1時30分
（午後1時）

第４木曜
午後3時

（午後2時20分）

第４金曜
午後3時

（午後2時20分）

第２金曜
午後1時30分
（午後1時）

受付場所 会議室 210号室

4月 11日 25日 26日 12日

5月 9日 24日 10日

6月 13日 27日 28日 14日

7月 11日 25日 26日 12日

8月 8日 22日 23日 9日

9月 12日 26日 27日 13日

80歳

以上

とびうめ
アリーナ

いきいき
情報センター

初級 中級 初級 中級

日時
（受付開始）

第４木曜
午後1時30分
（午後1時）

第２木曜
午後3時

（午後2時20分）

第２金曜
午後3時

（午後2時20分）

第４金曜
午後1時30分
（午後1時）

受付場所 会議室 210号室

4月 25日 11日 12日 26日

5月 9日 10日 24日

6月 27日 13日 14日 28日

7月 25日 11日 12日 26日

8月 22日 8日 9日 23日

9月 26日 12日 13日 27日

保存版
取り外して

保管できます 介護予防のための
健康づくりカレンダー

高齢者支援課　包括支援係（地域包括支援センター）

　五条三丁目1番1号いきいき情報センター1階

　☎（９２９）３２１０　　 （９２９）３２０６

　開館日時：月～金曜日（祝日を除く）　午前8時30分～午後5時

問い合わせ

申し込み

平成31年度（4月1日～9月30日）前 期 65歳以上
が対象

元気づくり

ポイント

対象事業

すこやか運動教室 〈予約不要〉
※対象外の教室には参加できません。

　対象年齢や実施時間などを確認のうえ、お越しください。

初級（ケアビクス）

　椅子に座ったまま音楽や歌に合わせて体操します。

体力に自信がない人にもおすすめです。

中級（パラディソ体操）

　立ったまま音楽に合わせ、有酸素運動や転倒予防

のための筋力のトレーニングを行います。

　　　　　　　　　１教室60分

運動用タオル（中級のみ）・運動靴・飲み物・健康手帳・元気づくりポイントカード

持ってくるもの

内　容

所 要 時 間
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　運動が苦手でも気軽に参加できます♪　音楽に合わせて上半身を動かしたり、歌ったり

することで、口腔・心肺機能の向上や心の元気づくりにつなげます。

１教室90分

内　容

所 要 時 間

いきいき情報センター

時間 午前10時～11時30分 (受付 午前9時45分～）

火曜日 6月 8月 10月

1日目 11日 6日 8日

２日目 18日 20日 15日

3日目 25日 27日 29日

申込期間 5月7日～23日 7月1日～18日 9月2日～19日

とびうめアリーナ

時間 午前10時～11時30分 (受付 午前9時45分～）

火曜日 5月 7月 9月

1日目 14日 9日 10日

２日目 21日 16日 17日

3日目 28日 23日 24日

申込期間 4月8日～22日 6月3日～20日 8月5日～22日

健幸リズム教室 〈要予約・定員30人〉 ※希望者多数の場合、新規および参加回数の少ない人を優先

1日目 2日目 申込期間

いきいき情報センター 6月3日 ㈪ 6月17日 ㈪ 5月7日～23日

とびうめアリーナ 8月7日 ㈬ 8月21日 ㈬ 7月1日～18日

時　間

１日目：①午後１時30分　②午後２時　③午後２時30分　④午後３時

２日目：午後１時30分～３時（受付：午後１時～１時30分）

※1日目は混雑回避のため、各時間10人ずつ実施

転ばんための体力測定 〈要予約・定員40人〉 ※希望者多数の場合、新規の人を優先

　体力測定や紙面でのチェックなどで、自分自身の身体

や、介護状態になる危険性を知り、対策を学ぶ教室です。

内　容 体力測定：開眼片脚立ち、長座位体前屈、
　　　　　30秒椅子立ち座り、握力、
　　　　　椅子立ち歩き
紙面チェック：基本チェックリストなど
身体計測：体重・身長、
　　　　　ふくらはぎ周囲径など

すこやか相談（健康・口腔・栄養） 〈要予約〉

時　間

午前9時～正午

（１人30分）

　保健師や管理栄養士、歯科衛生士による、健康

や栄養、口腔についての個別相談会です。

内　容

持ってくるもの（健康・栄養相談のみ）

血液検査の結果など・健康手帳・元気づくりポイ

ントカード

毎月
第2金曜

いきいき情報センター 1階 保健センター

4月 5月 6月 7月 8月 9月

12日 10日 14日 12日 9日 13日

男性のためのすこやか運動教室 〈予約不要〉

　男性のみを対象とした教室

です。筋力トレーニングや柔

軟性を高める運動について、

説明や実践を行います。

１教室50分

運動靴・飲み物・健康手帳・

元気づくりポイントカード

内　容

持ってくるもの

所 要 時 間

【会場】 いきいき情報センター204号室 （受付：208号室）

4月 5月 6月 7月 8月 9月

開始時間
（受付開始）

午後1時30分
（午後1時） 月

曜

8日 13日 10日 8日 5日 9日

午後2時30分
（午後2時）

22日 27日 24日 22日 19日 30日

65～74歳

【会場】 いきいき情報センター204号室 （受付：208号室）

4月 5月 6月 7月 8月 9月

開始時間
（受付開始）

午後2時30分
（午後2時） 月

曜

8日 13日 10日 8日 5日 9日

午後1時30分
（午後1時）

22日 27日 24日 22日 19日 30日

75歳以上
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お部屋は木のぬくもりにあふれ、手作り遊具や木製遊具を中心に、親子が“ほっ”とできる空間です。「おはなし会」では、わ

らべ歌で親子の触れ合いを大切にしています。本市の子育て中の皆さんならどなたでも参加できます。お気軽にご参加ください。

【活動内容・対象】

赤ちゃんひろば ０歳～１歳半 毎週水曜日　午前10時～午後３時 ベビーマッサージ／わらべうた／身体測定／ミニ誕生会

子どものひろば １歳～就学前
毎週月・木・金曜日
　午前10時～午後３時

おはなし会（わらべうた）／身体測定／ミニ誕生会
※ペープサート、絵本の読み聞かせも行っています

父親ひろば １歳～就学前 年２回（土曜日）　午前10時～正午 親子体操／積木遊びなど

ふれあいひろば 緑台公民館（第２火曜日）／水城台公民館（第４火曜日）、午前10時～11時30分

育児相談 電話相談（月～金曜日）／面接相談（火曜日）、午前９時～午後６時

育児講座 育児講座／食育講座（手作りおやつの会）・離乳食講座／ママ講座／プレママ講座

季節の行事 七夕会／クリスマス会／節分／ひな祭り会／消防訓練　園外散歩などの行事も一緒に楽しみましょう。

〒818-0138　大字吉松44番地３
☎（９２３）７３５０　  http://www.chikushi-h.jpちくし・子育て支援センター（筑紫保育園内）

たんぽぽクラブ（保育所太宰府園内）
〒818-0102　白川2番5号
☎（９２２）４６１１　  http://dazaifu-shakyo.or.jp

● 出前保育<P
パ フ

uff>　地域に出向き地域の皆さんと共に子育て支援活動を行っています。

まんまるクラブ  毎月第１木曜日、午前10時～正午 【場所】 星ケ丘公民館
【対象】 地域にお住まいの親子

おひさまクラブ  毎月第３水曜日、午前10時～正午 【場所】 高雄公民館

親子講座 〈popo〉  親子対象の子育てにまつわるさまざまな講座を企画、実施しています。

サロン活動
〈たんぽぽサロン〉

平日の午前10時～正午、午後１時～４時
子育て中の人なら誰でも利用できます。
担当職員も常駐していますので、安心して子どもと一緒に自由な
時間を過ごしてください。

絵本のひろば
〈青空文庫〉

平日の午前10時～正午、午後１時～４時
【貸し出し日】毎週木曜日

保育所の小さな図書館です。絵本の貸し出しも行っています。

● グループ活動　親子で一緒に楽しみながら、保護者同士の情報交換や

仲間づくりの場として活動しています。

ひよこグループ(0歳児) 毎週金曜日、午前10時～正午
【場所】総合福祉
センター３階大
会議室ほか

うさぎグループ(1歳児) 毎週火曜日、午前10時～正午

ぞうグループ(2歳～就学前)
木曜日（ただし第１木曜日は前
日に実施）、午前10時～正午

● その他の活動　

園庭開放
月～土曜日
　午前９時～午後５時

子育て相談
平日
　午前８時30分
　～午後５時

【活動内容・対象】　　※活動内容によっては、実施日や場所の変更があります。詳しくは問い合わせください。

地域子育て支援センター

ごじょう保育所 太宰府市五条三丁目7番2号 ☎(922)6860
南保育所 太宰府市朱雀二丁目3番3号 ☎(925)5503
保育所太宰府園 太宰府市白川2番5号 ☎(922)4611
水城保育園 太宰府市長浦台二丁目4番11号 ☎(924)8493
星ケ丘保育園 太宰府市高雄一丁目3788番地5 ☎(923)5525
筑紫保育園 太宰府市大字吉松44番地3 ☎(923)7333
おおざの保育園 太宰府市大字大佐野2番地2 ☎(919)5110
都府楼保育園 太宰府市通古賀三丁目7番1号 ☎(923)0516
こくぶ保育園 太宰府市国分一丁目15番12号 ☎(928)2020
ゆたか保育園 太宰府市大佐野二丁目18番26号 ☎(929)6565
すずらん保育園 太宰府市高雄四丁目25番34号 ☎(408)7566
水城青稜保育園 太宰府市向佐野三丁目8番2号 ☎(408)8492
ゆたかsecond保育園 太宰府市通古賀一丁目１番11号 未定

都府楼ちいさこべ幼稚園
☎ (922)3313

　太宰府市大字向佐野 81 番地
水城幼稚園

☎ (925)6311
　太宰府市坂本三丁目 5 番１号
二日市カトリック幼稚園

☎ (924)5100
　太宰府市朱雀四丁目 14 番 2 号
太宰府天満宮幼稚園

☎ (924)0223
　太宰府市宰府四丁目 7 番 5 号
たかお幼稚園

☎ (924)3153
　太宰府市高雄二丁目 3781 番地

認可保育園（所） 幼稚園

園開放をしている保育園（所）
保育園（所）の在園児と一緒に園庭で遊んだり、各年齢の子どもたちと

交流したりします。　※詳しい日程は各園（所）に問い合わせください。

♪ごじょっこフレンズ　（各年齢のクラスに入り、一緒に遊びます）

　月1～2回、午前9時30分～11時（受付：午前9時15分～9時30分）

♪ごじょっこひろば　（園庭で自由に遊べます）※雨天中止

　月2～3回、午前10時～11時30分
　（受け付けをすませてからご利用ください）

♪ごじょっこサロン　（お子さんの発達や子育ての悩みなどのご相

　　　　　　　　　　　談を保育士がお受けします）
　月2回、午前10時～11時15分

〒818-0125　五条三丁目7番2号
☎（９２２）６８６０ごじょう保育所

※園舎改築に伴い、園開放はしばらくの間お休みします。

〒818-0104
通古賀三丁目7番1号
☎（９２３）０５１６

都府楼保育園

♪SANSAN広場
　毎週水曜日、正午～午後3時
　※ただし、行事などによりお休みの日があります。

〒818-0134
大字大佐野2番地2
☎（９１９）５１１０

おおざの保育園
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ファミリー・サポート・センターだざいふ
〒818-0125 五条三丁目7番1号（子育て支援センター内）
☎（９１８）００３４　 （９１８）００７７

子育ての手助けをしてほしい人

と子育ての手助けをしたい人が

会員となり、お互いを地域の中

で助け合う組織です。会員にな

るには講習会の受講が必要です

（受講申込要）。

【会員の種類】
《おねがい会員》 

 子育ての手助けをしてほしい人

《おたすけ会員》

 子育ての手助けをしたい人

《どっちも会員》

 おねがい・おたすけ会員をかねる人

【会員登録講習会】

第１回 対　象 第2回 対　象 第3回 対　象

4月7日㈰ おねがい会員 6月18日㈫ 全会員 10月20日㈰ 全会員

申込期限4月2日㈫ 午後5時まで 6月19日㈬

おたすけ会員

10月21日㈪

おたすけ会員

6月20日㈭ 10月23日㈬

6月22日㈯ 10月24日㈭

6月24日㈪ 10月26日㈯

6月25日㈫ 10月28日㈪

申込期限6月13日㈭ 午後5時まで 申込期限10月15日㈫ 午後5時まで

第4回 対　象 第5回 対　象 第6回 対　象

12月10日㈫ おねがい会員 2月22日㈯ おねがい会員 3月29日㈰ おねがい会員

申込期限12月5日㈭ 午後5時まで 申込期限2月17日 ㈪午後5時まで 申込期限3月24日㈫ 午後5時まで

☎（９１９）５１１０おおざの保育園 ☎（９２８）２０２０こくぶ保育園 ☎（９２９）６５６５ゆたか保育園

一時預かり保育
保護者が就労や病気、その他の理由により、家庭保育が困難な場合、一時的にお子さんを保育

園がお預かりする事業です。各園によって預かる内容が違いますので、各園に問い合わせください。

【定　員】 10～15人　【対　象】 3カ月～就学前　

【時　間】午前10時～午後1時

　　　　（※いきいき情報センターのみ午後1時30分～4時30分）

【料　金】1時間あたり1人400円（保険料込み）

　　　　※2人目は1時間あたり300円

【受　付】利用日の1週間前から受付します。

　　　　※前日の午後4時までの受付　 ※祝日は休み。

【申し込み・問い合わせ】 NPO法人子育てサポートぽぴんず

　☎（４０１）３５５８　 ０８０（１７０９）６０８４

　（受付時間：午前9時30分～午後4時／月～金曜日）

【場所・日程】

太宰府南コミュニティセンター 毎月第1水曜日

国分ケ丘集会場 毎月第3水曜日

人権センター（南隣保館） 毎月第3金曜日

大佐野公民館 毎月第4木曜日

※いきいき情報センター 毎月第3、第4月曜日

リフレッシュ一時預かり保育
「NPO法人子育てサポートぽぴんず」と子育て支援センターとの協働事業です。「ゆっく

り一人で買い物に行きたい」「友だちとランチに行きたい！」ときなどにご利用ください。

対　　象
生後90日から小学校6年生までの児童で、病気の回復期などであり、集団保育が難しく、
保護者が勤務の都合などで家庭で保育できない児童

利用できる症状
発熱、下痢、扁桃腺炎、はしか・風疹・みずぼうそう・おたふくかぜなどの伝染病、または、
喘息などの慢性疾患、風邪、外傷など、利用可能と判断された病気 

〒818-0135 向佐野二丁目11番28号
☎（５５５）８４８４病児保育室ひなたぼっこ（まつのクリニック内）

〒818-0104 通古賀三丁目4番30号
☎（９２９）１３９８

病児デイケアセンターだざいふ（まつもと小児科内）病児保育

● スマイル スマイル　　　 ● Mama＆Kid'sクラブ　 ● 国分赤ちゃん親子リズム

● 馬場赤ちゃん親子リズム　● 観世親子リズム　　　 　● 都府楼赤ちゃんマッサージ親子リズムいもむし

● どろんこぶーぶー　　　　● だざいふチャイルドコミュニティセンター・りんどれ

子育てサークル・団体
※各団体の紹介は市ホームページに載せています。
　問い合わせ先などは子育て支援センターにお尋ねください。

○集団保育（総合福祉センター２階和室）・毎月第２月／第４水・午前10時～午後１時

○個人託児（自宅・出張託児、移動を伴う託児）　　○集団託児　　○ボランティア託児　

※料金については問い合わせください。

☎（４０１）３５５８NPO法人 子育てサポートぽぴんず保育サービス

健診・母乳のこと・離乳

食などについての相談

保健センター

☎（９２８）２０００

ことばが遅い・落ち着きがないなど、子

どもの発達についての不安や悩みの相談

子ども発達相談室（きらきらルーム）

☎（４０８）９０５０

18歳未満の子どもの子育てや

学校・家庭生活についての相談

家庭児童相談室

☎（９２４）００８４

他相談機関
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愛犬に愛情1本！狂犬病予防注射
　　  ～４・５・６月　狂犬病予防注射月間～

問い合わせ　環境課　環境保全係（内線308）

平成31年度狂犬病予防注射を実施します

  料　金

・新規登録と狂犬病予防注射

　１頭あたり6,150円

・狂犬病予防注射のみ

　1頭あたり3,150円

※おつりのないようにお願いします。

  お願い

・会場には犬をしっかりおさえられる人が連れて来てください。

・ふんなどの後始末は飼い主が行ってください。

・すでに登録している犬の飼い主には、「予防注射案内のハガキ」

をお送りしています。健康チェック欄を記入のうえ、持参して

ください。

お住いの地区以外の会場でも受けられます

会　　　場 実 施 時 間 会　　　場 実 施 時 間

４
月
５
日
㈮

北谷公民館   9：30～  9：45

５
月
14
日
㈫

水城ケ丘公民館   9：30～  9：50

松川公民館 10：00～10：15 坂本公民館 10：05～10：20

三条台公民館 10：30～10：45 市役所東側入口前 10：35～11：15

内山公民館 13：30～13：45 ひまわり台公民館 13：30～13：45

三条公民館 14：00～14：15 大佐野公民館 14：00～14：40

東観世公民館 14：30～14：45

５
月
15
日
㈬

とびうめアリーナ駐車場  9：30～ 10：00

４
月
８
日
㈪

梅ケ丘公民館   9：30～  9：45 青葉台共同利用施設 10：15～10：55

緑台公民館 10：00～10：20 大佐野台共同利用施設 11：10～11：25

東ケ丘公民館 10：35～11：05 高雄台公民館 13：30～13：50

馬場公民館 13：30～13：50 梅香苑公民館 14：05～14：20

市役所東側入口前 14：05～14：45 星ケ丘公民館 14：35～14：55

４
月
９
日
㈫

水城共同利用施設   9：30～  9：45 ５
月
16
日
㈭

つつじケ丘公民館   9：30～  9：45

水城台公民館 10：00～10：15 長浦台共同利用施設 10：00～10：15

国分共同利用施設 10：30～11：15 吉松共同利用施設 10：30～11：00

榎社 13：30～13：50

都府楼共同利用施設 14：05～14：20

とびうめアリーナ駐車場 14：35～15：10

狂犬病とは

　ウイルスによる感染症で致死率100％の恐ろし

い病気です。犬だけでなく人間など全ての哺乳類

に感染し、現在も世界中で毎年５万人以上が亡く

なっています。人間への感染経路が最も多い、犬

の感染防止が必要です。

狂犬病の唯一の予防策＝予防注射

　生後91日以上の犬の飼い主は、飼い犬の登録

（生涯１回）と、狂犬病予防注射（年１回）を必ず

受けさせてください。違反すると20万円以下の

罰金に処せられる場合があります。

　集団注射を受けられない場合は、かかりつけの

動物病院で受けてください。

犬の飼い方マナー
・放し飼いをしない

　放し飼いは、交通事故や失踪、咬
こうしょう

傷

事故の原因になります。リード（引き綱）

をつなぎ、散歩時は短めに持ちましょう。

・ふんを放置しない

　散歩の際はふんを片付ける道具や流す水を持参し、地域の人

に配慮しましょう。

・登録鑑札・狂犬病予防注射済票を首輪に装着する

首輪への装着は、狂犬病予防法で義務付けられています。
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さぁ

協働を
進めよう

問い合わせ　地域コミュニティ課（☎内線543）

vol.118

３月３日㈰　太宰府南小校区
『防災訓練・ダーツ大会』

　太宰府南小校区自治協議会では、災害時の炊き出

し訓練とダーツ大会を行いました。この事業は校区

で災害時に大人数の炊き出し食を準備する訓練とダー

ツ大会を併せて毎年行っています。

　ダーツ大会では、地域の小学校や高校も含め、33

チームの参加があり、６パートに分かれて順位を競い

ました。また、炊き出し訓練では、200 人分のおに

ぎりと豚汁を作り、参加者に配布しました。さらに、

太宰府消防署員による救命講習体験も行われ、競技

の空き時間に多くの人が指導を受けました。

※４月の校区自治協議会イベント情報はありません。

３月10日㈰　国分小校区
『ペタンク大会』

　国分小校区の「ペタンク大会」は、雨天のため国分

小学校体育館での「スポーツ大会」開催となりました。

輪投げやダーツ、五目お手玉で地域の皆さんの世代

間交流を深めるとともに、その後の玉入れ競技では

小さな子どもからお年寄りまで大いに盛り上がりま

した。

　雨天によりペタンク大会は中止となりましたが、

スポーツをとおして身体を動かすことで皆さんの健

康づくりにもつながりました。

　市ではまちづくりの理念の一つに「協働のまちづくり」を

掲げています。現在、いろいろな場面で多くの団体が関わ

り、協働して活動に取り組んでいます。今回はその一例を

紹介します。

被災地支援の取り組み

　本市に本部がある「認定ＮＰＯ法人  日本セラピューティッ

ク・ケア協会」は、日本各地の病院や福祉施設、被災地な

どでセラピューティック・ケアを行っています。セラピュー

ティック・ケアとは、薬剤や道具を使用せず、洋服を着た

まま、両手の温もりだけで行える心身のケア法です。

　これまでに、東日本大震災や熊本

地震、九州北部豪雨災害などにおい

て、避難所や仮設住宅を訪問し、被

災者本人だけでなく自治体職員や医

療関係者などへ施術を行い、ケアを

行ってきました。

　また、太宰府市ＮＰＯ・ボランティ

ア支援センター「うめさろん」と連携

してチャリティイベントを企画し、集

まった寄付金を被災地へ届けました。

※「うめさろん」では、ＮＰＯ・ボラン

ティア団体などさまざまな団体の相談

を受け付けています。

被災地での支援活動▶

雨天のため、体育館でスポーツ大会開催

◀市役所玄関前広場での
　チャリティイベントの様子
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　皆さんは「春の生き物」と聞いてどんな生き物を思い浮かべますか？トノサマガエル、ウグイス、

モンシロチョウ……。今回は一般的にはあまり知られていませんが、春になると現れる魅力的な身

近な生き物たちを紹介します。

　この２つの生き物以外にも、春になると現れたり、春特有の活動をしたりする

生き物がたくさんいます。春を感じる素敵な出会いを求めて、出かけてみませんか？

監修：一般社団法人まほろば自然学校　岩
いわ

熊
くま

志
し

保
ほ

問い合わせ　環境課　環境保全係（内線307）

163

を
探
し
、
車
体
の
状
態
や
契
約
の
内
容
な

ど
し
っ
か
り
確
認
し
、
納
得
し
て
契
約
を

し
ま
し
ょ
う
。

・
価
格
差
は
あ
っ
て
も
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ

た
際
の
負
担
を
避
け
る
た
め
に
、
「
保
証

付
き
」
の
中
古
車
を
選
択
し
た
方
が
安
心

で
す
。
ま
た
、「
保
証
付
き
」
で
も
、
保
証

対
象
と
な
る
部
位
や
期
間
、
費
用
の
制
限

が
あ
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
販
売
店
に
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
古
車
を
購
入
す
る

場
合
、
画
像
で
は
分
か
ら
な
い
不
具
合
が

あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
の

状
態
や
シ
ー
ト
の
座
り
心
地
、
車
内
の
臭

い
な
ど
は
、
現
物
を
確
認
し
な
い
と
分
か

り
ま
せ
ん
。
販
売
店
が
遠
方
で
も
、
車
の

状
態
を
実
際
に
確
認
し
て
か
ら
契
約
す
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

毎
週
月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
　

（
正
午
〜
午
後
１
時
は
昼
休
み
）

※

予
約
申
し
込
み
不
要
・
無
料

※

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
（
☎
内
線
３
４
８
ま
で
）
。

場
所
　
市
役
所
２
階
消
費
生
活
相
談
室

年
末
年
始
、

祝
日
を
除
く

（

　
　
　）

毎
月
第
３
木
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時
（
一
人
30
分
程
度
）

※

予
約
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
・
相
談
予
約
申
し
込
み
〉

産
業
振
興
課
　
商
工
・
農
政
係

（
☎
内
線
４
４
０
）

弁
護
士
に
よ
る
多
重
債
務

　
　
　
　
　
　
　
無
料
法
律
相
談

（
祝
日
の
場
合 

翌
週
第
４
木
曜
日
）

　
「
中
古
車
を
購
入
し
た
が
、
購
入
直
後
な

の
に
エ
ン
ジ
ン
が
停
止
す
る
」
「
エ
ン
ジ
ン

か
ら
異
音
が
す
る
」
な
ど
中
古
車
に
不
具
合

が
発
生
し
、
修
理
費
の
負
担
な
ど
に
関
す
る

相
談
が
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
中
古
車
は
新
車
と
は
違
い
、
使
用
状
況
や

経
年
に
よ
る
劣
化
の
状
態
な
ど
一
台
一
台
品

質
が
異
な
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
具
合
が

発
生
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
っ
た
際
、
「
保
証
付
き
」
の
車
を
契
約

し
て
い
る
場
合
は
、
販
売
店
へ
無
償
修
理
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
「
保
証
な
し
」

の
場
合
、
原
則
と
し
て
無
償
で
の
修
理
を

求
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
故

障
の
原
因
が
、
消
費
者
が
通
常
の
注
意
を

払
っ
て
い
て
も
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

中
古
車
に
予
想
さ
れ
る
通
常
の
自
然
損
耗
と

は
い
え
な
い
不
具
合
（
隠
れ
た
瑕か

し疵
）
で
あ

れ
ば
、
無
償
修
理
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ス

・
中
古
車
は
自
然
損
耗
に
よ
る
不
具
合
が
起

こ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
購

入
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
消

費
者
に
性
能
の
良
し
悪
し
を
判
断
す
る
こ

と
は
難
し
い
た
め
、
信
頼
で
き
る
事
業
者

中
古
車
購
入
の
ト
ラ
ブ
ル

春を告げる生き物

紹介した生き物は

太宰府市民の森にもいるよ！

　ふかふかの体毛をビロードに見立てて名付けられた、3月ごろに姿を現すアブです。

大きさは８～12mm、日当たりのよい草地や林のまわりに生息しています。アブ

は「怖い」「刺される」など嫌われがちですが、長い口先を使い、ホバリング（停止飛行）

しながら花の蜜を吸う姿は、まるで宙に浮かぶ小さなぬいぐるみのようです。

ビロードツリアブ

　多年草のイタドリの葉を食べる、３月ごろに姿を現す鮮やかな斑紋の甲虫です。

大きさは7.5～9.5mmで、草地を好みます。

　陽光を浴びながら、葉をよじ登ったり降りたり、葉裏に隠れたりと、春を満喫し

ている姿は、まるで葉上の動く宝石のようです。

イタドリハムシ
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食生活改善推進会だより

Ａ

材料（4人分）
60ｇ×4切れ

大さじ2

大さじ1

大さじ1

大さじ1

大さじ2

　小さじ1/2

大さじ2

小さじ2

120ｇ

少々

　生鮭 ……………

　酒 ………………………

サラダ油 …………………

　みそ ……………………

　酒 ………………………

　みりん …………………

　にんにくすりおろし

　　　　　 ……………

　いりごま ………………

　しょう油 ………………

キャベツ ……………………

ねぎ ……………………………

す
る
、
芸
術
に
触
れ
る
な
ど
が
お
す

す
め
で
す
。

●
深
呼
吸
の
方
法

①
楽
な
姿
勢
を
と
っ
て
く
だ
さ

い
。

②
一
呼
吸
15
秒
。
吐
く
方
を
長
く
。

③
深
呼
吸
中
に
音
が
聞
こ
え
た

ら
、「
音 

音 

音 

音
…
」
と
心
の

中
で
唱
え
る
。
腰
が
痛
か
っ
た

ら
「
痛
い 

痛
い 

痛
い
…
」
、
匂

い
が
し
た
ら
「
匂
い 

匂
い 

匂

い
…
」
。

　

２
月
９
日
㈯
に
平
成
30
年
度
精
神

保
健
福
祉
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
４
月
は
環
境
の
変
化
が
大
き
く
、

体
調
も
気
分
も
落
ち
込
み
や
す
い
時

期
で
す
。
講
演
会
の
内
容
を
2
号
に

わ
た
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
イ
ラ
イ
ラ
、
落
ち
込
み
の
正
体

　

イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
気
分
が
落
ち
込

む
、
そ
ん
な
「
嫌
な
気
持
ち
」
に
な

こ

んに
ちは 保

健

師

で

す

こ
こ
ろ
の
元
気
づ
く
り

～
イ
ラ
イ
ラ
と
落
ち
込
み
の

　
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
～
　
①

６
時
間
以
下
の
睡
眠
は
、
う
つ
や
不

安
、
ミ
ス
に
つ
な
が
り
ま
す
。
例
え

ば
、
４
時
間
睡
眠
の
人
は
睡
眠
不
足

を
自
覚
で
き
ま
す
が
、
６
時
間
睡
眠

の
人
は
睡
眠
不
足
を
自
覚
し
に
く
い

た
め
、
日
々
の
仕
事
の
能
率
が
下

が
っ
て
い
て
も
自
分
で
気
付
け
ま
せ

ん
。
自
分
で
は
快
調
と
思
っ
て
い
て

も
、
他
人
か
ら
ミ
ス
を
指
摘
さ
れ
た

り
、
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
り
す
る
の

は
、
睡
眠
不
足
の
サ
イ
ン
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
発
散
は
、
イ
ラ
イ
ラ
や

落
ち
込
み
の
対
処
法
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
、「
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ

て
い
る
」
わ
け
で
は
な
く
、「
疲
れ
が

た
ま
っ
て
い
る
」
か
ら
で
す
。
ス
ト

レ
ス
発
散
で
は
な
く
、
気
分
転
換
と

い
う
考
え
方
に
変
え
ま
し
ょ
う
。
気

分
転
換
は
、
酒
・
た
ば
こ
・
ギ
ャ
ン

ブ
ル
…
な
ど
で
は
な
く
、
読
書
、
音

楽
を
聴
く
、
深
呼
吸
を
す
る
、
散
歩

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ズ
バ

リ
『
身
体
が
疲
れ
て
い
る
サ
イ
ン
』

で
す
。
人
の
脳
は
、
身
体
が
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
る
（
疲
れ
る
）
と
、
そ
の

ダ
メ
ー
ジ
を
回
復
す
る
た
め
に
、
気

持
ち
を
嫌
な
方
向
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
、
鬱う
つ
う
つ々

と
し
た
気
持
ち
、
嫌
な
気

持
ち
に
さ
せ
て
、
家
に
引
き
こ
も
ら

せ
て
、
身
体
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
し

ま
す
。
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
落
ち
込
ん

だ
り
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
に
な
る

と
、「
自
分
が
悪
い
ん
だ
」
と
自
己
嫌

悪
に
陥
っ
て
し
ま
う
人
が
多
い
で
す

が
、
人
の
身
体
と
は
そ
う
い
う
風
に

で
き
て
い
る
の
で
す
。
あ
な
た
が
悪

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
イ
ラ
イ
ラ
、
落
ち
込
み
の
対
処
法

　

ま
ず
は
身
体
の
ケ
ア
を
し
な
け
れ

ば
心
は
楽
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
対

処
法
は
一
つ
だ
け
。
寝
る
こ
と
で
す
。

　

身
体
は
座
っ
て
深
呼
吸
し
て
い
る

だ
け
で
も
、
脳
は
勝
手
に
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
考
え
て
し
ま
う
も
の
で

す
。
目
の
前
で
起
こ
っ
て
い
な
い
こ

と
に
い
ろ
い
ろ
と
考
え
を
巡
ら
せ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
単
な
る
空

想
で
す
。
い
ろ
い
ろ
と
考
え
こ
む
よ

り
も
、
自
分
の
感
覚
を
客
観
視
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
1
日
15
分
の
深
呼
吸

は
、
情
緒
を
安
定
さ
せ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
15
分
が
難
し
け
れ
ば
、

1
日
5
分
で
結
構
で
す
の
で
、
深
呼

吸
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と

翌
日
に
は
気
分
が
良
く
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

 

元
気
づ
く
り
課　

保
健
師

鮭とキャベツの
みそ焼き

一人分の栄養価

8.3ｇ

1.1ｇ

エネルギー　　　　　　　　脂質

たんぱく質　　　　　　　　塩分

188kcal

15.5g

作り方

Aを混ぜ合わせる。ねぎは小
口切りにする。

生鮭に酒をふっておく。

キャベツは1センチ幅のせん
切りにする。

フライパンを熱してサラダ油
を入れ、生鮭の両面に焼き色
をつける。蓋をして蒸し焼き
にし、火が通ったら皿に取り
出す。

④のフライパンにキャベツを
入れて炒め、火が通ったら鮭
をフライパンにもどしてAを
加えて、味を絡ませる。

器にキャベツと鮭を盛り付け、
ねぎをふりかける。

①

②

③

④

⑤

⑥
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みんなの
としょかん

市民図書館

http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/

（９２１）４８９６FAX

TEL （９２１）４６４６

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

（ ）
平成31年2月

貸出開始資料から

●小説　十津川警部怒りと悲しみのしなの鉄道（西村京太郎／著）
　散歩するネコ（群ようこ／著）　つくもがみ笑います（畠中恵／著）
　星をかすめる風（イジョンミョン／著）　帰去来（大沢在昌／著）
　テレビ探偵（小路幸也／著）　ピーク（堂場瞬一／著）
　ゴールデン街コーリング（馳星周／著）　ミッテランの帽子（アントワーヌ・ローラン／著）

●その他の本　その症状って、本当に認知症？（朝田隆／著）
　この先をどう生きるか（藤原智美／著）　還暦着物日記（群ようこ／著）
　ミニ枯山水の世界（枡野俊明／著）
　福岡かるた風土記（岡部定一郎／著）
　新・患者学（前納宏章／著）　角さんとじゃじゃ馬（田中眞紀子／著）
　家政婦makoのずぼら冷凍レシピ（mako／著）

●随筆・詩などの文学　私が作家になった理由（阿刀田高／著）
　いい女、ふだんブッ散らかしており（阿川佐和子／著）
　東海道ふたり旅（池内紀／著）　用事のない旅（森まゆみ／著）
　世界の家族／家族の世界（椎名誠／著）　Go Go！介護（津田かおり／著）

としょかんカレンダー
平成
31年

４

日

7

14

21

28

月

1

8

15

22

29

火

2

9

16

23

30

木

4

11

18

25

金

5

12

19

26

土

6

13

20

27

水

3

10

17

24
『テレビ探偵』
小路幸也／著

株式会社KADOKAWA

『いい女、ふだん　
ブッ散らかしており』　

阿川佐和子／著
中央公論新社

『福岡かるた風土記』
岡部定一郎／著
西日本新聞社

平
安
時
代
中
期
・
後
期
の
大
宰
府

　

日
本
史
に
お
け
る
時
代
の
呼
び
名
の
ひ
と
つ

に
平
安
時
代
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
平
安
時
代
と

は
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
な
の
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
、
わ
た
く
し
は
７
８
４
年
（
長
岡
京
遷
都
）

～
１
１
８
５
年
（
源
頼
朝
に
よ
る
鎌
倉
政
権
の

確
立
）
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
史
に
お

け
る
時
代
区
分
に
、
原
始
・
古
代
・
中
世
・
近
世
・

近
代
・
現
代
と
い
う
分
け
方
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
古
代
は
、
飛
鳥
時
代
・
奈
良
時
代
・
平

安
時
代
を
い
う
、
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近

年
で
は
、
古
代
を
平
安
時
代
中
期
（
９

３
１
年
～
１
０
６
８
年
）
ま
で
と
し
、

中
世
を
平
安
時
代
後
期
（
１
０
６
８

年
～
１
１
８
５
年
）
か
ら
と
す
る
考

え
方
が
有
力
に
な
っ
て
お
り
、
高
校

の
日
本
史
の
教
科
書
で
も
す
で
に

こ
の
時
代
区
分
が
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

平
安
時
代
、
と
く
に
中
期
・
後

期
に
関
す
る
研
究
が
充
実
し
て
き

た
の
は
、
こ
こ
30
年
く
ら
い
の
こ
と
と
い
え
ま

す
。
そ
れ
は
、
こ
の
時
代
を
考
え
る
た
め
の
材

料
と
な
る
貴
族
の
日
記
類
な
ど
の
史
料
が
公
刊

さ
れ
る
な
ど
し
て
、
広
く
共
有
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
で
す
。
そ
の
結
果
、
平
安
時
代
中

期
・
後
期
に
お
け
る
政
治
や
財
政
の
あ
り
方
の

変
化
も
ず
い
ぶ
ん
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
中
央
政
府
の
財
政
は
平
安
時
代
中
期

に
、
調
・
庸
と
い
っ
た
地
方
か
ら
の
税
が
な
か

な
か
納
入
さ
れ
な
い
と
い
う
事
態
を
う
け
て
、

そ
の
収
取
シ
ス
テ
ム
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
時
代
の
大
宰
府
に
つ
い
て
ま
ず

想
起
さ
れ
る
の
は
、
大
宰
府
政
庁
跡
第
Ⅲ
期
建

物
の
成
立
で
し
ょ
う
。
そ
れ
以
前
に
あ
っ
た
政

庁
跡
第
Ⅱ
期
建
物
は
９
４
１
年
、
藤
原
純
友
に

よ
っ
て
焼
き
討
ち
さ
れ
ま
す
が
、
発
掘
調
査
の

成
果
に
よ
っ
て
、
焼
失
か
ら
そ
れ
ほ
ど
時
を
経

ず
し
て
再
建
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
前
後
す
る
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
「
府
官
層
」

（
大
宰
府
の
下
級
官
人
、
お
も
に
監
・

典
お
よ
び
そ
の
権
官
・
代
官
）
と
さ

れ
る
人
々
の
活
躍
が
目
立
ち
始
め
ま

す
。
一
方
で
、
ほ
ぼ
こ
の
頃
か
ら

大
宰
府
の
長
官
に
公
卿
（
三
位
以
上

の
位
階
を
も
つ
貴
族
）
が
任
命
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
指
摘
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
財
政
的
に
み
て
も
、

中
央
政
府
の
収
取
シ
ス
テ
ム
の
変

化
に
と
も
な
っ
て
大
宰
府
財
政
の
あ

り
方
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。
平
安
中
期
・
後
期
に
お
け

る
大
宰
府
に
関
す
る
研
究
は
、
い
ま
述
べ
た
よ

う
に
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

必
ず
し
も
多
く
な
い
の
が
現
状
で
す
。
わ
た
く

し
は
、
前
述
の
よ
う
な
中
央
政
府
の
動
向
を
常

に
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
こ
の
時
代
の
大
宰
府
を

検
討
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

太
宰
府
市
公
文
書
館　
　

重
松　

敏
彦

～公文書館だより 　～60
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おめでとう　さい1
平成 年 月生まれ30 4

７日

20日

18日

16日

14日

24日

22日

17日

13日

辻
つ じ

　陽
は る

斗
と

ちゃん

森
も り

　春
は る

乃
の

ちゃん

岡
お か

部
べ

　夢
ゆ め

叶
か

ちゃん

小
お

川
が わ

　航
こ う

ちゃん

福
ふ く も と

元　瑠
る な

菜ちゃん

平
ひ ら か わ

川　晴
は

菜
な

ちゃん

阿
あ

南
な み

　充
じ ゅ う ご

悟ちゃん

石
い し

田
だ

　紗
さ な

那ちゃん

首
し ゅ と う

藤 蒼
そ う

大
た

郎
ろ う

ちゃん

11日

12日

24日

11日

16日

16日

羽
は だ の

田野 寛
ひ ろ

人
と

ちゃん

西
に し

山
や ま

　遥
は る

翔
と

ちゃん

上
う え

田
だ

　昴
すばる

ちゃん

大
お お

田
た

　のあちゃん

丸
ま る う ち

内　美
み

琴
こ と

ちゃん

中
な か ぞ の

園　太
た お

凰ちゃん

応 

募 

方 

法

誕生日の３カ月前の１カ月間、電話または市ホーム
ページで受け付けしています。

（例）誕生日が平成30年７月の人は、４月に応募してください。

経営企画課広聴広報係
☎（921）2121（内線514）

 URL　ht tp: / /www.c i ty.daza i fu . lg . jp /admin/sosh ik i /

somu/204/379/575/10459.html

● 子どもの手が届くところに危険物を置かない

　子どもがつかまり立ちをするようになったら、

タバコ、薬、口紅、ボタン電池、洗剤など、事故

の危険性があるものは、手の届かない所に置きま

しょう。

　また、転んだ時にテーブルなどの角で頭や体を

ぶつけることもあるため、ケガをしないように家

具の角に布などを巻きつけたり貼ったりして角を

なくしましょう。

● 温かい飲食物の管理

　「少しの時間だから大丈夫」と思ってテーブルに

置くと、子どもが触ってこぼしてしまい、やけど

をすることがあるので気をつけてください。

● おもちゃなどの管理

　赤ちゃんの死亡原因で多いのは、誤飲です。ト

イレットペーパーの芯の中を通る物は、子どもの

口に入り飲み込むので危険です。きょうだいが遊

んでいるおもちゃを赤ちゃんが口に入れてしまう

ことがあるため、片づける時はおもちゃのパーツ

の数が全部そろっているか確認してください。洋

服についているボタン、スパンコール、ビーズな

どにも気をつけましょう。

● ♯8000番をご存じですか？

　この番号は、福岡県小児救急電話相談の番号で

す。夜間や休日の、子どもの急な病気やけがなど

の相談について、看護師または小児科医がアドバ

イスします。前もって電話番号登録をしておきま

しょう。

　外出の際、子どもの安全に気をつけるのはもちろんですが、乳幼児の事故で意外と

多い場所が、家のリビングです。

　乳幼児期は、昨日できなかったことが今日できるようになるということがあります。

例えば、「まだ大丈夫」と思いソファーに寝せていたら寝返りをして下に落ちてしまったり、

急にハイハイやつかまり立ちができるようになり、危ないところに移動したりする場

合があります。

　室内だからと油断せず、事故が起こらないように予防しておきましょう。

元気づくり課　子育て支援センター　☎（９１９）６００１

21日

24日

12日

是
こ れ の り

則　慶
よ し ひ さ

悠ちゃん

黒
く ろ い わ

岩　日
ひ な

奈ちゃん

山
や ま

尾
お

　映
え い

太
た

ちゃん

室内での事故
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国際交流・韓国

　私たちが生活する中で必ず必要となる身分証明書。日本ではマイナン

バー制度が始まったことで複雑な手続きの際に時間が短縮されるように

なりました。

　韓国でも日本のマイナンバーのような制度があります。それは「住民

登録番号制度」と言います。この制度は、1968年から始まりました。当

時の韓国は北朝鮮と対立しており、北朝鮮からのスパイを見分けるため、

この制度が始まりました。

　住民番号は全国民に付番される13桁の数字で、１人１番号となってい

ます。また、一度決められた番号は一生変わることはありません。一般

的に出生申告をすると番号が与えられますが、外国人の場合は、在留資

格（ビザ）を持っていて90日以上韓国に滞在する人にのみ、住民番号が

与えられます。

　それから、住民番号が記載された「住民登録証」という身分証もありま

す。これは、日本の個人番号カードのように、顔写真が載っている公的

な身分証になります。しかし、満17歳になる月の翌月から１年以内に

申請しなければ罰金が発生することや、両手の指紋が記載されるところ

は個人番号カードと異なっています。

　こうして作られた住民登録証は、行政・金融機関での手続き（インター

ネット手続きも含む）、選挙、社会保険の適用、納税など、生活のあらゆ

る場面で本人確認の資料として活用されています。

　このように、韓国ではオンライン・オフラインを問わず、国が住民番

号一つで個人を管理できる仕組みになっています。利便性が高い反面、

住民登録証の盗用・悪用が増えてしまいました。そのため最近では、住

民番号の前の６桁（生年月日）と携帯電話へ送られてきたパスワードを合

わせるなど、複数の方法で本人確認が行われています。

国際交流員　金
キ ム

雅
ア

英
ヨ ン

韓国のマイナンバー

人権標語

「ありがとう」 
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イベント情報

太宰府天満宮

参道

九州国立博物館

光明禅寺

鉄

駅
府
宰
太
鉄
西

P

P

P

P P

太宰府館地図

当館には駐車場がありません。コミュニティバス「まほろば号」をご利用ください。

休 館 日　毎週水曜日（ただし、祝日の場合翌木曜休館日）
開館時間　午前10時～午後６時
　　　　　　　（ただし、まほろばホールは午後10時まで事前予約で利用できます）

地域活性化複合施設

「太宰府館」（西鉄太宰府駅から徒歩2分）

〒818-0117　太宰府市宰府三丁目2番3号
☎（918）8700　　FAX（918）8701 

dazaifu-kan@city.dazaifu.lg.jp

３階まほろばホール

第176号
2019.4.1

★J-Gospel グループコンテスト 
　北部九州予選

4月6日（土）　
開場：午後1時　開演：午後 1時30分

日本語の心暖まるオリジナルゴスペルのコンテストです。
来んね？
入場無料（事前申込不要）

問い合わせ：小
こ す だ

須田 恵
めぐみ

☎（231）0277

★第47回
　筑紫野市吟剣詩舞道連盟大会

4月7日（日）　　
開場：午前10時　開演：午前 10時30分

幼少年・一般の吟詠剣詩舞愛好者による吟詠、剣詩舞の
発表を行います。
入場無料（事前申込不要）

問い合わせ：野
の

村
むらそうよう

聡陽☎（922）6898

★万葉集講座
4月12日（金）　
開場：午後1時30分　開演：午後2時

佐
さ の

野 宏
ひろし

先生（京都大学大学院准教授）。
万葉集巻11・12を中心に学習します。
入場料：当日のみ参加2,000円

（資料代込・事前申込要）

問い合わせ：松
まつ

尾
お

☎（922）7328

★楽芸界
4月28日（日）　　
開場：午前10時　開演：午前10時45分

歌って踊って楽しみたいです。
皆さんどなたでもお越しください。
入場無料（事前申込不要）

問い合わせ：大
た

宰
ざい

ひろこ 090（1514）1652 ★木うそ絵付け体験
4月14日（日）　
午前11時～午後3時の間

インストラクター：太宰府木うそ保存会
参加費：1,000円（材料費込）
※次回5月12日（日）

３階まほろばホール

★和踊舞台「宰」
4月30日（火・休）
第1公演
開場：午後0時30分　開演：午後1時
第2公演
開場：午後2時30分　開演：午後3時

和踊りを中心とした約30分の公演を
1日2公演実施します。
ぜひお越しください。
入場料：前売券1,500円・当日券1,800円

（事前申込不要）

問い合わせ：相
あいかわゆう

川優子
こ

080（8885）5913

★太宰府三曲会　春の演奏会
4月29日（月・祝）
開場：午後0時45分　開演：午後 1時

箏・三絃・尺八を小学生から
幅広い年齢層で演奏します。
入場無料（事前申込不要）
問い合わせ：

高
たかよし

吉 琉
りゅう

山
ざん

090（4513）3049

★史跡解説『門前町散策』
4月7日（日） 　午前10時集合　

インストラクター：
（公財）古都大宰府保存協会
史跡解説員
参加無料
※次回5月5日（日・祝）

事前申込が不要なもの

体験プログラム　

★絵の創作展示
4月11日（木）～14日（日）
午前10時～午後6時　　
※（初日）午後 1時から　（最終日）午後5時まで

手軽に楽しめる、手描き、型染、染色、様々な作品を揃
えています。
入場無料（事前申込不要）

問い合わせ：内
うちむらやす

村安子
こ

☎（661）5753

２階ギャラリー
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名　　称 日　時 場　所 相談員 内　容 料金・予約 問い合わせ

行政相談所
4/5㈮、6/7㈮
10：00～15：00

総合福祉センター 行政相談委員
行政に対する意見、苦情、
要望などを聴き、行政の
改善に役立てます。

無料、不要
総務省九州管区
行政評価局
☎（431）7081

司法書士による

無料法律相談

4/13㈯
10：00～13：00

いきいき情報センター
208号室

司法書士

遺言・相続、不動産・法人
登記、多重債務、悪徳商
法、成年後見、裁判手続き
など（相談時間は30分間）

無料、要予約
（平日10：00
～16：00）

福岡県司法書士会福
岡南総合相談センター
☎（918）5264

弁護士による

無料法律相談

4/18㈭
13：00～16：00

福岡法務局筑紫支局
1 階会議室

弁護士
経済的弱者のための法律
相談（資産基準あり）

無料、要予約
（随時、電話受付）
先着６人

法テラス福岡
050（3383）5502

筑紫地区

定例人権

（悩みごと）

相談

4/2㈫ 春日市役所

各市の
人権擁護
委員

差別、いじめ、暴力、虐
待、名誉毀損、家庭内及
び近隣のもめごと、セク
ハラ、ストーカー等の人
権問題や悩みごとの相談
に応じます。
ひとりで悩まずに人権擁
護委員に相談してみませ
んか。

無料、不要

春日市人権市民相談課
☎（584）1201

4/4㈭ 大野城市総合福祉センター 大野城市人権男女共同参画課
☎（580）1840

4/10㈬ 筑紫野市役所 筑紫野市人権政策課
☎（923）1111

4/12㈮ 太宰府市役所 太宰府市人権政策課
☎（921）2121

時間は
10：00～15：00

※日時・場所は変更になる場合が
ありますので、事前に各市に問
い合わせください。

福岡法務局筑紫支局
☎（922）2881

行政書士による

無料相談会

4/19㈮
14：00～16：00

太宰府市商工会館 2 階会議室 行政書士
遺言・相続、成年後見、
悪質商法対策、公正証書、
創業手続、営業許可など

無料、不要
太宰府市商工会
☎（922）4345

成年後見制度に
関する相談窓口

「あんしん相談」

4/25㈭
13：00～16：00

総合福祉センター 弁護士
成年後見制度などに
関する相談

（相談時間は 1 時間）

無料、要予約、
電話相談可

太宰府市
社会福祉協議会
☎（923）3230

「障がい者
  出前相談会」

4/17㈬、6/19㈬、
8/21㈬、10/16㈬
9：30～12：00

太宰府市役所玄関前回廊
身 体 障 が い 者
相談員、知的障
がい者相談員

障がいのある人やその家
族が困っていることなど

無料、不要
ＮＰＯ法人太宰府障
害者団体協議会
☎・ （925）8899

精神保健

福祉相談

毎週水曜
13：00～15：00

筑紫保健福祉環境事務所
（大野城市白木原三丁目 5-25
福岡県筑紫総合庁舎内）

専門の医師

こころの悩みや不眠、気に
なる言動、精神科治療を中
断しているなど

無料、要、
秘密厳守、
家族の人のみ
の相談も可

筑紫保健福祉環境事務所
健康増進課精神保健係
☎（513）5585

アルコール

精神保健福祉相談

第2、3水曜
13：00～15：00

お酒をやめたい、やめさせた
いなど

思春期精神保健

福祉相談

第4木曜
13：00～15：00

学校を長く休んでいる、家
にひきこもっているなど思
春期に関する悩みや不安

精神保健

福祉相談

月～金曜日
8：30～17：00

保健師
医療・福祉に関すること、
対応の仕方など、電話や面
接にて相談を受け付けます

相談

〈有料広告〉

談

相
　〇ちくし女性ホットライン　☎（513）7335
　　月・水・木・金曜日　正午～午後 7 時／土曜日　午前 10 時～午後 5 時
　〇男性 DV 被害者のための相談ホットライン　☎（571）1462
　　水・木曜日　午後 5 時～ 8 時／金曜日　正午～午後 4 時

◆ DV 相談
（全て祝日、年末年始を除く）
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日
時
（
１
通
１
公
演
）
、
参
加
人

数
（
２
人
ま
で
）
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
に
て
〒

810-

8799
日
本
郵
便
㈱
福
岡
中
央
郵

便
局
留
「
市
民
半
額
会
」
宛
締

４

月
24
日
㈬
当
選
ハ
ガ
キ
発
送
日

４
月

26
日
㈮
頃
問

日
本
演
劇
興
行
協

会
市
民
半
額
会
事
務
局
☎
（
７
５

１
）
８
２
５
８

期

４
月
21
日
㈰
～
９
月
29
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
入

館
は
午
後
４
時
ま
で
）
休
館
日

月

曜
日
（
祝
日
は
開
館
）
、
７
月
９

日
㈫
・
10
日
㈬
所

太
宰
府
天
満
宮

宝
物
殿
第
２
・
第
３
展
示
室
料

大

人
５
０
０
円
、
高
・
大
学
生
２
０

０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
円
問

太
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
☎

（
９
２
２
）
８
２
２
５

（
９
２

０
）
５
５
５
６

http://w
w

w
.da

zaifutenm
angu.or.jp/

祝
日
を
除
く
）
所

筑
紫
交
通
安
全

協
会
対

太
宰
府
市
・
筑
紫
野
市
に

居
住
し
、
交
通
規
則
を
守
り
、
安

全
運
転
に
心
が
け
、
他
の
運
転
者

の
模
範
と
な
る
人
※
運
転
経
歴
、

無
事
故
歴
・
無
違
反
歴
に
応
じ
て

表
彰
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
※
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問

筑
紫
交
通
安
全
協
会
☎
（
９
２
４
）

０
０
６
６

出
演
者

尾お

の

え上
菊き

く

五ご

郎ろ
う

ほ
か
期

①

６
月
２
日
㈰
昼
の
部
②
２
日
㈰
夜

の
部
③
３
日
㈪
夜
の
部
④
６
日
㈭

昼
の
部
⑤
６
日
㈭
夜
の
部
⑥
７
日

㈮
夜
の
部
⑦
11
日
㈫
夜
の
部
⑧
12

日
㈬
夜
の
部
※
昼
の
部
は
午
前
11

時
開
演
、
夜
の
部
は
午
後
４
時
30

分
開
演
所

博
多
座
（
福
岡
市
博
多

区
下
川
端
町
２
‐
１
）
演
目
予
定

【
昼
の
部
】
金
閣
寺
、
保
名
、
野

晒
悟
助
【
夜
の
部
】
八
重
桐
廓
噺

嫗
山
姥
、
土
蜘
、
権
三
と
助
十

定

各
１
０
０
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
抽
選
）
料

Ａ
席
９
千
円
（
通

常
１
万
８
千
円
）
。
手
数
料
４
０

０
円
（
１
枚
の
場
合
）
、
７
０
０

円
（
２
枚
の
場
合
）
申
込
方
法

希
望

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
を
対
象

に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た

就
業
支
援
や
養
育
費
相
談
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

①
就
業
支
援
（
来
所
相
談
と
出
張

相
談
〈
各
市
町
村
役
場
な
ど
〉
）
随

時
受
付
②
養
育
費
相
談
（
電
話
相

談
）
※
離
婚
協
議
中
の
人
も
可
③

無
料
弁
護
士
相
談
（
来
所
相
談
）

期

４
月
３
日
㈬
・
５
月
８
日
㈬
午

後
１
時
～
３
時
、
４
月
10
日
㈬
・

24
日
㈬
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30

分
定

各
４
人
（
先
着
順
）

《
講
習
会
》

▼
パ
ソ
コ
ン
基
礎
～
応
用
期

５
月

14
日
～
６
月
18
日
の
火
・
水
・
金

曜
日
午
後
６
時
～
９
時
定

20
人

料

無
料
（
教
材
費
一
部
負
担
有
）

託

有
締

４
月
16
日
㈫

▼
医
療
事
務
期

６
月
２
日
～
９

月
８
日
の
日
曜
日
午
後
１
時
～
５

時
定

20
人
料

無
料
（
教
材
費
一
部

負
担
有
）
託

有
締

５
月
13
日
㈪

《
共
通
》

申

・
問

福
岡
県
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
☎
（
５
８
４
）
３
９
３

１
（
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後

５
時
、
毎
週
土
曜
と
第
１
・
第
３

日
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

　

今
年
の
10
月
１
日
に
予
定
さ
れ

て
い
る
消
費
税
率
引
上
げ
の
際
に

は
、
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ

れ
、
税
率
８
％
と
10
％
、
双
方
の

商
品
を
取
り
扱
う
事
業
者
は
さ
ま

ざ
ま
な
対
応
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
事
業
者
を
支
援
す
る
た

め
、
国
で
は
軽
減
税
率
に
対
応
す

る
た
め
の
レ
ジ
や
受
発
注
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
改
修
・
導
入
に
対
す
る

補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

制
度
開
始
に
向
け
て
、
対
応
を

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

問

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

（
（独法）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
）

☎
０
１
２
０
（
３
９
８
）
１
１
１

http://kzt-hojo.jp/

申
請
期
間

４
月
１
日
～
30
日
午
前

９
時
～
午
後
４
時
（
土
・
日
曜
日
、

ひ
と
り
親

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す

博
多
座
市
民
半
額
観
劇
会

六
月
博
多
座
大
歌
舞
伎

お
知
ら
せ

〈有料広告〉

宝
物
殿
企
画
展

「
受
け
継
が
れ
る
名
筆

－

青あ
お
や
ま
さ
ん

山
杉
雨う

・
髙た

か

木き

聖せ
い
か
く鶴

・

髙た
か

木き

聖せ
い

雨う　

書
展
」

優
良
運
転
者
の
表
彰
申
請

談

相
◆家庭児童相談
毎週月～金曜日　午前 8 時 30 分～午後 5 時
子育て支援センター内家庭児童相談室
☎（924）0084

◆年金相談
毎週月～金曜日　午前８時 30 分～午後４時 30 分
国保年金課国保年金係

（☎ 内線 306）
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国
税
専
門
官
を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格

①
平
成
元
年
４
月
２
日

～
平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

人
②
平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
で
、
大
学
を
卒
業
し
た
人
お

よ
び
平
成
32
年
３
月
ま
で
に
大
学

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人
、
ま
た

は
人
事
院
が
大
学
卒
業
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
た
人
試
験
日

●
１
次
試
験
６
月
９
日
㈰
●
２
次

試
験
７
月
11
日
㈭
～
19
日
㈮
の
う

ち
指
定
す
る
日
受
付
期
間

イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
て
３
月
29
日
㈮
午
前

９
時
～
４
月
10
日
㈬
の
間
に
受
信

完
了
し
た
も
の
有
効
申

・
問

筑
紫

税
務
署
総
務
課
☎
（
９
２
３
）
１

４
０
０
（
自
動
音
声
「
２
」
番
を
選

択
）
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
☎

（
４
１
１
）
０
０
３
１
（
内
線
２
４

３
１
、
２
４
３
２
）

http://

w
w

w
.nta.go.jp

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

経
験
や
能
力
の
活
用
・
生
き
が
い

づ
く
り
と
し
て
、
臨
時
的
・
短
期

的
な
仕
事
を
引
き
受
け
、
そ
の
仕

事
を
会
員
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
者
派
遣
事
業
を
希

望
す
る
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

対

本
市
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
入
会
説
明
会

入
会
説
明
会

毎
月
第
３
金
曜
日
午
前

10
時
～
（
２
時
間
程
度
）
※
希
望
者

は
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問

（公社）
太
宰
府
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎
（
９
２
１
）
４
２
２
２

募
集
住
宅

県
内
に
所
在
す
る
県
営

住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内
書
に
記

載
）
募
集
案
内
書
配
布

・
申
込
受
付
期
間

４
月
８
日
㈪
～
19
日
㈮
募
集
案
内
書
配
布
場
所

県
住
宅
供
給
公

社
、
県
県
営
住
宅
課
、
県
内
各
市

（
区
）
役
所
と
町
村
役
場
ほ
か
※

４
月
か
ら
一
部
に
つ
い
て
、
申
込

順
で
入
居
者
を
決
定
す
る
「
常
時

募
集
」
を
開
始
し
ま
す
。
問

福
岡

県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理

部
☎
（
７
８
１
）
８
０
２
９

　

春
の
一
日
、
川
の
中
を
楽
し
み

な
が
ら
川
そ
う
じ
を
し
ま
す
。

期

４
月
20
日
㈯
午
前
９
時
～
11

時
集
合
場
所

太
宰
府
市
役
所
玄
関

東
側
清
掃
場
所

御
笠
川
（
市
役
所

付
近
か
ら
上
流
・
下
流
）
持

長
靴
、

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
問

太
宰
府
水

か
ら
川
る
会
福
井

０
９
０
（
４

７
７
１
）
３
１
９
２

　

境
内
で
日
々
行
わ
れ
て
い
る
樟

の
落
ち
葉
か
き
を
し
な
が
ら
、
か

つ
て
存
在
し
た
千
年
樟
の
姿
を
み

ん
な
で
描
き
出
し
、
見
え
な
い
も

の
を
可
視
化
し
よ
う
と
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
五い

が

ら

し

十
嵐
靖や

す
あ
き晃

に
よ
る
10

年
目
の
参
加
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
開
催
し
ま
す
。

期

３
月
30
日
㈯
～
４
月
20
日
㈯

▼
日
々
の
く
す
か
き
期

３
月
31
日

㈰
～
４
月
19
日
㈮
料

無
料
（
午
前

６
時
30
分
、
土
日
は
午
後
４
時
も

開
催
、
そ
れ
ぞ
れ
30
分
～
１
時
間

程
度
）
月
曜
日
休
み
所

天
神
広
場

▼
松
葉
ほ
う
き
づ
く
り
期

３
月
30

日
㈯
午
前
10
時
～
正
午
定

20
人

料

１
千
５
０
０
円
申

要
申
し
込

み
▼
く
す
の
こ
う
た
き
期

３
月
31

日
㈰
、
４
月
６
日
㈯
、
７
日
㈰
、

13
日
㈯
、
14
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
３
時
所

鬼
す
べ
堂
料

無
料
▼
く

す
の
か
き
あ
げ
期

４
月
20
日
㈯
午

前
６
時
30
分
～
８
時
30
分
所

天

神
広
場
料

無
料
※
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で

http://igayasu.

com
/kusukaki/ 

問

五
十
嵐

０
９
０
（
８
１
１
９
）
１
０
４
０

　

会
員
の
一
年
間
の
成
果
を
展
示

す
る
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

期

４
月
19
日
㈮
～
27
日
㈯
午
前

10
時
～
午
後
５
時
※
19
日
は
午
後

１
時
か
ら
。
27
日
は
午
後
３
時
ま

で
。
22
日
は
休
館
日
所

プ
ラ
ム
・

カ
ル
コ
ア
太
宰
府
２
階
第
１
研
修

室
・
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
問

青
峰
書

道
会
井
手
田
☎
（
９
２
９
）
１
２

６
０

　

第
15
回
を
迎
え
る
よ
さ
こ
い
祭

り
を
実
施
し
ま
す
。
踊
り
子
た
ち

が
あ
で
や
か
な
衣
装
で
元
気
に
、

華
麗
に
踊
る
様
子
を
観
に
来
て
く

だ
さ
い
。
（
観
覧
無
料
）

期

４
月
21
日
㈰
午
前
９
時
～
午

後
４
時
30
分
（
予
定
）
所

だ
ざ
い

ふ
遊
園
地
前
・
九
州
国
立
博
物
館

北
側
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場
・
西
鉄

太
宰
府
駅
・
参
道
問

太
宰
府
門
前

真
舞
祭
実
行
委
員
会
（
太
宰
府
観

光
協
会
）
☎
（
９
２
５
）
１
８
９
９

太
宰
府
門
前
真
舞
祭
事
務
局
相
川

０
８
０
（
８
８
８
５
）
５
９
１
３

第
35
回

青
峰
書
道
会
作
品
展

第
15
回

太
宰
府
門
前
真
舞
祭

「
く
す
か
き

－

太
宰
府
天
満
宮

－

」

第
58
回

御
笠
川
ク
リ
ー
ン
デ
イ

平
成
31
年
度
（
２
０
１
９
年
度
）

国
税
専
門
官
受
験
者
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

募
集

第
１
回 

県
営
住
宅

入
居
者
募
集
（
抽
選
方
式
）

〈有料広告〉

談

相
◆一般（心配ごと・悩みごと）相談
毎週水・金曜日（第５週を除く）
午前 10 時～午後３時　総合福祉センター
☎（923）3230

◆消費生活相談
毎週月～金曜日　午前９時 30 分～午後４時

（昼休みは除く）市役所２階　消費生活相談室
（☎ 内線 348）
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厚
生
労
働
省
で
は
、
先
の
大
戦

に
お
け
る
戦
没
者
の
人
々
を
追
悼

し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
慰

霊
巡
拝
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

巡
拝
地
域

・
期

・
定
（
予
定
）

⑴
ア
ッ
ツ
島
（
６
月
20
日
～
27
日
）

12
人
⑵
モ
ン
ゴ
ル
国
（
９
月
２
日

～
９
日
）
15
人
⑶
中
国
東
北
地
方

（
９
月
４
日
～
13
日
）
15
人
⑷
旧

ソ
連
①
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
（
９
月

15
日
～
24
日
）
15
人
②
ハ
バ
ロ
フ

ス
ク
地
方
（
９
月
17
日
～
26
日
）

15
人
③
沿
海
地
方
（
10
月
8
日
～

12
日
）
15
人
⑸
南
方
①
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
（
９
月
７
日
～
14
日
）
10
人

②
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
９
月
28

日
～
10
月
５
日
）
20
人
②
イ
ン
ド

（
10
月
７
日
～
12
日
）
15
人
③
マ

リ
ア
ナ
諸
島
（
12
月
５
日
～
12
日
）

15
人
④
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
２
月
12
日

～
19
日
）
70
人
⑤
硫
黄
島
（
第
一

次
）（
11
月
中
旬
）
１
０
０
人
⑥
硫

黄
島
（
第
二
次
）（
２
月
中
旬
）
１

０
０
人
※
時
期
、
期
間
、
人
員
に

つ
い
て
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
対

各
地
域
に
お
け
る
戦
没
者

の
遺
族
（
配
偶
者
〈
再
婚
し
た
人

を
除
く
〉
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉

妹
、
孫
、
甥
姪
、
参
加
す
る
遺
族

〈
子
・
兄
弟
姉
妹
〉
の
配
偶
者
）
で
、

実
施
時
期
に
お
い
て
原
則
80
歳
以

下
で
あ
る
人
申

・
問

福
祉
課
福
祉

政
策
係
（
☎
内
線
３
６
３
）
福
岡

県
福
祉
労
働
部
保
護
・
援
護
課
☎

（
６
４
３
）
３
３
０
１

期

４
月
13
日
㈯
午
前
10
時
～
午

後
１
時
30
分
所

四
王
寺
県
民
の

森
管
理
事
務
所
集
合
講

森
林
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
内

春
の
森
を
散
策

し
な
が
ら
野
草
採
集
→
野
草
を
み

ん
な
で
調
理
し
て
味
見
し
ま
す
→

野
草
の
楽
し
い
お
話
（
お
い
し
い

野
草
と
危
険
な
野
草
な
ど
）
※
昼

食
は
各
自
で
準
備
料

保
険
料
込

５
０
０
円
（
小
学
生
未
満
無
料
）

定

30
人
（
先
着
順
）
申
込
方
法

住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、

電
話
ま
た
は
申
込
フ
ォ
ー
ム
（

h
ttp://sh

ioujiken
m

in
n

om
ori.

org/application/

）
に
て

申
込
期
間

４
月
２
日
㈫
～
11
日
㈭
午
前
９

時
～
午
後
５
時
（
８
日
除
く
）
申

・
問

福
岡
県
立
四
王
寺
県
民
の
森

管
理
事
務
所
☎
（
９
３
２
）
７
３

７
３

（
９
３
２
）
７
３
４
０

▼
参
加
者
期

８
月
19
日
㈪
～
23

日
㈮
（
予
定
）
コ
ー
ス

春
日
市
→

那
珂
川
市
→
筑
紫
野
市
→
大
野
城

市
→
太
宰
府
市
料

２
万
６
千
円

（
食
事
代
含
む
）
対

小
学
４
年
生

～
６
年
生
定

80
人
（
先
着
順
）
申
込
開
始

５
月
12
日
㈰
午
前
10
時
か
ら

（
午
後
４
時
ま
で
）
▼
中
高
生
ス

タ
ッ
フ
研
修
生
対

中
学
生
・
高
校

生
（
１
０
０
㎞
徒
歩
の
旅
の
経
験

者
の
み
）
定

若
干
名
（
先
着
順
）
料

１
万
６
千
円
※
面
談
・
研
修
会
有

氏
名
、
年
齢
、
学
校
名
、

学
年
、
住
所
、
連
絡
先
を
電
話
に

て
申

・
問

（一社）
つ
く
し
青
年
会
議
所

事
務
局
内
「
つ
く
し
路
１
０
０
㎞

徒
歩
の
旅
」
☎
（
９
２
４
）
８
３
３

８
（
平
日
、
午
前
10
時
～
午
後
４

時
）

０
８
０
（
６
４
４
４
）
６
２

４
２
（
５
月
12
日
の
み
）

期

５
月
28
日
㈫
午
前
９
時
～
正

午
※
小
雨
決
行
、
雨
天
中
止
所

歴
史
ス
ポ
ー
ツ
公
園
多
目
的
広
場

対

市
内
在
住
者
料

会
員
１
０
０

円
、
一
般
３
０
０
円
申
込
方
法

郵

送
（
団
体
所
属
の
人
は
代
表
者
が

取
り
ま
と
め
て
）
締

４
月
19
日
㈮

申

・
問

〒
818-

0133
太
宰
府
市
坂
本

三
丁
目
24
番
24
号
太
宰
府
市
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
津つ

川が
わ

義よ
し
の
ぶ延

☎
（
９
２
１
）
３
３
７
１

厚
生
労
働
省

慰
霊
巡
拝
団
員
募
集

「
春
の
野
草
と
調
理
を
楽
し
む
」

参
加
者
募
集

　

専
門
職
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

期

４
月
13
日
㈯
、
５
月
11
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
所

市
社
会
福
祉
協
議
会
料

１
０
０

円
程
度
問

福
祉
サ
ポ
ー
ト
『
Ｄ
Ｄ

ク
ラ
ブ
』

０
８
０
（
５
２
１
９
）

７
８
３
４

ダ
イ
エ
ッ
ト
・
リ
ハ
ビ
リ

教
室

講
座
・
教
室

〈有料広告〉

第
22
回
「
つ
く
し
路
１
０
０

㎞
徒
歩
の
旅
」
参
加
者
・
中

高
生
ス
タ
ッ
フ
研
修
生
募
集

太
宰
府
天
満
宮
崇
敬
会
な
ら

び
に
太
宰
府
市
民
オ
ー
プ
ン

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

「広報だざいふ」の音声テープの貸し出しを行っています。ご希望の場合は
社会福祉協議会〈☎（９２３）３２３０〉までお問い合わせください。声の広報だざいふ
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筑
紫
医
師
会
は
、
お
住
ま
い
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
存
在
で

す
。
今
回
は
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
た
め
の
食
事
の
知
識
や
運
動
の

秘
訣
を
紹
介
し
ま
す
。

期

４
月
14
日
㈰
午
後
２
時
～
４

時
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
・
ク
ロ

ー
バ
ー
ホ
ー
ル
（
春
日
市
原
町
３-

１-

７
）
料

無
料
※
軽
い
運
動
も

行
い
ま
す
の
で
軽
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
問

筑
紫
医
師
会
☎
（
９

２
３
）
１
３
３
１

期

４
月
19
日
㈮
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
所

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ

ア
太
宰
府
４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

①
「
認
知
症
に
優
し
い
ま

ち
づ
く
り
～
超
高
齢
社
会
に
備
え

る
～
」
講

山や
ま
さ
き
や
す
の
り

﨑
安
則
さ
ん
（
筑
紫

女
学
園
大
学
教
授
）
②
「
事
例
か

ら
考
え
る
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
活
動

の
意
義
」
講

金キ
ム

圓
ウ
ォ
ン

景ギ
ョ
ンさ

ん
（
筑
紫

女
学
園
大
学
講
師
）
料

３
０
０
円

申

・
問

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
岡
あ
ん

し
ん
生
活
ネ
ッ
ト

０
９
０
（
３

４
１
８
）
２
９
０
８

（
９
２
３
）

２
５
９
４

i.koga.@
npo-fan.

org

　

Ｊ
Ａ
筑
紫
で
は
、
新
規
就
農

者
・
次
世
代
就
農
者
育
成
を
目
的

と
し
て
、
露
地
野
菜
全
般
・
施
設

園
芸
の
栽
培
実
習
お
よ
び
講
義
を

開
講
し
ま
す
。

期

７
月
～
翌
年
５
月
の
毎
週
水

曜
日
（
月
４
日
程
度
）
午
後
１
時

30
分
～
５
時
定

10
人
程
度
料

年

３
万
５
千
円
対

次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
人
●
Ｊ
Ａ
筑
紫
管
内
に

居
住
す
る
18
歳
以
上
の
人
●
普
通

自
動
車
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い

る
人
●
受
講
終
了
後
に
Ｊ
Ａ
筑
紫

直
売
所
に
出
荷
ま
た
は
Ｊ
Ａ
筑
紫

生
産
部
会
に
加
入
し
、
出
荷
を
行

う
強
い
意
志
の
あ
る
人
締

５
月
10

日
㈮
必
着
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
、
フ

ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
申

・
問

筑
紫
農
業
協
同
組
合
農
業
振

「
ち
く
し
農
業
塾
」

第
９
期
受
講
生
募
集

「
あ
ん
し
ん
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

オ
ー
プ
ン
記
念
講
演
会

興
課
〒
818-

8642
筑
紫
野
市
杉
塚
三

丁
目
３
番
10
号
☎
（
９
２
４
）
１

３
１
３

（
９
２
３
）
７
６
２
４

nousin@
ja-chikushi.or.jp

　

手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

期

５
月
９
日
～
翌
年
２
月
20
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
～
８
時

40
分
（
そ
の
他
の
開
催
日
有
）
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議

室
対

本
講
座
を
未
受
講
の
市
内

に
在
住
、
在
勤
、
在
学
す
る
15
歳

（
高
校
生
）
以
上
の
人
で
、
手
話

に
関
心
を
持
ち
、
修
了
後
、
活
動

す
る
意
欲
の
あ
る
人
料

無
料
（
テ

キ
ス
ト
代
は
別
途
）
申
込
方
法

氏

名
（
ふ
り
が
な
）
、
住
所
、
電
話

番
号
、
年
齢
、
「
手
話
講
座
申
込

み
」
（
メ
ー
ル
の
場
合
は
件
名
に
）

を
記
入
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
申

・
問

太
宰
府
市
社
会

福
祉
協
議
会
☎
（
９
２
３
）
３
２

３

０

dazaifucity-shakyo@

m
ist.ocn.ne.jp

第
１
回
筑
紫
医
師
会
市
民
け

ん
こ
う
公
開
講
座
「
か
し
こ

く
生
き
よ
う
！
健
康
寿
命
」

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

104

九州国立博物館　総務課　村上洋平（市職員）

　特別展「京都 大
だ い ほ う お ん

報恩寺
じ

　快
か い け い

慶・定
じょう

慶
け い

のみほとけ」を４
月23日㈫から開催します。
　千本釈迦堂の名で親しまれる京都の大報恩寺は、鎌倉
時代の承久２年（1220年）に義空上人が開創した古刹で
あり、鎌倉彫刻の宝庫としても広く親しまれています。
　本堂は、応仁の乱をはじめとする幾多の戦火を免れ、
洛中最古の木造建造物として国
宝に指定されています。
　本展では、同寺が誇る快慶・

定慶・行
ぎょう

快
か い

ら「慶派仏師」の名作
の数々を紹介しますので、お楽し
みに。
　中でも、定慶作の六観音菩薩
像は特別に写真撮影が可能となっ
ておりますので、お好みのアン
グルで撮影してお楽しみください。

～九州国立博物館応援大使について～

　ところで、九博に応援大使がいることをご存じでしょ
うか。
　当館の活動を広くＰＲしていただくため、かねてより
当館や太宰府地域とゆかりがあり、当館の活動を応援し
てくださっているサラ・オレインさんに、初代応援大使
に就任していただきました。
　当館では、応援大使であるサラさんの協力のもと、よ
り一層多くの皆さんに当館の取り組み・魅力を知ってい
ただくための広報活動を行っていくこととしています。
　また、４月20日㈯には、夜間開館２周年を記念して、
サラさんによるミニコンサートを当館１階ミュージアムホー
ルで開催予定ですので、ぜひ会場にお越しください。

4月の展示情報

＜特別展（３階特別展示室）＞

　○  京都 大報恩寺　快慶・定慶のみほとけ
　　  会期：４月23日㈫～６月16日㈰

☆毎週金曜・土曜は午後８時まで夜間開館実施中☆

詳しくは九博ホームページ
（ www.kyuhaku.jp）をご覧ください。

広告掲載を希望される事業者の皆様は、下記広告代理店までお問い合わせください。

お問い合わせ・お申し込みは…   ㈱ホープ  ☎（716）1404

「広報だざいふ」
有料広告募集 !!
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期

５
月
９
日
㈭
午
前
10
時
～
正

午
所

太
宰
府
特
別
支
援
学
校
内

校
内
見
学
と
講
習
（
本
校
の
教
育

活
動
、
障
が
い
に
対
す
る
理
解
と

関
わ
り
方
な
ど
）
※
講
習
終
了
後
、

希
望
者
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登

録
し
、
活
動
の
援
助
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
対

筑
紫
地
区
の
人
、

関
心
の
あ
る
大
学
生
・
専
門
学
校

生
（
既
受
講
者
は
不
可
）
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
て
締

４

月
26
日
㈮
申

・
問

福
岡
県
立
太
宰

府
特
別
支
援
学
校
☎
（
９
２
４
）

５
０
５
５

（
９
２
４
）
５
０
８
９

期

５
月
17
日
～
12
月
20
日
の
金

曜
日
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
研
修
室
内

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
理

論
と
実
技
対

本
県
在
住
の
点
訳

未
経
験
者
で
、
講
習
後
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
で
点
訳
活
動
が
可
能
な
人

（
学
生
は
除
く
）
定

30
人
申
込
方
法

４
月
５
日
㈮
以
降
に
問
い
合
わ
せ

の
上
申
し
込
み
申

・
問

福
岡
点
字

図
書
館
☎
（
５
８
４
）
３
５
９
０

福
岡
県
点
訳
奉
仕
員

養
成
講
習
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

第 24 回  歩かんね太宰府  2019 年春コースご案内 

　今回は新規コースも含め23コースを企画。街歩きに初参加の

人もベテランの人も楽しんでいただけるコースを用意。春の街歩

きをお楽しみください。
※各コースの詳細は各所に配布されているパンフレットでご確認ください。

申込・問い合わせ：ＮＰＯ法人歩かんね太宰府
　 080（6446）3905　 （918）3644
受付：平日午前10時30分～午後1時30分
（休業日：土曜・日曜・祝日・毎月最終水曜）

3コース　大宰府の羅城巡り（南）
開催日：4月28日㈰　集合場所・時間：西鉄筑紫駅西口・午前9
時　定員：15人　料金：大人700円、小人100円　弁当持参

4コース　絶景のさくらと文学碑を辿る
開催日：4月7日㈰　集合場所・時間：内山（竈門神社）バス停・
午前9時50分　定員：15人　料金：大人820円、小人420円（梅
ケ枝餠代・光明寺拝観料含む）

5コース　桜並木散策と観世音寺仏像拝観
開催日：4月2日㈫　集合場所・時間：西鉄二日市駅東口（イ
オン側）・午前9時30分　定員：15人　料金：大人1,000円
（観世音寺宝蔵入館料含む）

6コース　九博バックヤードと太宰府幕末物語
開催日：4月19日㈮　集合場所・時間：西鉄太宰府駅・午前
9時30分　定員：15人　料金：大人620円（梅ケ枝餠代含む）
雨天決行　

7コース　天満宮周辺のパワースポット
開催日：4月14日㈰　集合場所・時間：西鉄太宰府駅・午前
9時30分　定員：15人　料金：大人620円、小人220円（梅
ケ枝餠代含む）　階段や坂が多いため運動靴着用

8コース　古都の歴史散歩（天満宮参道～政庁跡）
開催日：5月18日㈯　集合場所・時間：西鉄太宰府駅・午前
9時30分　定員：15人　料金：大人500円、小人100円

9コース　歴史の散歩道（水城～政庁跡）
開催日：5月19日㈰　集合場所・時間：西鉄都府楼前駅・午
前9時　定員：15人　料金：大人500円、小人100円

10コース　三つの物語に登場する遺跡を訪ねる
開催日：5月18日㈯　集合場所・時間：西鉄都府楼前駅・午
前9時　定員：15人　料金：大人500円、小人100円

11コース　太宰府の隠れた伝説と伝承を訪ねて（東コース）
開催日：5月25日㈯　集合場所・時間：西鉄太宰府駅・午前
9時　定員：15人　料金：大人500円、小人100円

12コース　水城をとことん歩こう
開催日：6月1日㈯　集合場所・時間：ＪＲ水城駅・午前9時
定員：15人　料金：大人500円

13コース　大松ぼっくり苔玉作り体験と太宰府風かしわ飯
開催日：5月15日㈬　集合場所・時間：西鉄太宰府駅・午前
9時15分　定員：15人　料金：大人2,500円　小人2,000円
（食事付、バス代各自負担）　雨天決行　小学生以上参加可（保
護者同伴）

14コース　水城の堤防散策と鏝絵の吟行
開催日：4月23日㈫　集合場所・時間：ＪＲ水城駅・午前9時
定員：15人　料金：大人1,900円、小人1,500円（食事付）
レストランでの昼食後ミニ句会　雨天決行　

15コース　北谷と都府楼焼を訪ねる吟行
開催日：5月21日㈫　集合場所・時間：西鉄太宰府駅・午前
9時　料金：大人1,100円、小人700円（茶菓子付き）　昼食
後ミニ句会　昼食持参　雨天決行　バス代各自負担　

16コース　太宰府市民遺産めぐりと創作郷土料理
開催日：4月18日㈭　集合場所・時間：西鉄都府楼前駅・午
前9時　定員：10人限定　料金：大人2,500円（食事付）　
雨天決行

18コース　大佐野ダムから天拝山（石楠花鑑賞）健脚向き
開催日：4月20日㈯　集合場所・時間：西鉄都府楼前駅・午
前8時45分　定員：10人　料金：大人700円　昼食持参　
雨天中止

19コース　四王寺山土塁巡り　健脚向き
開催日4月13日㈯・21日㈰　集合場所・時間：大宰府政庁跡・
午前8時50分　定員：12人　料金：大人700円　昼食持参
　山歩きに適した服装・履物・装備

20コース　天拝山の里山歩き（しゃくなげの谷を歩く）健脚向き
開催日：4月16日㈫　集合場所・時間：西鉄二日市駅西口バ
スターミナル・午前9時30分　定員：15人　料金：大人700
円　昼食持参　山歩きに適した服装・履物・装備　温泉の好き
な人は入浴の準備

21コース　楽しく登ろう！女性の為の宝満山　健脚向き
開催日：4月28日㈰　集合場所・時間：内山バス停（竈門神社
前）・午前8時20分　定員：8人　料金：大人700円　昼食
持参　手袋持参　山歩きに適した服装・履物・装備

22コース　勝尾城跡を巡る　健脚向き
開催日：4月6日㈯　集合場所・時間：ＪＲ鳥栖駅前バス停・
午前9時　定員：10人　料金：700円（バス代各自負担）　弁当
持参　山歩きに適した服装・履物・装備　自動車の人は午前9
時30分まで四阿屋神社駐車場（鳥栖市牛原町1371-1）に集合

23コース　日本経済大学・竹川克幸教授と歩く幕末志士の旅
開催日：6月9日㈰　集合場所・時間：西鉄都府楼前駅・午前
9時30分　定員：20人　料金：2,500円（昼食代・梅ケ枝餠
代含む）　雨天決行

市役所や中央公民館などの公共施設へはコミュニティバス「まほろば号」をご利用ください。
問い合わせ　地域コミュニティ課（☎内線 539）
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英
語
文
法
や
読
解
力
・
表
現
力

の
習
得
を
目
指
す
講
座
で
す
。
リ

ス
ニ
ン
グ
有
り
。

期

４
月
～
翌
年
３
月
。
Ａ
ク
ラ
ス

（
中
・
上
級
）
は
月
曜
日
、
Ｂ
ク

ラ
ス
（
入
門
・
初
級
）
は
木
曜
日

の
各
午
後
７
時
10
分
～
８
時
40
分

開
講
式

両
コ
ー
ス
と
も
４
月
15
日

㈪
所

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー
定

各
ク
ラ
ス
10
人
料

３
万
円
（
別
途

教
材
費
な
ど
２
千
円
）
対

社
会

人
・
大
・
高
校
生
申
込
方
法

い
き

い
き
情
報
セ
ン
タ
ー
、
プ
ラ
ム
・

カ
ル
コ
ア
太
宰
府
に
配
架
し
て
い

る
受
講
申
込
書
に
記
入
の
上
、
フ

ァ
ク
ス
に
て
締

４
月
13
日
㈯
申

・

問

梅
た
ち
ば
な
英
友
会
佐
藤
☎
・

（
９
２
４
）
７
４
１
９

　

本
講
座
は
今
年
で
終
了
し
ま
す

の
で
、
思
い
き
っ
て
多
分
野
の
皆

さ
ま
を
講
師
に
迎
え
ま
す
。

期

４
月
～
８
月
の
第
２
・
３
土
曜

日
午
前
10
時
～
正
午
所

プ
ラ
ム
・

カ
ル
コ
ア
太
宰
府
２
階
（
予
定
）

料

全
10
回
で
３
千
円
（
１
回
の
み

は
５
０
０
円
）
定

30
人
申

・
問

田

川

０
８
０
（
４
３
１
５
）
０
５

０
７

▼
大
宰
府
政
庁
跡
周
辺
散
策

期

４
月
14
日
㈰
午
前
10
時
～
正

午
コ
ー
ス

大
宰
府
展
示
館
～
大
宰

府
政
庁
跡
～
坂
本
八
幡
宮
～
鬼き

子し

母ぼ

神じ
ん

～
玄げ

ん
せ
い
ほ
う
い
ん

清
法
印
の
墓
～
善ぜ

ん

正
し
ょ
う

寺じ

跡
～
大
宰
府
展
示
館
料

無
料

申

不
要

▼
水
城
堤
散
策

期

４
月
21
日
㈰
午
前
10
時
～
正

午
コ
ー
ス

水
城
館
～
東
門
礎
石
～

大た
い

堤て
い

之の

碑ひ

～
瓦

か
わ
ら

窯か
ま

跡
～
木も

く

樋ひ

跡

～
衣
掛
天
満
宮
～
姿
見
池
～
展
望

台
～
水
城
館
料

無
料
申

不
要
※

前
日
午
後
６
時
45
分
こ
ろ
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
テ
レ
ビ
天
気
予
報
で
当
日
午
前

の
福
岡
地
方
の
降
水
確
率
が
60
％

以
上
の
と
き
は
中
止
。

《
共
通
》

問

（公財）
古
都
大
宰
府
保
存
協
会
（
大

宰
府
展
示
館
内
）
☎
（
９
２
２
）
７

８
１
１

（
９
２
２
）
９
５
２
４

info@
kotodazaifu.net

塚
本
☎
（
９
２
８
）
２
０
７
１

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
始
め
た

い
人
、
経
験
の
浅
い
人
、
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
な
ど
を
学
び
た
い
人
の

参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

期

５
月
25
日
㈯
午
前
９
時
～
正

午
※
小
雨
決
行
所

歴
史
ス
ポ
ー
ツ

公
園
多
目
的
広
場
対

市
内
在
住

者
料

無
料
締

４
月
19
日
㈮
※
ク
ラ

ブ
、
ボ
ー
ル
な
ど
を
持
っ
て
い
な

い
人
は
準
備
し
ま
す
。
申
込
方
法

郵
送
（
団
体
所
属
の
人
は
代
表
者

が
取
り
ま
と
め
て
）
申

・
問

〒

818-

0133
太
宰
府
市
坂
本
三
丁
目
24

番
24
号
太
宰
府
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
協
会
津つ

川が
わ

義よ
し
の
ぶ延
☎
（
９
２
１
）

３
３
７
１

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
弓
道
を

始
め
ま
せ
ん
か
。

期

５
月
15
日
～
６
月
21
日
の
毎

週
水
・
金
曜
日
午
後
７
時
30
分
～

９
時
10
分
所

歴
史
ス
ポ
ー
ツ
公
園

弓
道
場
対

市
内
お
よ
び
近
隣
在
住

の
一
般
の
人
（
学
生
除
く
）
料

４

千
円
（
道
場
使
用
料
、
テ
キ
ス
ト

代
込
み
）
申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
を
記
入
の

上
、
メ
ー
ル
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
て

締

４
月
27
日
㈯
必
着
申

・
問

〒

818-

0136
太
宰
府
市
長
浦
台
四
丁
目

９
番
22
号
毛も

う

利り

幸ゆ
き

男お

０
８
０

（
５
２
８
８
）
７
４
４
９

yukio.

kyudou.1
9

4
4

@
ezw

eb.ne.jp
　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
指
導
を

し
ま
す
。

期

４
月
11
日
～
５
月
21
日
の
毎

週
火
・
木
曜
日
午
前
10
時
～
正
午

所

市
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
対

市
内
在

住
の
社
会
人
料

１
千
円
（
ラ
ケ
ッ

ト
は
準
備
し
ま
す
）
申

・
問

太
宰

府
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
ソ
フ
ト
部
）

体
力
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
に
登

山
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

期

毎
月
第
２
日
曜
日
午
前
６
時

30
分
～
午
後
６
時
（
予
定
）

移
動
手
段

貸
切
バ
ス
定

10
人
程
度
料

年
会
費
３
千
円
、
月
会
費
５
千
円

以
内
対

初
心
者
の
加
入
可
申

・

問

太
宰
府
市
登
山
同
好
会
代
表

佐
藤

０
９
０
（
５
４
８
６
）
６

２
８
０

　

マ
ン
ド
リ
ン
、
ギ
タ
ー
な
ど
を

演
奏
す
る
仲
間
を
募
集
中
で
す
。

期

・
所

毎
週
水
曜
日
午
後
１
時

～
４
時
・
い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ

ー
、
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
～
午

後
４
時
・
太
宰
府
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
※
都
合
の
良
い
日
に

料

月
２
千
５
０
０
円
問

太
宰
府

マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
稲い

な
ま
す益

０

９
０
（
７
４
４
７
）
０
７
５
１

h
ttp

s://d
azam

an
.jim

d
ofree.

com
/

　

山
登
り
の
楽
し
み
は
、
四
季

折
々
の
珍
し
い
野
花
と
き
れ
い
な

景
色
に
出
合
っ
て
、
下
山
後
温
泉

に
入
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
解
消
、

市
民
が
作
る

『
太
宰
府
学
講
座
』

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

初
心
者
教
室

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

初
心
者
教
室

英
語
公
開
講
座

初
心
者
弓
道
教
室

太
宰
府
市
登
山
同
好
会

太
宰
府
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

な
か
ま
募
集

古
都
大
宰
府
保
存
協
会

主
催
講
座

＜ Let's 環境マナーアップ！＞ 〜ごみ出しの前に持出日・持出場所などの確認を〜

問い合わせ　環境課ごみ減量推進係（☎内線 361）
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休日在宅当番医 歯科休日急患診療

休日の急な歯痛などの場合に応急処置治療を行います。

診 療 日
日曜日、祝日、盆、

年末年始（12月30日～1月3日）

診療時間
午前９時～午後４時受付

（昼休みは午後零時30分～午後１時）

名 称
口腔保健センター

ちくし休日急患歯科診療所

所 在 地

電話番号

春日市春日原北町一丁目3-6

筑紫歯科医師会館内　☎（571）0118

期日 科目 病医院名 所在地 電話番号

4/7

（日）

内科１次 西本内科医院 筑紫野市原田 ☎（926）0021

内科２次 福岡徳洲会病院 春日市須玖北 ☎（573）6622

外科1次 北城整形外科医院 筑紫野市筑紫 ☎（926）3131

外科２次 福岡徳洲会病院 春日市須玖北 ☎（573）6622

産婦人科 城野産婦人科クリニック 春日市一の谷 ☎（584）1103

4/14

（日）

内科１次 水城病院 太宰府市通古賀 ☎（922）2050

内科２次 福岡大学筑紫病院 筑紫野市俗明院 ☎（921）1011

外科1次 寺本整形外科 筑紫野市二日市中央 ☎（919）5880

外科２次 福岡大学筑紫病院 筑紫野市俗明院 ☎（921）1011

産婦人科 あまがせ産婦人科 大野城市東大利 ☎（572）5503

4/21

（日）

内科１次 またけ胃腸内科クリニック 春日市須玖南 ☎（572）2180

内科２次 自衛隊福岡病院 春日市小倉東 ☎（581）0431

外科１次 たなか夏樹医院 大野城市旭ケ丘 ☎（596）4588

外科２次 自衛隊福岡病院 春日市小倉東 ☎（581）0431

産婦人科 早瀬川医院 筑紫野市二日市中央 ☎（924）3531

4/28

（日）

内科１次 伊藤医院 筑紫野市二日市南 ☎（922）3303

内科２次 済生会二日市病院 筑紫野市湯町 ☎（923）1551

外科１次 池田脳神経外科 春日市小倉 ☎（589）0150

外科２次 済生会二日市病院 筑紫野市湯町 ☎（923）1551

産婦人科 吉川レディースクリニック 筑紫野市二日市北 ☎（918）8522

4/29

（月・祝）

内科１次 筑紫南ヶ丘病院 大野城市牛頸 ☎（595）0595

内科２次 秦病院 大野城市筒井 ☎（501）1111

外科１次 ごう脳神経外科クリニック 那珂川市山田 ☎（951）5219

外科２次 諸岡整形外科病院 那珂川市片縄 ☎（952）8888

産婦人科 まなべ産婦人科医院 大野城市雑餉隈 ☎（571）4307

4/30

（火・休）

内科１次 中嶋医院 太宰府市宰府 ☎（922）4019

内科２次 自衛隊福岡病院 春日市小倉東 ☎（581）0431

外科１次 さもと脳神経外科クリニック 大野城市上大利 ☎（595）2626

外科２次 自衛隊福岡病院 春日市小倉東 ☎（581）0431

産婦人科 城野産婦人科クリニック 春日市一の谷 ☎（584）1103

※診療時間は、午前 9 時～午後 5 時です。往診はしません。
※午後 5 時から翌朝午前 9 時までの当番医は、消防署 [ ☎ (924)4119] へ

お尋ねください。
※当番医は急に変更される場合もあります。当番医が変更になっていないか、

また、診療可能な症状かどうかを、あらかじめ医療機関に必ず電話で確認し
てください。また病院の状況により受付終了時間が早くなる場合があります。

※医療機関を受診すべきか迷った場合は「在宅患者救急時電話相談事業」を
ご利用ください。（☎：♯を押して 7119 または 092-471-0099） 

※診療費とは別に料金がかかる場合があります。詳しくは病院へお問い合わ
せください。

母子健康手帳交付 ー市民対象ー

○受付日時：毎週火曜日（休日を除く）
　　　　　　午前９時 20 分～９時 40 分

　※受付後、随時個別相談を行い、午前９時 45 分頃
から約 30 分間、母子健康手帳や妊婦健康診査補
助券などの説明を行います。

　※受付時間内に来所できない妊婦さんは、ご連絡 
をお願いします。

○持ってくるもの
　・妊娠届出書  ・上のお子さんの母子健康手帳
   ・①または②をそろえて

①マイナンバーカード（顔写真付き IC カード）
またはその写し

②個人番号の通知カードまたはその写しと運

転免許証またはパスポートなど
　※代理人は、委任状などが必要です。詳細は市ホー

ムページでご確認ください。

○連絡先および交付場所
　元気づくり課（保健センター）☎ (928)2000

（五条三丁目１－１いきいき情報センター１階）

小児科の夜間・休日救急診療

区分 曜日 診療時間 担当病院 所在地・電話番号

夜
間

火・木・土曜日
午後5時
  ～ 11時

福岡
徳洲会
病院

春日市
須玖北 4-5
☎（573）6622休

日

4/7（日）
4/14（日）
4/21（日）
4/28（日）
4/30（火・休）

午前9時
 ～午後11時

夜
間

月・水・金曜日
午後5時
  ～ 11時 福大

筑紫病院

筑紫野市
俗明院一丁目
1-1
☎（921）1011

休
日

4/14（日）
4/29（月・祝）

午前9時
 ～午後11時

※受付時間は午後10時30分までですが、診療体制により
早く終了することがあります。事前に電話で確認をお願
いします。

※土曜日の午後１時～５時と各曜日の午後11時以降は各
病院（月・水・金曜日は福岡大学筑紫病院、火・木・土
曜日は福岡徳洲会病院）の救急診療部が対応することに
なります。

※ 診療時間内でも状況により小児科医でない救急診療部の
医師が診療する場合があります。   

※ 小児救急医療電話相談（☎：#を押して8000）

電話番号　♯ 8000
　　　 または☎（661）0771

子どもの急な病気（発熱・下痢・吐く・けいれん・ひきつけ等）に、
看護師または必要に応じて小児科医が保護者からの相談に応じます。

相談時間　午後７時～翌朝午前７時／土曜日　正午～翌朝午前７時／日祝日　午前７時～翌朝午前７時
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４月

こころの相談
内容：こころの悩みや不安の相談を精神科医師が
　　　お受けします。
日程：第４水曜日
　　　（祝日は別日に変更。お知らせカレンダー参照）
　　　①13：00～ ②13：40～ ③14：20～
場所：保健センター　※前日までに要予約
問い合わせ：元気づくり課（保健センター）
　　　　　　☎（928）2000

市内の交通事故　　　  （件）

１月分 H31累計 H30累計比

発生件数 47 47 -1

死　　者 0 0 0

傷　　者 57 57 -7

市人口の動き

人　口 71,724 人　 ( - 69 )

　　男 34,384 人　 ( - 20 )

　　女 37,340 人　 ( - 49 )

世帯数 31,513 世帯 ( - 31 ) 

平成31年2月末
(　 ) は前月差

固定資産税・都市計画税 …………… １期

※納付は便利な口座振替をご利用ください。
※4月30日（火・休）は金融機関が休みのため、

納期限は5月7日㈫になります。 ※業務内容によっては取り扱いできないものもあります。

 取扱業務・問い合わせ

○住民票の写し、印鑑証明、戸籍の記録事項証明など

　市民課（☎内線 304）

○所得証明、課税証明など　税務課（☎内線 330）

毎月第２・４土曜

窓口サービス実施中

今月は13日㈯・27日㈯の
午前９時から正午まで開庁します。

今月の水道修理当番

期間（曜日） 修理当番業者
電話番号

昼 夜間

４月1日㈪
　　～10日㈬ ㈱カワキタ ☎（923)2569

４月11日㈭
　　～20日㈯

㈲太成興業 ☎（921）3239

４月21日㈰
　～30日（火・休） ㈲ムサシ工業  080(2695)0565

問い合わせ

（保）→元気づくり課（保健センター）　☎（928）2000
（子）→元気づくり課（子育て支援センター）　☎（919）6001
（高）→高齢者支援課（包括支援係）　☎（929）3210
（環）→環境課（ごみ減量推進係）　☎内線 362

1

２ （保）１歳６か月児健診（2017年9/1～9/20生まれ）

3

４

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス体操、65歳～69歳、
総合体育館）13:30～14:30（受付13:00～13:30）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、70～74歳以上、
総合体育館）15:00～16:00（受付14:20～14:50）

5

（環）狂犬病予防注射
（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、65歳～69歳、い

きいき情報センター）13:30～14:30（受付13:00～13:30）
（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、70歳～74歳、いき

いき情報センター）15:00～16:00（受付14:20～14:50）

6〜7

8

（環）狂犬病予防注射
（高）男性のためのすこやか運動教室（65歳～74歳、いきいき

情報センター）13：30～14：20（受付13：00～13：30）
（高）男性のためのすこやか運動教室（75歳以上、いきいき情報

センター）14：30～15：20（受付14：00～14：30）

９
（環）狂犬病予防注射
（保）乳幼児健康相談（受付13：15～14：30）

10 （保）３歳児健診（2016年3/1～3/17生まれ）

11

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス体操、75歳～79歳、
総合体育館）13:30～14:30（受付13:00～13:30）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、80歳以上、総
合体育館）15:00～16:00（受付14:20～14:50）

12

（保）すこやか相談（要予約）（9:30～11:00）
（高）すこやか相談（要予約、口腔、栄養、保健）（9:30～12:00）
（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、75歳～79歳、い

きいき情報センター）13:30～14:30（受付13:00～13:30）
（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、80歳以上、いきい

き情報センター）15:00～16:00（受付14:20～14:50）

13〜16

月

火

火

木

木

水

金

金

17 （保）１歳６か月児健診（2017年9/21～10/4生まれ）

18

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス体操、70歳～74歳、
総合体育館）13:30～14:30（受付13:00～13:30）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、65～69歳以
上、総合体育館）15:00～16:00（受付14:20～14:50）

19

（保）ピッカピッカ歯科教室(要予約）10:30～12：00、13：30
～15：00（受付10：15～10：30、13：15～13：30）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、70歳～74歳、
いきいき情報センター）13:30～14:30（受付13:00～13:30）

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、65歳～69歳、いき
いき情報センター）15:00～16:00（受付14:20～14:50）

20

21
（環）環境美化センター日曜開放（9:00～12:00）
（保）パパママクラス（要予約）10:00～12:00（受付：9:45～10:00）

22

（高）男性のためのすこやか運動教室（75歳以上、いきいき情報
センター）13：30～14：20（受付13：00～13：30）

（高）男性のためのすこやか運動教室（65歳～74歳、いきいき
情報センター）14：30～15：20（受付14：00～14：30）

23 （保）４か月児健診（2018年12/1～12/20生まれ）

24

25

（保）すこやか相談（要予約）（13:30～15:30）
（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス体操、80歳以上、

総合体育館）13:30～14:30（受付13:00～13:30）
（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、75歳～79歳、

総合体育館）15:00～16:00（受付14:20～14:50）

26

（保）モグモグカミカミ離乳食教室（要予約）
10:00～12:00（受付：9:45～10:00）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、80歳以上、いき
いき情報センター）13:30～14:30（受付13:00～13:30）

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、75歳～79歳、いき
いき情報センター）15:00～16:00（受付14:20～14:50）

27〜30

月

日

火

木

木

水

金

金

小 児 救 急 医 療 電 話 相 談
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宝
満
隠
し
に
つ
い
て
は
、
『
太
宰
府
旧

蹟
全
図
北
図
』
（
１
８
０
６
年
）
や
『
筑

前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
（
江
戸
後
期
）
に

も
記
録
さ
れ
、
『
筑
前
国
続
風
土
記
拾
遺
』

に
は
「
往
還
の
東
い
さ
さ
か
田
を
隔
て
小

高
き
丘
あ
り
。
俗
に
宝
満
か
く
し
と
い
ふ
。

此
丘
の
下
の
道
を
ゆ
く
程
は
宝

満
は
高
山
な
れ
と
も
稍
此
小
丘

に
か
く
れ
て
見
え
す
。
依
て
名

つ
く
。
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
地
元
で
は
次
の
よ
う
な

　

国
分
３
丁
目
の
県
道
１
１
２
号
線
の
国

分
寺
信
号
近
く
に
ひ
っ
そ
り
と
祠
ほ
こ
ら

が
あ
り

ま
す
。
現
在
祠
の
周
囲
は
宅
地
造
成
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
昨
年
ま
で
小
さ
な
丘
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
丘
は
、
「
宝
満
隠
し
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

太

宰

府

の

文

化

財 
407
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宝
ほ

う

ま

ん

が

く

満
隠
し
と
稲

い

な

子こ

地じ

蔵
ぞ

う

言
い
伝
え
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
昔
、
二
人
の
武
士
が
水
城
の
あ
た
り

に
、
宝
満
山
を
隠
す
よ
う
な
山
が
あ
る

か
な
い
か
で
言
い
争
い
ま
し
た
。
“
そ
の

山
が
あ
る
”
と
言
い
張
っ
た
武
士
が
相

手
を
こ
こ
ま
で
連
れ
て
く
る
と
、
や
は

り
宝
満
山
は
小
さ
な
丘
に
さ
え
ぎ
ら
れ

て
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
“
そ

ん
な
山
は
な
い
”
と
言
っ
た
相
手
は
、

宝
満
山
を
隠
す
ほ
ど
の
高
い
山
の
こ
と

を
言
っ
て
い
た
の
で
納
得
せ
ず
、
ま
た

し
て
も
口
論
と
な
り
、
つ
い
に
は
刀
を

抜
い
て
の
果
た
し
合
い
の
末
、
二
人
と

も
命
を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
土

地
の
人
た
ち
は
、
二
人
を
葬
っ
た
場
所

に
石
碑
を
建
て
、
そ
こ
を
“
宝
満
隠
し
”

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
」

 

『
太
宰
府
市
史 

民
俗
資
料
編
』

　

ま
た
、
宝
満
隠
し
の
傍
ら
に
あ
る
祠
の

中
に
は
花
こ
う
岩
の
岩
が
祀ま
つ

ら
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
「
稲
子
地
蔵
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
由
来
は
、
「
苅か
る
か
や萱

の
関せ

き

守も
り

で
あ
っ
た
加か

藤と
う

左さ
え
も
ん
の
じ
ょ
う

衛
門
尉
繁し
げ
う
じ氏
の
身
代

わ
り
に
な
っ
て
敵
刃
に
倒
れ
た
侍
女
の
稲

子
を
お
祀
り
し
た
も
の
」
と
い
わ
れ
、『
筑

前
国
続
風
土
記
拾
遺
』
に
も
そ
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
元
で
は

別
の
言
い
伝
え
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
む
か
し
、
稲
子
と
い
う
女
性
が
、
宝

満
山
の
山
伏
に
恋
を
し
ま
し
た
。
し
か

し
山
伏
の
冷
た
い
態
度
に
悲
観
し
た
稲

子
は
、
遂
に
身
を
投
げ
て
死
に
ま
し
た
。

里
の
人
々
は
、
稲
子
の
心
情
を
哀
れ
に

思
い
、
彼
女
の
亡な

き
が
ら骸

を
せ
め
て
宝
満
山

の
見
え
な
い
所
、
つ
ま
り
宝
満
隠
し
に

葬
り
、
お
祀
り
し
ま
し
た
。
」

 

『
太
宰
府
市
史 

民
俗
資
料
編
』

　

現
在
「
宝
満
隠
し
」
は
削
ら
れ
、
宝
満

山
を
隠
す
よ
う
な
丘
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
昔
話
は
残
さ
れ
た
稲
子
地
蔵
と
共
に

後
世
に
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

文
化
財
課　

宮
崎　

亮
一 稲子地蔵

「宝満隠し」がなくなり、遠くに見える宝満山。手前は稲子地蔵。

ありし日の宝満隠しの丘（2009 年）
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